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    　怪かい賊ぞく城じよう別べつ棟むねの一室。


    　僕こと病わくら葉ば久く郎ろうと愛する妹、夕ゆう日ひちゃんとが一緒になって監禁されている部屋──の扉とびらは、今日このときを以もつて。


    　バラバラに。


    　弾はじけ飛んだ。


    　墓はか場ば博士による帝都連続放火事件解決に関わった僕ら兄妹は、なんの間違いか墓場博士が属する少年結社ウサギ団のスパイ容疑を帝都治安維持局にかけられてしまった。その結果、一ひと月つきに及ぶ監禁生活を余儀なくされていた──のだが。


    　そんな監禁生活を打ち壊す、異変。


    「前触れもなしかよ！」


    　僕は夕日ちゃんをとっさにお姫様だっこして、一直線にバラバラにされた扉の外へと走り出す。


    　平へい穏おんな監禁生活で錆さび付いていた、危機管理能力を無理やり叩たたき起こす。


    　元、扉だったそれは、均一の大きさの正六面体──つまりはサイコロ状にされ、床にぶちまけられている。断面はなめらか。


    　これほどまでに精密な解体作業は、切れ味のいい刃物を達人が使えばできなくはないとは思うけど──僕が見た限り、一瞬で扉はバラバラにされた。


    　この時点で、まっとうな達人（言い方おかしいか？）の仕し業わざではない──ならば。


    「異能力者なんだろうな──」


    　僕と夕日ちゃんの異能力は、監禁されていた部屋の中にいる限り封じられてしまう。


    　だから突然の襲撃者に対応するには、何はともあれ、部屋から出るのが先決だ。


    　廊下に飛び出した僕は、ざっとあたりの様子を把握しようとしたのだけれど。


    「な──！」


    　足場が、バラバラに崩れ去ろうとしていた。


    　窓の一つもない、いつ通っても暗く陰気だった、細長く続く怪賊城の廊下。その一か所、僕らが監禁されていた部屋の前の床だけが、扉と同じく、サイコロ状に崩壊している。


    　その場を飛び退のこうとしても、夕日ちゃんを抱いた僕では、動きが遅すぎた。あっという間に、僕の体は崩壊する床へと呑のみ込まれていく。


    「ちぃっ──それなら！」


    　右手を突き上げ、そこから呪のろいで作り上げた鎖くさりを打ち出す。


    　一本の細い鎖が手のひらから飛び出し、天井に設置されていた換気口へと絡からみついた。ぶらん、と僕の体は鎖によって宙づりとなった。もちろん、胸に抱きしめた夕日ちゃんも無事だ。


    「む？　……魔法具マジツクアイテムなくても、鎖出せるの？」


    　夕ゆう日ひちゃんが胸の中で顔を上げた。こんな状況だというのに、その表情に焦あせりの欠片かけらもうかがえない。いつも通りの、暗い表情、どんよりとした瞳ひとみ、それにぼそぼそ喋しやべり。


    「出せるといっても一本だけで。精密動作も苦手ですけど……一応、成長してるんです」


    　成長する理由は、夕ゆう日ひちゃんを守るためだ。どんな状況でも守り抜くためには、僕の呪のろいを補助してくれる魔法具マジツクアイテムがなくても、このくらいのことはできないといけない。


    「さ、降りましょうか。この鎖くさりじゃ、二人分の体重を支え続けるのは無理です」


    「そうね……でも、相手は……待ってくれないわ」


    　夕日ちゃんがじとり、と天井を見上げた。すると、天井の縦横に無数の筋すじが走っていく。次の瞬間──天井はバラバラになって僕らめがけて降り注いできた。


    「う、ぁ……！」


    　天井があんな状態なら、僕らを支える鎖はもう意味をなさない。僕の体は、崩壊した床の下、つまりは一つ下の階へと落下していく。


    　心を冷静に保ったまま、思考する。このまま下の階へと無事着地し、さらに降り注ぐ天井の破片を避けきるにはどうするべきか。僕が使えるのは、一本の鎖のみだ。


    　すると、夕日ちゃんが。


    「私がやるわ。久しぶりに、暴れたいの」


    　はっきりとした口調で、そう言った。呪いを行こう使しした際の夕日ちゃんの変化。気分の高揚。口調が変わったのはその証あかしで──つまりすでに呪いは始まっていた。


    　きらり、と視線に光るものが映り込む。その正体が、壁に張り付く数匹の蜘く蛛もだと気付いたときには、僕の頭上に、光る糸が何十にも織り上げられた蜘蛛の巣が完成していた。


    　ガラスのようにぴかぴかと光る体を持つあの蜘蛛は、夕日ちゃんの呪い。その名も水すい銀ぎん蜘ぐ蛛も。蜘蛛を使った探査やら糸での捕ほ縛ばくに向いていると思っていたが、それだけでなく、応用の利きく呪いだったようだ。


    「そうか、蜘蛛の巣で塞ふさいでしまえば……」


    　すたん、と下の階に着地した僕は、蜘蛛の巣で覆おおわれた頭上を見上げる。降り注ぐ天井の破片は、ことごとく蜘蛛の巣に受け止められていた。蜘蛛の糸は、一本一本は細くても、織り上げられればとてつもない強度を生む、と聞いたことがある。


    「にしても、敵の攻撃、なんなんだろ？　こんな術、見たことも聞いたことも……」


    「うふふふふ。そんなの気にしなくたっていいの。私たちを襲おそう敵だもの。今日、このときを以もつてこの世からいなくなるのは決まっていることだわ」


    　ぼおぉっ、と夕日ちゃんの体から、炎でできた蝶ちようが羽ばたいた。灼しやく熱ねつに燃える呪いの蝶──炎えん獄ごく蝶ちようが薄暗い廊下を赤く照らした。


    「いまさら隠れてももうダメよ。さぁ、出てきなさい。骨の髄ずいまでこんがり焼いてあげるから」


    　楽しげな夕日ちゃんの言葉が、どこまでも続いているかのような廊下に響く。僕も、右手から鎖くさりを伸ばした。夕ゆう日ひちゃんだけに頼るわけにはいかない。むしろ、僕が率先して、敵と戦い、夕日ちゃんを守れるってことを証明してやる。


    　周囲の気配に神経を尖とがらせていると──。


    「隠れたつもりはないよ。ほっほ。少年、足あし下もとを見てごらん」


    　渋みのある落ち着いた声は、すぐ足下から聞こえてきた。


    「！」


    　驚いて目を向けると、僕の足の間をすり抜けるようにして、六〇センチくらいの黒い毛むくじゃらの塊かたまりが、飛びかかってきた。


    　身を引くと同時に、鎖に力を込める。僕の鎖は、敵の持つ負の感情──敵意や殺意といったものに反応し、自動で追つい尾びしてくれる。はずなのに。


    　鎖はじゃらじゃらと宙を踊るだけで、一向に襲いかかってくる黒い塊に向かっていかない。その間に、黒い塊はとんっ、と僕の肩を足場に跳び上がった。


    「……攻撃、しない？」


    　あっけに取られた僕とは違い、夕日ちゃんは黒い塊に向かって、的確に炎えん獄ごく蝶ちようを差し向けていた。


    　炎獄蝶は、黒い塊の背後。僅わずか一メートルの距離に迫っている。このままいけば命中は確実、と思ったけど、黒い塊は、真横にあった壁を蹴けりつけ、直角に切り返すと迫り来る炎獄蝶を横切った。まるで、ゴム鞠まりのように跳はねる。しかも、黒い塊が蹴りつけた壁は、一瞬にしてバラバラに砕くだけ、飛んでいた炎獄蝶を呑のみ込んだ。


    　ごぅ、と壁の破片をはじき飛ばして、炎獄蝶が爆発する。


    　視界は真っ赤な炎に包まれ、僕と夕日ちゃんは炎に巻き込まれないよう、後方へと跳躍したが。


    「ほっほ、甘いのぉ」


    　僕らよりもさらに後方から、さっき聞いた渋い声が聞こえた。


    　ばっ、と勢いよく振り返ったときには──とん、と僕の隣に立っていた夕日ちゃんの頭の上へと、黒い塊、もとい、一匹の黒猫が降り立っていた。


    　黒猫は夕日ちゃんの頭の上にちょこんと座り、目を細める。


    「この手で触れたもの、念じればどんなものでもバラバラにできる。わしは少年の肩に触れ、そして今はこの少女の頭の上に手を置いておる。それがどういう意味か、わかるかの？」


    　黒猫が、当然のように喋しやべっていた。


    　本来なら絶句して、自分の頭が正常な機能を保っているか心配するところなのだけれど──ここ最近、僕は非常識な目にばかり遭あってるせいか、いまさら猫が喋ったところで、そんなこともあるのだろうと、すんなり受け入れてしまった。


    　なので、会話まで交わしてみる。


    「……あ、えと……つまりあなたがその気なら、僕らはやられてた、ってことですか？」


    　僕はバラバラにされた壁へと目を向ける。そして、自分の体が、あれと同じように、サイコロ状に細こま切ぎれにされる光景を想像して……ぞっ、と背せ筋すじが寒くなった。人間サイコロ。とびっきり悪趣味で、気持ちの悪い死に方だ。


    「そう青くならんでもよい。おまえらの力を測ったまでだよ──結果としては、上出来だ。及きゆう第だい点をあげよう。ただ、人ひと型がた以外の敵と戦うのに、慣れておらんようじゃがな」


    「そりゃそうです。人以外の異能力者を、あ、いや異能力猫っていうのかな……とにかく、初めて見ました」


    「なに、意外といるよ。知られとらんだけでの。猫だけじゃないぞ。犬も狐きつねも狸たぬきも……と、そんな話をしとる場合じゃなかった」


    「……なにか僕らに用が？」


    　僕らの力を測った、と黒猫は言った。なら、測った上での目的があるはずだ。僕が鋭い視線を向けると、黒猫はそれをするりと受け流すかのように、にゃぁご、と猫らしい声を上げた。


    「まだ頭に血が上のぼっておるのかの。冷静になって聞いてもらいたいものだが……まぁいい。それじゃあ」


    　と、話し始めたところで。


    「にゃんこー♪」
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    　黄色い声を上げながら、夕ゆう日ひちゃんが頭上の黒猫をむんずと両手でつまみ上げる。


    　黒猫はびくりと体を動かしたが、もう遅い。


    　黒猫の丸みを帯びた体は、ひしっ、と夕日ちゃんの胸の中に抱きかかえられてしまった。


    　人にも動物にも興味がない夕日ちゃんでも、どうも猫だけは別格らしい。


    　猫まっしぐら──つまりは夕日ちゃんは無む類るいの猫好きなのだ。


    「喋しやべるにゃんこ……珍しいわ。可愛かわいいなの……ほら、にゃんにゃんにゃんにゃん♪」


    　服に猫の毛がついてしまうことも気にせず、夕日ちゃんは座り込み、思う存分、猫かわいがりしている。


    「ほっほ、こりゃ大胆だな…………おい、少年。どうにかしてもらえんか？」


    　困った顔をこちらに向ける黒猫に向かって、僕は。


    「はぁ──」


    　と深くため息をつくことしか、できなかった。


    



    　　　　　◆◆◆


    



    　回想──といっても、数十分前。


    　僕は閉ざされた怪かい賊ぞく城じようの一室から窓の外へと目を向けつつ、物思いに耽ふけろうと──していたけれど、失敗した。


    「……はむ」


    「うひゃいっ」


    　情けなくて、間抜けな声。


    　いや、そんな声を上げてしまうのも仕方なくて、だって、窓辺に腰掛けていた僕に対し、後ろから抱きついてきた夕日ちゃんが、あろうことか僕の耳へ甘あま嚙がみを開始したのだ。


    　ぞくぞくと背中が震ふるえて得えも言われぬ快楽が全神経を駆け巡めぐる。


    「はむはむ……はむ。ぺろり」


    　甘嚙みから耳みみ舐なめに移行したところで、僕はやっと密着してくる夕日ちゃんを引きはがし、振り返った。


    　そこには、どんよりと淀よどんだ瞳ひとみで僕を見下ろす、夕日ちゃんの姿があった。


    「そんな目で見下ろされても……や、やめてください、急に耳なんて舐められたら、僕……」


    「興奮、した……？」


    「す、するわけないじゃないですか……！」


    　言いながらも、耳が真っ赤になっていくのがわかる。


    　心臓はばくばくと激しく鼓動し、体中がぽっぽと熱っぽくなっているこの状態は、あきらかに興奮しているとしか言えない──けれど、僕は否定する。


    「そんなことくらいじゃ、僕は興奮しないんです！」


    「ふぅん……じゃあ、なにをしたら興奮するのか……試してみたくなるわ」


    　言うやいなや、夕ゆう日ひちゃんは僕の手をとり──自分の胸へと持っていった。


    　ふにゅり。


    　手に当たったのは、何枚も重ねられたヒラヒラした白いフリル、とその下にある僅わずかな膨ふくらみ。服の上からだと、ほんとうにわかりづらい、けれど、その膨らみは、綿のように柔らかく、ほんのりと温かい。控えめであるからこそ、至し高こうの可愛かわいらしさを感じる──。


    「って、つぶさに解説してる場合じゃなくて！」


    　お手本通りなノリ突っ込みをかましつつ、僕は夕日ちゃんの胸から手を引っ込めた。


    「やめてくださいって。な、なんてことしてくれてんですか！」


    「えっと……ぱいたっち」


    　夕日ちゃんは自分の胸もとをまじまじと見つめている。


    「わかってます！　じゃなくて、どーしてこういうことするんですか、と聞いているんです」


    「だから……興奮するかなって思って……」


    　興奮したけれども。ものっすごく。


    　だからといって、僕は理性のたがを外したりはしない。


    「こんな密室で、僕を興奮させてどうするっていうんです。襲おそわれたいんですか？」


    「久く郎ろうは……私のこと、襲うの？」


    　夕日ちゃんの底の見えない黒い瞳ひとみに、僕の顔が映っていた。……僕を、試しているんだろうか？


    　僕は、ぶんぶん、と高速で頭を振る。


    「襲いません。断じて……！」


    「なぁんだ。しないの……そう、私に魅力がないからね……落ち込むなの」


    「そんなことありませんよっ。夕日ちゃんは魅力的です。可愛いです。なんていうか天使？　……いや、だからその、なにが言いたいかというと……」


    　慌あわてて弁明している僕の姿を──夕日ちゃんはくすくすと意地悪い笑みを漏もらしながら見つめていた。その顔は、とても満足げだ。


    「あぁ……そういうことですか」


    　僕は恥ずかしさのあまり赤らむ顔を手で覆おおった。


    　やられた……夕日ちゃんの目的は、最初からこれだったのだ。つまり、僕の気持ちなんて全部お見通しで、それでいて一番いやらしい方法で僕を困らせてくる。からかわれた。


    　こういうとき、僕の心はぞくぞくと痺しびれてしまう。最近気付いたけれど、僕は夕日ちゃんに意地悪され、手のひらで転がされているときが一番嬉うれしい。なんか、変態じみてていやだけど。


    　夕日ちゃんの容姿が可愛いのは当然だが、戯たわむれに僕の心の傷をもてあそぶその態度が、たまらなく愛いとおしい。


    　兄きよう妹だいの関係を越えちゃダメなのに下着姿でべったりくっつかれたり、突然、足の裏を舐なめろと言われ、実行したらキモイと言われて半日、口をきいてくれなかったり。


    　この一ひと月つきは、そんなことの連続だった。ようするに、終始暇ひまつぶしの相手にされていた。


    　なんてことを思い出したら、血圧が上がったのか、つぅ、と鼻血が一筋垂たれてきた。


    「やばっ……」


    　急いで鼻を押さえると、その姿を夕ゆう日ひちゃんは怪け訝げんな表情で見つめてくる。


    「……なんで今、興奮してるの？」


    「興奮じゃないです。えっと、さっきチョコレートたくさん食べたからかなぁ？　きっとそうだ」


    「え？　……私に隠れて……そんなおいしいもの食べてるなんて、ひどい……最低」


    「間違えましたっ。チョコレートじゃなくて、それに似てるけどとってもまずい、鼻血が出やすくなる食べ物を、気の迷いで大量に食べてしまって……」


    　夕日ちゃんの意地悪を思い出してつい興奮しました、とは言えないけれど、この言い訳にも無理があるとは思う。


    　けれど、意外にも夕日ちゃんは納得してくれて。


    「あまり……妙なものは食べない方がいいわ。体を壊すわよ……」


    「ははっ、そうですよね。気を付けますね──あ、それと夕日ちゃん、もう妙な悪いた戯ずらするのはやめてください。僕は今、考えごとをしてる最中なんです」


    「そう……じゃあ、悪戯しない。おとなしく……してる」


    　そう言うと、夕日ちゃんは僕の膝ひざの上にちょこんと座り、首へと腕を回してくる。


    　真正面から抱きつかれている。


    　これが夕日ちゃんのおとなしくしてる、という状態らしい──僕はもう、なんというか、色々おとなしくできそうにないんだけど。


    「ダメだダメだ……僕は……」


    　夕日ちゃんのおにーちゃんなんだ、と心の中で何度も呟つぶやき心を戒いましめる。


    　油断すると、うっかり夕日ちゃんへの想おもいが蘇よみがえってしまいそうになるけれど──それではダメだ。僕は夕日ちゃんの望むような、仲むつまじい兄妹の関係を築こうと決めたんだ。


    　だって僕は──夕日ちゃんにフラれたのだから。


    　そのことを思い返すと、未いまだにずきりと胸が痛む。


    　もう一月以上も経たっているというのに、僕はまだずるずるとあのときのことを引きずっている。


    「……ん？　考えごと終わった？」


    　夕日ちゃんに抱きつかれている、なんて状況でまともに考えごとなんてできるはずない──という僕の心しん中ちゆうを、夕ゆう日ひちゃんは気付いていて、こんなことを聞いてくる。


    　その意地悪さに、僕の心は痺しびれっぱなしだ。


    　こんなに可愛かわいい夕日ちゃんと恋人になれたらいいなぁ、とそんな願いをずっと抱いだいていた。


    　抱いていただけならまだよかったけれど、伝えてしまった。


    　あの日。


    　正確に言えば、一ひと月つきと五日ほど前。鮮明に場面が蘇よみがえる。


    　妖よう精せいを操あやつる裏切りの博士──墓はか場ば影かげ郎ろうが起こした帝てい都と連続火災事件。その渦か中ちゆう。


    　墓場博士から英国魔法結社──その名も少年結社ウサギ団という組織が帝都侵略を企くわだてており、しかも自分もその一員だと言われた、その後。


    　加えて言うなら、その場から逃げようとした墓場博士を追う僕らの前に博士を逃がさんがために立ちはだかる炎の妖精ジニーと、文字通りの死闘を繰り広げている、最中に。


    　僕は、夕日ちゃんに告白したのだ。


    　自分が兄であることも棚に上げ、夕日ちゃんが妹であることにも目をつむり。


    　一人の女性として、僕の恋人になってくださいと、まっすぐに告白した。


    　結果。


    　惨ざん敗ぱい。


    「……っ」


    　こうやって事細かにあの日のことを思い返してみると、さすがに胸が痛みまくる。


    「……どっか痛いの？」


    「ううん、どこも。なにも」


    　夕日ちゃんがぐい、と顔を近づけてくるものだから、僕はその可愛い顔を直視できず目を背そむけてしまった。


    



    『たった一人の家族で、兄きよう妹だいだから、好き』


    



    　それが、告白のとき、夕日ちゃんに言われた言葉。


    　つまり、夕日ちゃんが望んでいるのは今まで通りの関係で、仲むつまじい兄妹でい続けることが、僕が夕日ちゃんにしてあげられることなのだ。


    「やっぱり久く郎ろう、変なの。……熱でもある？」


    　ぴたり、とおでこにおでこをくっつけられた。


    　通称、でこちゅー。などと呼ぶかは知らないが、もう限界だ。


    「ご、ごごごごご、ごめん。夕日ちゃんちょっと引いてもらえませんか？」


    　強引に膝ひざの上に乗っている夕日ちゃんを下ろしてから、僕は開かない窓に向かって叫んだ。


    「青春のばかやろー！」


    　ばかやろーなのは、僕だった。


    「…………？」


    　夕ゆう日ひちゃんがとぼけた顔で小首を傾かしげているけれど、僕の目にはその姿すら可愛かわいらしく映ってしまうから、目の毒だ。


    　はっきりと、言ってしまおう。


    　僕は、まだ夕日ちゃんが大好きだ。未練たらたらで──諦あきらめなんて、つくはずない。


    「うわぁ……最悪だな僕」


    　告白したときだって、諦めが悪く、だだっ子のようにフラれたことを認めず、あげくに呪のろいの力を暴走させてしまった。


    　フラれた悲しみによって、負の感情があふれ出した結果──現実逃避の引きこもり空間を作り出す呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめの力で帝てい都と広域を覆おおい尽くし、敵対していた炎の妖よう精せいジニーを半なかば八つ当たりのように倒しても、まだ感情が収まらず。


    　そして、僕は夕日ちゃんに怒られた。


    　それはもう、こっぴどく。具体的に言えば、体に六百六十六本の杭くいを突き立てられた末すえ、ビンタされ、叱しかられた。


    　それなのに、僕はまだ夕日ちゃんのことが好きで好きでたまらないのだから、これはもう本当に救いがない。


    　絶対に叶かなわない恋を、患わずらい続けて生きていく。


    「──辛つらいなぁ」


    　辛いけど、その関係すら気持ちいい。と思ってしまうあたり、いよいよ末期だ。


    　それに叶わない恋──と決めつけるのはどうだろう。


    　告白は、一人につき一度しかしてはいけない、なんていう決まりはないはずだ。当たって砕くだけても、再生したらもう一度当てにいけるとか、そういう不死身な感じで僕はいきたい。


    　僕の恋はまだ完全に終わっていない、と信じたい。


    　夕日ちゃんを振り向かせる方法だって、考えていないわけじゃない。


    「鍵かぎは……少年結社ウサギ団。あいつらだ」


    　夕日ちゃんにも聞こえないよう呟つぶやいたはずなのに、なぜだか反応があった。


    　それも、扉とびらの外から。


    「ほぉ、ウサギ団に興味があるのかい。そりゃあ話が早そうだ……」


    　声のした方──扉へと目を向けたときにはすでに。


    　扉が、バラバラに解体され、サイコロ状の塊かたまりが床へと飛び散っていた。


    



    　　　　　◆◆◆


    



    「はぁ──」


    　長いため息を吐ききったところで、回想も終えてみる。


    　うじうじと悩み、初恋をこじらせつつある青年──こと僕は、眼前にいる喋しやべる黒猫へと意識を戻す。


    　さてと──なにから始めよう。


    「えぇと、黒猫さん──よかったらその体勢のまま聞いてくれませんか？」


    　夕ゆう日ひちゃんに抱きしめられたままの黒猫に言ってみるけれど、黒猫は小さな頭を振った。


    「このままじゃ落ち着いて喋れんよ。できれば下ろしてもらいたいのだが……」


    「そうしたいのはやまやまですが……その」


    「うにゃー……可愛かわいいなの。私のなの。……もふもふなの」


    　絶賛猫かわいがり中の夕日ちゃんから黒猫を引きはがすのは不可能だ。僕にはできません──というような表情を浮かべていたら、とうとう黒猫の方が折れてくれた。


    「ふぅ……わかった。もういい」


    「すみません、気を使わせてしまって……それで、黒猫さん」


    「黒こく糖とうだ──」


    「ん？」


    「黒色の黒に、砂糖の糖。それで、黒糖。それが私の名前だ。悪いが、猫にだって名前があるんでな。そう呼んでくれ」


    　黒糖か……猫のくせに変な名前だ──という失礼な感想はまったく口に出さず、至し極ごく平静を装ったままに頷うなずいてみせた。


    「わかりました。では黒糖さんとお呼びします。で、さっそくですけど、黒糖さんはまっとうなご手続きを踏んで怪かい賊ぞく城じように来たわけでは、ないですよね？」


    　僕らの部屋の扉とびらをバラバラにするし、それどころか床や天井まで崩壊させている。怪賊城をここまで破壊したら、それはもう立派な罪だ。けれど、おかしなことに、ここまで騒ぎを起こしておいて、看かん守しゆの一人もやってこない。一体どうなってるんだ？


    「ほっほ。いかにも。……私の目的は、君らをここから脱獄させること。だから少々手荒な真ま似ねをして侵入させてもらったよ。看守たちにもしばらく眠ってもらった」


    「……ふふっ、自慢げなにゃんこ、可愛いなの」


    　夕日ちゃんは黒糖さんに頰ほおずりしながら言うが、よくわからない感想はひとまず流して。


    「それって、誰かに頼まれて？」


    「うむ……我が主あるじにね。ほら、主から預かった手紙だ。読むといい」


    　黒糖さんは小さな口の中に自分の前足を突っ込むと、うにゃぁぁぁ、と呻うめきながら、なにかを吐き出した。


    　見れば、それは手紙だった。


    　どこにしまってんだよ、汚きたないなぁ……と思いながらも手紙を拾い上げると、意外にも唾だ液えきで汚れたりはしてなくて、皺しわ一つない綺き麗れいなものだった。


    「……なんで？」


    「特技だよ……長いこと生きてれば、そのくらいのことできて当然。ほっほ」


    「ふ、ふぅん……」


    　その当然ってのは猫の世界での当然、なんだろうか……少なくとも人間が長生きしたってこんな特技、覚えられるはずないし。


    　それはともかく。


    　僕は手紙の差出人を見る。


    　手紙の裏側には紋章が押してあり、その下にはこう記されていた。


    『王室議員　治ち安あん維い持じ担当大臣　雨あま宮みや篤あつ志し』


    　雨宮……？　っていうと、警察庁オカルト専門機関、千せん燈とう機関の局長は雨宮くららさんって人だけど……篤志だから別人だよな。親族か？


    　あれ、なんかこれ、前にどっかで聞かなかったかな。


    　雨宮さんのお父さんは、王室の偉い人で……確か。


    「ピンと来てない顔だの。我が主あるじのこと知らんのか？」


    「……失礼ながら、治安維持担当大臣って書いてありますし、もしかして偉い人？」


    　僕がそう訊たずねると、やれやれ、と黒こく糖とうさんはため息をついた。


    「治安維持担当大臣といえば、帝てい都と治安維持局の全権限を任されておる役職だ。つまり、帝都治安維持局の最高責任者──君は鬼ほお灯ずき機関と関わりがあるのだろう。なぜ組織の頂点を知らんのだ」


    「そんなこと言われても……興味なかったですし」


    　とりあえず、ものすごい偉い人からの手紙だってのはわかった。王室議員ということは間違いなく位くらいの高い貴族だろう……そんな人が僕になんで手紙なんか……？


    　首をひねりながらも中身を確認しようとすると、夕ゆう日ひちゃんも黒糖さんを抱いたまま横からのぞき込んできた。


    「なんて……書いてある？」


    「うぅんと、難しい言葉ばっかりでわかりづらいですが……」


    　それでも読み進めていく──。


    　その間、僕の手は心なしか震ふるえていた。


    　動揺していた──手紙の内容があまりにも衝撃的だったから。


    　そして、僕は一通り手紙を読み終えると、黒糖さんにこう告げた。


    「──今すぐ、桜さくら下した卿きようの元へ連れてってください」


    　その言葉を聞いた黒糖さんは、夕日ちゃんの腕の中からぴょんと飛び降りた。


    「よろしい。あとに付いておいで──」


    　黒こく糖とうさんはそう言って廊下を歩き出した。


    　僕は隣にいた夕ゆう日ひちゃんの手をとる。


    「夕日ちゃんも読みましたよね、手紙」


    「……うん」


    「脱獄したら危険が待ってるかもしれません……けど、ここにいたままだと……」


    「私は……久く郎ろうの傍そばにいる。どこにだって……付いていく」


    　僕は、夕日ちゃんの顔を見つめ──行こう、と頷うなずいた。


    



    　こうして。


    　二人っきりの閉ざされた生活はここに幕を閉じ。


    　僕らは再び、外の世界へと身を投じることにした。


    　──動乱の、帝てい都とへと。

  


  
    ◆　　１章　没ぼつ落らく貴族

  


  
    



    



    　黒こく糖とうさんの助けがあったとはいえ、僕らはあっけないほど簡単に、怪かい賊ぞく城じようから脱獄できた。


    　一ひと月つき前、墓はか場ば博士が脱獄を企くわだてたときには、大掛かりな陽よう動どう作戦を用いなければ成功しなかったというのに、それが今や、ザルとしか言えない警備体制となっていたのだ。


    　黒糖さんが言うには、以前はオカルト事件専門の鬼ほお灯ずき機関と、異能力の封印専門の絶ぜつ界かい機関という、帝てい都と治ち安あん維い持じ局内の二つの組織が一緒になって怪賊城を管理していたため、警備も強固なものだったが、最近になって管理する組織が変わり、その結果、簡単に脱獄できるような警備になってしまったのだという。


    　異能力者専用牢ろう獄ごく──怪賊城。だったのは、過去の話。


    　今では、収容していた異能力犯罪者を、秘密裏りにどこか別の場所へ移しており、怪賊城自体はゆくゆくは廃棄される計画らしい。


    　どうしてそんなことになっているのか。それは手紙の内容と関わりがあるに違いない。


    　黒糖さんの案内でしーちゃんこと桜さくら下した卿きようの元へと向かう間、僕は何度も手紙の内容を、頭の中で反はん芻すうしていた。


    　王室議員、治安維持担当大臣、雨あま宮みや公（呼び捨てにするとまずい人らしい）からの手紙は、書き出しからして、衝撃の内容だった。


    　なにせ。


    『病わくら葉ば久く郎ろう、および夕ゆう日ひ。貴殿らに雨宮篤あつ志しの名を以もつて命令を下くだす。鬼灯機関司令の座を奪うばわれ、さらには帝都治安維持局からも追放の身となった桜下屍し人びとの手助けをせよ。彼は今、私が与えた任務を、極めて困難な状況の中、遂すい行こうしている最中である』


    　というものだ。


    　目を疑いたくなったし、受け入れるのも難しかった。


    　なにせ、あのしーちゃんが。鬼灯機関の鬼の司令と呼ばれていた人が、司令を辞めさせられるなんてこと、絶対にないと思っていた。しかも、座を奪われる、なんて書き方しているってことは、しーちゃんは納得して辞めたわけではなさそうだ。


    　そもそも桜下家当主は代々、鬼灯機関の司令の座に就ついてきたのだ。その伝統は簡単に覆くつがえるものじゃないはずなのに──けれど、ありえないことも起こってしまう。


    　すべては、王室に起こっているある事態が原因だ。


    　手紙で伝えられたことだから断片的な情報だし、真しん偽ぎのほども定さだかじゃないけれど。


    　ひとまず信じてみるとして──手紙の内容をまとめると。


    　ことの発端は、火か具ぐ夜や親しん王のうと呼ばれる摂せつ政しようが王室を支配したことが始まりらしい。


    　あんまり頭のよくない僕に難しい言葉を使わないでほしいけれど、摂政っていうのは幼い王を補佐する人のことだと、夕日ちゃんが教えてくれた。ついでに火具夜親王は女王陛下の叔お父じに当たる人物なので、女王陛下に近い親族ってことで親王って呼ばれている、という説明も夕ゆう日ひちゃんは付け加えてくれたけど──はっきり言って、そんな難しいこと、明日まで覚えていられるかも怪しい。


    「こんなこと……一般常識なの。久く郎ろうはもっと勉強しなさい……私が付きっきりで教えてあげる。久郎の頭と……体に」


    　という魅惑的なお誘いに、さっき止まった鼻血が再発しそうな僕のことは、この際どうでもよくって。


    　話を戻すと。


    　現在の女王陛下は八歳という若さのため、まだ王室を取り仕切る立場としては力不足。


    　なので、叔お父じである火か具ぐ夜や親しん王のうが摂せつ政しようを務めていた。だが、この火具夜親王って人は、女王陛下が病気を患わずらったとして、陛下を誰の手も届かないような場所へと幽ゆう閉へいし、まるで自分が王様のように振る舞い始めた。


    　王室と政府、二つの統治機構が存在するこの国の頂点に君臨する人物というのが──女王陛下。


    　国を治める王室。


    　国を管理する政府。


    　この国のために、政府や王室は色んな仕組みやら法律やらを作っているらしいけれど──それらの議案の最終決定権は女王陛下が有している。ようするに、女王陛下の許しなくては、なにも決まらない。


    　これが、女王陛下の特権、と呼ばれるものなのだけれども──さらにもう一つ。


    　王室において、女王陛下の命令は絶対である、という特権がある。つまり、政府に対しては好き勝手できないけれど、王室に限り、例えば王室議会の役職の任命や解任の命めいは、女王陛下の一存で行おこなうことができる、ということだ。


    　そして摂政である火具夜親王は、女王陛下代行として、その特権を自由に行こう使しできる権利があるのだ。


    　王室内で、火具夜親王の命令には逆らうことはできないという状況となり。


    　だからこそ、火具夜親王は王室を思うままに支配できた。


    　火具夜親王は王室を支配すると、まず王室最大の戦力と言われる帝てい都と治ち安あん維い持じ局の実権を、手紙の送り主──雨あま宮みや篤あつ志し公から奪い取った。


    　帝都治安維持局の中でも火具夜親王がもっとも重宝したのは、夜ぬば色たま機関という特務組織だ。


    　夜色機関とは本来──女王陛下の密命を受けて動く、帝都治安維持局内でももっとも謎なぞに包まれた組織。その夜色機関を使い、火具夜親王は自らの意見に従わない王室の人間を次々に暗殺しているらしい。


    　もちろん暗殺の事実を糾きゆう弾だんする者も同様に殺す。


    　血の粛しゆく清せいは繰り返され、いつしか王室には火か具ぐ夜や親しん王のうに表だって反感を持つものはいなくなり──その結果、火具夜親王は完かん璧ぺきに王室を自分のものとした。


    　というところまでは、王室内のごたごただし、どうも雲の上で起こっている話のように感じてしまって、危機感も漠然としたものだった。


    　けれど、この先に書いてあったことは、僕にも関係のある話だった。


    　少年結社ウサギ団の名が、出てきたのだ。


    　帝てい都と侵略を企たくらむ英国魔法結社──その一員である墓はか場ば博士と戦った際に、僕は宣言した。少年結社ウサギ団と敵対すると。


    　墓場博士に堂々と言い放ったときの僕は、熱くてかっこよかった気がするなぁ……と回想していると、くいくい、と腕が引かれた。


    　気がつくと、手を繋つないで歩いていた夕ゆう日ひちゃんが、僕の顔をのぞき込んでいる。


    　たった今まで考えごとをしていた僕は、目の前に夕日ちゃんの顔が急に現れたから、どきりと心臓が高鳴ってしまう。


    　ち、近い。そして可愛かわいい。けれど、顔には出さず。


    「ど、どうしました……？」


    　と聞いてみた。すると夕日ちゃんはぼそぼそと呟つぶやく。


    「……久く郎ろうの独り言……長い」


    「え？　今、僕、なにか口に出してました？」


    「うん……『黒こく糖とうさんの助けがあったとはいえ』、から始まって……延えん々えんと……」


    「冒頭からだ！　早く教えてよ！」


    「キモ面白かったから……止められなかった」


    「やめてください！　さらっとキモいって言わないで……」


    「じゃあ……うす気味悪い、に訂正」


    「なんでだろ、ちゃんとした表現で言われると辛つらさが増す……本気できつい……」


    「痛々しいでも可……」


    「痛いのは僕の心です！」


    　するとここで、前方をとてとて歩いていた黒糖さんが振り返った。


    「あまり騒ぐんじゃないよ……脱獄したんだから、おとなしくしておれ」


    「はぁい……」


    　怒られてしまった……。


    　僕は堅く口を閉じ、今度は独り言を漏もらさないよう注意しながら、思考をもう一度、手紙へと切り替える。


    　どこまで考えていたっけか。


    　そう──少年結社ウサギ団が出てくるあたりだ。


    　王室を支配した火か具ぐ夜や親しん王のう、でもそれだけじゃなかった。


    　理由はわからないけれども、どうも少年結社ウサギ団と通じているらしい。


    　夜ぬば色たま機関を使いウサギ団と連絡を取った形跡があるとかないとか、この辺はまだ決定的な証拠はつかめていないらしいが、それでも確実に怪しい動きはとっているらしい。


    　まず、帝てい都と治ち安あん維い持じ局が行おこなっていたウサギ団についての調査と対策を、早々に打ち切ってしまったのだ。


    　そして、ウサギ団について一番深くまで探りを入れ、なおかつ迎え撃つ準備を万ばん端たんに整えていた鬼ほお灯ずき機関は徹底的に潰つぶされた。


    　司令であるしーちゃんは自分の館やかたを没収されたあげくに、帝都治安維持局追放を言い渡され、しかも鬼灯機関の戦力は丸々夜色機関に吸収されたそうだ。


    　しーちゃんが辞めさせられた表向きの理由は、三み日か月づき卿きよう事件と墓はか場ば博士の脱獄および帝都連続放火事件における度たび重かさなる失敗の責任を取るため、ってことになってるんだけど、それにしたってこの仕打ちはやり過ぎだ。


    　それに、怪かい賊ぞく城じようの管理を引き継いだ組織というのも、実は火具夜親王が操あやつる夜色機関で──そうなると、次々と怪賊城から姿を消す受刑者たちの行方ってのもかなり怪しくなってくる。


    　もし黒こく糖とうさんが来てくれなかったら、僕ら兄きよう妹だいもどこかに連れていかれてしまうとこだったのかもしれない。


    　で、これらの怪しい動きから、雨あま宮みや公は火具夜親王とウサギ団が繋つながっているのでは、という疑惑を深めていった。


    　どうにか火具夜親王の独裁に歯止めをかけ、幽ゆう閉へいされている女王陛下を助け出したい、と考えた雨宮公だったけれど、帝都治安維持局の実権はすでに火具夜親王に奪うばわれている。大ぴっらに動けば、雨宮公自身も暗殺されてしまう可能性がある。


    　苦く肉にくの策として、雨宮公は追放されたしーちゃんに任務を下くだした。


    　果てしなく困難なものだとわかりながらも、しーちゃんになら成し遂げられると信頼して。


    　その任務こそ。


    　帝都侵略を企くわだてる少年結社ウサギ団の壊かい滅めつ──および、火具夜親王とウサギ団との繋がりを暴あばき、ついては女王陛下を救出すること。


    　少年結社ウサギ団。


    　王室。


    　王室の持つ最大戦力、帝都治安維持局。


    　この三つの勢力を、しーちゃんは単独で相手取らなければならない。そんな無茶苦茶な任務を、しーちゃんは当然のように、引き受けたという。


    　ばかげてる、とは思うけど、しーちゃんならやるだろうな。


    　僕の知っているしーちゃんは、桜さくら下した屍し人びとという鬼のような男は、なにがあっても──悪の前には屈しない。


    　鬼ほお灯ずき機関の鉄の教え──教義は殲せん滅めつ、所業は殺さつ戮りく、悪あく夢む祓はらいの紅くれない幻げん灯とう──その謳うたい文句に偽いつわりなく、帝てい都とを脅おびやかす敵と戦うことこそ、しーちゃんのあるべき姿であり、本領だ。


    　そして、雨あま宮みや公は、窮地に陥おちいっているしーちゃんのせめてもの助けとなるよう、しーちゃんの下げ僕ぼく、つまり僕ら兄きよう妹だいに手助けをするよう言ってきた。


    　それが、この手紙。


    　読んだ感想はまず──雨宮公とかいうものすごい偉いであろう人がなんで僕ら兄妹なんかに手助けを求めてくるんだ？　という疑問が真っ先に思い浮かんだ。ありえなさすぎて、違和感というか胡う散さん臭さを感じずにはいられないのだけれども。


    「ほっほ。我が主あるじもずいぶん考え込まれておった……今や王室にて火か具ぐ夜や親しん王のう様の息がかかっていない人物を見分けるのは難しいからのぉ。鬼灯機関はすでに夜ぬば色たま機関に取り込まれておるし、かといって、まったくの部外者に協力を仰ぐにも思い当たる者もおらず……そこで、鬼灯機関に所属はしてないもののある程度の事情は把握しており、桜さくら下した卿きようとの繋つながりも深い君らに白しら羽はの矢が立ったというわけだ」


    　という黒こく糖とうさんの言葉に、疑惑の念もだいぶ薄れた。


    　そういうことなら、考えられなくもない。けれど──。


    「汚きたないよなぁ……気持ちはわかるけど」


    　誰にも聞こえないように、僕は毒づいた。


    　手紙の内容は衝撃的であり、なおかつ、気安く人に教えていいものでもない。というか、知ってしまってはいけないことが目め白じろ押おしだ。王室の内情なんて特に。僕みたいな人間が知っていいことじゃない。


    　つまり、手紙を読んだ時点でもう引き返せないってことじゃないか。


    「……そうだよ」


    　こっちに一いつ切さい振り向かないまま、黒糖さんが言った。


    「……え？」


    　僕は自分の口を押さえ、そして夕ゆう日ひちゃんの顔を見る。


    「僕、また独り言いってました？」


    「ううん……」


    　夕日ちゃんは否定する。それなら、どうして。


    「少年──君が考えてることくらい、わかっておる。こっちは化け猫なんだからの。ほっほ……もう引き返せない、それは正しい。もし手紙を読んだあと、協力を拒めば──」


    　今まで可愛かわいらしいと思っていた黒糖さんの姿が、急に怖く感じた。


    　黒糖さんの全身から、冷たい殺気があふれ出している。


    「私が君らを処分しないといけない……火具夜親王にこのことがバレれば、我が主の命が危険にさらされるからのぉ。それはダメだ……だから、いまさら断ったりせんでくれよ」


    　足を止め、振り向いた黒こく糖とうさんは、にゃおん、と猫らしく鳴いた。


    　いつの間にか、殺気は消えていた。


    　けれど、僕の頰ほおには冷や汗が伝ったままだ──異能力を使う猫、黒糖さん。一度手合わせしたからこそわかる。僕ではとうてい足あし下もとにもおよばない実力者だ。


    　僕は完全に黒糖さんに呑のまれていた。でも口だけは余裕のあるふりをし続ける。ちょっとくらい意地を見せないと。


    「断るはずないでしょう……こっちにだって、戦う理由があるんですから」


    「それなら結構──では、入ろうか」


    　黒糖さんは、すぐ横の料亭を見上げた。


    　立ち止まったのは、目的地に着いたからだったのか。


    「こんなところに？」


    「なにせ桜さくら下した卿きようは館やかたも没収されてしまったからのぉ。不ふ憫びんなことだ……だが、料亭というのは隠れ住むには便利なとこだ」


    　そう言って黒糖さんは料亭の扉とびらを前足で器用に開けて、中に入っていく。


    　僕も緊張しつつも黒糖さんのあとに続くと、


    「病わくら葉ば久く郎ろう様と夕ゆう日ひ様でいらっしゃいますね──山やま猫ねこ軒けんへようこそ。私、ここの女将おかみをしております、千ち里さと、と申します。どうかお見知りおきを」


    　ものすごく綺き麗れいな女将さんが、三つ指ついて深々とお辞じ儀ぎをし出迎えてくれた。


    　どうやら僕らがここに来るのは、あらかじめ知らされていたらしい。


    　美人の女将さんからは梅の花みたいな香水の香りがしてきて、その香りだけで僕はすっかり心奪うばわれそうになってしまったけれども、その途端。


    「……それ以上にやついたら、一生、手繋つないであげないから」


    　夕日ちゃんがぼそりと僕の後ろで呟つぶやいていた。


    「に、にやついてなんていませんよ……？」


    　緩ゆるんでいた頰を引きつらせつつも振り返ってみると、そこには暗黒めいた目線を向けてくる夕日ちゃんの姿があった。


    「やだなぁ、僕は夕日ちゃん以外の他人なんて、これっぽっちも興味ありませんって……」


    　微み塵じんも説得力のない言葉だとは、言ってる僕も自覚している。


    　夕日ちゃんはじっとりと僕を睨にらむだけで、なにも言ってこない。この場合、黙ってられる方が怖いんだってば。


    　なんてことは、さておき、としておかないと兄きよう妹だいの関係が危ぶまれるから──さておき。


    　女将さんは僕らを料亭の二階にあるお座敷へと案内してくれた。


    「屍し人びと様──例のお二人、お連れいたしました」


    　ふすま越しに女将おかみさんが中へと呼びかけると──入れ、と短く、聞き覚えのある声が返ってきた。


    　僕はふすまを開け放つ──その先に待っているのは、既知のことながら。


    「よぉ……久しぶりだな。相変わらず、辛しん気きくさい顔をしているやつだ」


    　桜さくら下した屍し人びと。


    　鬼の司令に一いつ切さいの遜そん色しよくなく、しーちゃんは背せ筋すじが震ふるえるような鋭い眼光で僕を見み据すえ、にやりと邪悪な笑みを浮かべて座っていた。


    　しーちゃんのいるお座敷は、思ったよりも狭かった。畳たたみ四畳じようほど。あるのはきちんとたたまれた布ふ団とん一式と積み上げられた数枚の座布団の山。その質素さが隠れ家と呼ぶに相応ふさわしい雰囲気を醸かもし出していた。


    「黒こく糖とうも、面倒な使いを頼んでしまって悪かったな──この礼は必ず」


    　僕らよりも一足さきに部屋に来ていた黒糖さんは、しーちゃんの膝ひざの上で丸くなって気持ちよさそうに撫なでられていた。


    　黒糖さんは目を細めながら、顔を上げる。


    「礼にはおよばんよ。主あるじの命めいを実行したまでだ。ほっほ。下げ僕ぼくとしては当然のこと──そんじゃ、用も済んだことだし」


    　丸めていた体をしなやかに伸ばし、黒糖さんはひょいとしーちゃんの膝から飛び降りると、開けられていた窓を抜け、その先にある屋根の上へと着地した。


    「私は主の元へと帰るとしよう──桜下の旦だん那な、任務の成功、主ともども祈っているよ。それと少年──せいぜい頑張りなされよ。ほっほ」


    　そう言い残して、黒糖さんは僕らの前からあっという間に姿を消した。


    　そして僕は、しーちゃんと向かい合う。


    　しーちゃんは立ったままでいる僕をじろりと見上げた。なんとなく、座れ、と言われているような気がしたので、僕はその場に腰を下ろした。夕ゆう日ひちゃんも僕の隣にちょこんと座る。


    　いまさら気付いたことだけど、今日のしーちゃんはいつものようなびしっと決まった軍服姿ではなく、紺こん色の着流しの上から女物の羽は織おりを羽織っていて、髪も結んでおらず、伸ばしっぱなしだ。しばらく見ない間に堅かた物ぶつお貴族様から遊び人の若旦那へと路線変更したようだ。いやこの場合、せざるを得なかった、と言うべきか。


    「雨あま宮みや公からの手紙、読んだのだろう──事情はすでに把握しているな？」


    　前起きもなく、しーちゃんはいきなり話し始めた。


    　僕は胸ポケットから雨宮公の手紙を出し、それをしーちゃんへと渡した。


    「そこに書いてあることが本当なら……桜下卿きよう……なんというか、その……」


    「慰なぐさめの言葉など必要ない──お前に同情されるなんて、俺の誇りが許さない」


    「……それじゃあ……いい気味ね、と言ってあげるわ……なにもかもを失った……」


    　夕ゆう日ひちゃんの言葉に、しーちゃんは、ふっ、と小さく笑った。


    「そういう挑発的な言葉の方がまだマシだ──だが、言っておくがな、俺はなにも諦あきらめてはいないし、悲観してなどもいない。桜さくら下した家当主としての責務をただただ忠実に、全まつとうする。例えなにもかもを失っても、心までは落ちぶれない」


    　そしてしーちゃんは僕から雨あま宮みや公の手紙を受け取ると、中身に目を通した。


    「ふむ。これだけ知っていれば充分だ……そうだ、ほらこれ、取り返しておいてやったぞ」


    　そう言って投げてよこされたのは、僕が以前から右腕に付けていた、鎖くさりだった。


    　この鎖は魔法の力を帯びた魔法具マジツクアイテム──僕本来の力、呪のろいの鎖を生み出す能力を強化してくれるものだ。


    　怪かい賊ぞく城じように入れられるときに没収されて、もう戻ってこないと思ってたのに。


    「ありがとうございます。助かります──」


    　僕はさっそく右腕に鎖を巻き付けた。


    　何度も戦いを共にした鎖は、なんだか右腕にしっくりと馴な染じむ。


    　すると、しーちゃんがいつの間にか手にしていた扇せん子すでばしん、と自分の手のひらを打ち、僕らの注意を引きつけると。


    　一呼吸おいて、ひときわ真剣な口調で僕らに訊たずねた。


    「おまえたち──俺と一緒に、帝てい都とを守ってくれないか？」


    　一瞬、きょとんとしてしまった。なにをいまさら。


    「──はぁ。なんでいつもみたいに命令しないんです？」


    「鬼ほお灯ずき機関の司令でもない俺が、おまえらの協力を強制することなどできん」


    「でも手紙の内容知っちゃったら、もうあとには引けないって黒こく糖とうさんは言ってましたけど？」


    「雨宮公はなにがなんでも、俺に協力してくれる者を用意したかったのだ。あの方は俺に無理な任務を与えてしまったと悔いておられる。そんなこと、気にしなくてもいいというのに……俺が雨宮公に掛け合えば、おまえら二人を協力させずに済むかもしれん。だから、選んでくれ、おまえたち自身で。俺と共に戦うか、それとも──」


    「勘違いしないでください」


    　僕は、しーちゃんの言葉を遮さえぎった。


    　最後まで聞くまでもない。


    「なに……？」


    「だから、勘違いしないでくださいって言ったんです──僕がいつ鬼灯機関司令の下げ僕ぼくになったっていうんですか。僕は──」


    　故郷の島を飛び出し、帝都にやってきた僕ら兄きよう妹だいに、頼れる人なんて誰もいなかった。お金も尽きて、宿にも泊まれないそんな僕らの前に、しーちゃんは突然、現れたんだ。


    『──なにがあったか知らないが、俺はおまえらみたいなあぶれ者の異能力者を助けてやる仕事をしてる。だから、気が向いたらうちに来い。寝床と食い物くらいは与えてやるよ』


    　見ず知らずの小こ汚ぎたないガキだった僕に、いかにも貴族って格好をしたしーちゃんが、声を掛けてくれるなんて思ってもみなかった。何か裏でもあるのかといぶかしむ僕に、だけどしーちゃんは、自分の家の住所が書かれた名刺を渡し、これで飯でも食べろ、と僕の手の中にお金を握らせて、去っていった。


    　颯さつ爽そうと自動車に乗り込んでいくしーちゃんの後ろ姿を見ながら、僕は帝てい都とに来て、初めて他人のやさしさに触れた気がしたんだ。


    　僕は夕ゆう日ひちゃんを連れて、その日のうちにしーちゃんの館やかたを訪ねた。夕日ちゃんに辛つらい生活をさせるわけにはいかないと、思っていたから。


    　その後は、しーちゃんの下げ僕ぼくになって、色々と大変な目に遭あうんだけど──それでも、住むところや仕事を見つけてくれて、なにかと世話を焼いてくれるしーちゃんにはずっと感謝している。


    　だから、迷わず言える。


    「僕は──桜さくら下した屍し人びとという一人の人間の下僕です。司令じゃなくても、落ちぶれても、それでもあなたと僕の主従関係は揺るぎません。だから命令すればいい。躊ちゆう躇ちよなんていらない」


    「は！　──見上げた下僕根性だ。いいだろう。だったら望み通り、命令してやる。主人の絶対命令だ。断ることなど許さん──いいな。俺と一緒に、帝都を守れ」
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    「望むところです！」


    　そう、僕は望んでいた。


    　帝てい都とを守り──少年結社ウサギ団と戦うことを。


    　しーちゃんの下げ僕ぼくだから、絶対命令だから戦う──それもある。


    　けれど、しーちゃんへの義理、なんてことじゃ、命までもは懸かけられない。


    　ちらりと──視線を夕ゆう日ひちゃんに向ける。


    　僕が戦う理由は、いつだって夕日ちゃんのためだ。


    　三み日か月づき卿きようのときも、墓はか場ば博士のときも、そうだった。


    　だったら今度も、夕日ちゃんの好きな、そしてこれからも夕日ちゃんと一緒に暮らしていきたいこの街を守るため、僕はウサギ団とも、そしてウサギ団に協力する王室とも、戦ってやる。夕日ちゃんの大切なものを守れるなら、僕はこの命を懸けたっていい。


    　それに。


    　もう一つ、戦う理由がある。


    　それは、僕自身を成長させ──そして夕日ちゃんに認められるため。


    　夕日ちゃんに告白して、フラれた僕だけれども、まだ夕日ちゃんのことを諦あきらめたわけじゃない。


    　むしろ、もう一度、告白したいと思っている。


    　けど、今のままじゃダメだ。今の僕がもう一度告白したって、きっとフラれる。だってなにも変わってないから。


    　僕はフラれてからずっと、どうしてフラれたのかを考え続けてきた。


    　その結果、導き出した答えというのが、


    



    　夕日ちゃんが認めるような立派な男じゃなかったから。


    



    　一番重要だったのはやっぱりこれなのだろう。


    　夕日ちゃんは僕を兄きよう妹だいとして好きだと言った。恋人同士の関係にはなれない、ということだ。


    　それはきっと、僕が情けないからに違いない。


    　僕は告白してフラれた直後に、泣きべそかきながら呪のろいを暴走させてしまった。なんて情けないやつなんだろう。恥ずかしくて死にたくなる。


    　そんなことだから、夕日ちゃんにとっての僕は、いつまでも手の掛かる身内、なのだ。


    　それじゃあ男として好きになってもらえるはずない。フラれるのも当然。


    　だから僕は決めた。


    　もっともっと呪いの力を使いこなし、強くなって、少年結社ウサギ団からこの街を守る。そうやって僕が活躍する姿を夕日ちゃんに見てもらえれば、きっと夕日ちゃんも僕のことを兄妹としてではなく、かっこいい男として認めてくれるだろう。


    　そのときこそ──もう一度告白する。


    　兄きよう妹だいという壁を飛び越えて、一人の男として好きになってもらう。


    　僕が戦う理由──それは夕ゆう日ひちゃんの好きな街を守るため、そして僕の恋を成じよう就じゆさせるため。


    　そのことをしっかりと胸に刻み、しーちゃんに返事をしたところで。


    「……私を仲間はずれにして……勝手に話を進めないで！」


    　声を荒らげ、夕日ちゃんはその場から立ち上がると、僕の腕を引っぱった。


    「行こう……こんなやつに協力する必要なんか、ない」


    「あ、でも夕日ちゃん……」


    「今まで散々……私たちをこき使って……いまさらなの」


    　僕の腕を引っぱる力が、強くなる。


    　確かに夕日ちゃんはずっとしーちゃんのことを嫌ってきた。僕ら兄妹を（主に僕だけれど）こき使ってきた恨うらみっていうのは、相当たまっているのだろう。


    　それに、どうも僕のことをしーちゃんが奪うばっていく、なんていう妄もう想そうを抱いだいているらしい。


    「……少年結社ウサギ団が、帝てい都とをめちゃくちゃにするなら……私と久く郎ろうだけで相手するの。あんたの力なんて……いらない」


    「落ち着いてください、夕日ちゃん……そんな風に言わなくたって。それに結局、ウサギ団を相手にするんだったら、仲間が多い方が心強いですよ？」


    「久郎は……私以外の人が、必要なの？　信じられない！」


    「そんなつもりじゃ……夕日ちゃんはなによりも大切で……」


    「だったら……私以外を必要としないで！」


    　まずい。これ以上、夕日ちゃんが激げつ昂こうすれば、辺り構わず呪のろいの力を行こう使ししてしまう。それはダメだ。夕日ちゃんの呪い──灼しやく熱ねつの炎を振りまく炎えん獄ごく蝶ちよう。あれが暴れたりすれば、この料亭なんてひとたまりもなく焼け落ちてしまう。


    　夕日ちゃんの気を鎮しずめるためには──と、行動に出ようとしたところで。


    　すぱん、と小気味よい音を立て、ふすまが開いた。


    



    「いやぁ、夕日ちゃんは今日も今日とて絶好調だねぇ。久郎君を独占しようとはりきっちゃってさぁ。まったく、そういう姿見てるといらいらするぜ」


    



    　両脇わきに一人ずつ、綺き麗れいな芸げい妓ぎさんをはべらし、にやにや笑みを浮かべて現れたのは、誰あろう──。


    　釈しや迦か堂どうこるり。


    　僕の友人であり、師匠でもある──白い幼女の姿をした魔女が、そこにいた。


    「久く郎ろう君も久しぶりー。ははん、その顔はあれだな。綺き麗れいなお姉さんはべらしちゃって、うらやましいなぁ。僕も綺麗なお姉さんにあんなことやこんなことしてもらいたいなぁ、なんて思っただろ」


    「す、少ししか思ってねーよ。っていうか、なんでおまえがここにいる！」


    「しーちゃんに呼ばれて遊んでたのさぁ。ボクってば、お姉さんにモテモテなんだぜ？」


    　と、こるりが言うと、両脇わきの芸げい妓ぎさんたちがきゃあ、可愛かわいいー、と黄色い声を上げた。


    　……まぁ、見た目だけは可愛かわいいけどさ……本当に、見た目だけだよ？


    「でもでも、遊びの時間は終わりだからさ──お姉さんたち、また今度ね。ばいばーい」


    　あっさり芸妓さんたちを帰してしまったこるりは、僕の顔を見て、ふふん、と笑う。


    「安心しろ、久郎君。お姉さんがいなくなったって、ボクがいるじゃないか！　さぁ、お姉さん直じき伝でんの大福遊びを君に体感させてあげよう！」


    　こるりは手に大きな大福を握りしめ、僕に向かって突進してきた。


    　僕は避けることもできずこるりの体を真正面から受け止めたけれど、勢いがありすぎて、その場に倒れ込んでしまった。


    　まずいことに、こるりが僕のお腹なかの上にまたがるような体勢になってしまった。


    「この大福の端をボクが咥くわえてだね。もう片方を君が咥えて。そんでもって同時に食べ始めて、どれだけ顔が近づけられるかってのが、大福遊びさ。さぁ、やってみよう！」


    「ちょ、大福なんてもん、そもそも二人で咥えた時点で顔が密接しちゃうだろ。というか、円形の大福の両端とかわかりづらいし、やるなら長さのある棒状のお菓子とかでやれよ！」


    「むむ、時代を先取りする発言だね。でもここには大福しかないし、いやがっても勝手に始めちゃうからね！」


    　問もん答どう無む用ようで僕の口に大福を詰め込んでくるこるりだが、その背後には、青筋を立てて怒いかり心しん頭とうの表情をした夕ゆう日ひちゃんが、ゆらりと立っていた。


    「もがっ、もががっ！」


    　こるり、後ろ後ろ！　と言ったつもりが口に詰まった大福のせいで言葉が出ない。


    　そうしている間にも、夕日ちゃんはこるりの肩に手をかけ、無理やりに僕からこるりを引きはがそうとしていた。


    「……こるりちゃん、べたべた久郎に触さわらないで……不ふ愉ゆ快かいだわ」


    「不愉快なのはこっちの方だ。余計な口出ししないでくれ──君には久郎君を独占する権利なんてないはずだろ」


    「あるわ……私と久郎は、たった二人きりの……兄きよう妹だいだもの」


    「ただの、兄妹だよな？　恋人ってわけじゃない。だったらいいじゃないか、久郎君とボクがいちゃついていたってさ」


    「……いいわけ、ないでしょ……」


    　僕の上に乗っかっていたこるりはすっくと立ち上がり、夕ゆう日ひちゃんと正面から睨にらみ合った。


    　ばちばちと、二人の視線の間で火花が散っている光景が、僕には見えた。


    　こるりが僕にべたべたと接してくるなんて珍しいと思っていたが──夕日ちゃんを挑発するためにわざとあんなことしたに違いない。


    　ったく、ただでさえ夕日ちゃんの機嫌が悪いっていうのに、火に油注ぎやがって。


    　僕はすかさず起き上がり、一いつ触しよく即そく発はつの二人を止めようとしたけれど──。


    「もがががっ、もぐぅっ」


    　慌あわてるあまり、口に大福が詰まっているのを忘れてた。しかも、大福は喉のどへと降下しそのまま気道を塞ふさいでしまう。


    　ぐ、苦しい──だけならまだしも、最悪なことに足ももつれた。


    「もが──！」


    　苦く悶もんの声を上げ、僕は盛大にすっ転ぶ。しかも、夕日ちゃんとこるりをも巻き込んで。


    「にゃ……？」


    「うわっ──久く郎ろう君！」


    　たぶん、一階にいる人たちは何事かと心配になるくらい、どたばたと騒々しい音が響いたことだろう。


    「あ、たたたた……あ、ごめん、二人とも」


    　転んだ勢いで大福を丸呑のみしてしまった僕は、ようやく喋しやべれるようになりながらも、巻き込んでしまった二人に目をやると。


    「…………」


    　どんな転び方したかはわからないが、こるりの着物は肩から胸もとまで大胆にずり下がり──さらに、夕日ちゃんに至っては、ふりふりのスカートが大胆にめくれ上がり、パンツが丸見えになって、倒れ込んでいた。


    　幼女の半裸──妹のパンツ。二つの単語で頭がいっぱいになるけれど、現状を楽しんではいられない。


    　夕日ちゃんとこるりは二人して、顔を赤らめ、僕のことをじとりと睨み付けていた。


    「そんな怖い顔しないでよ。こるりの裸なんてすでに見たことあるし、夕日ちゃんの下着はかせてるのも僕だ。いまさらなんの問題もないだろ──」


    「おまえの生き方全すべてが問題だ！」


    　しーちゃんが鬼の形ぎよう相そうで怒ど鳴なったときには、僕の脳天にはしーちゃんのげんこつが振り下ろされていた。


    　めこっ、と頭ず蓋がい骨こつが凹へこむ音がした。


    「──っ！」


    　頭を押さえ、僕は畳たたみの上をのたうち回る。目の中で星がちかちか瞬またたく。普通もうちょっと手加減するだろ。気を失うくらいのお仕置きって、するか普通？


    　しーちゃんはそんな僕を侮ぶ蔑べつの目で見下ろしながら、はぁ、とため息をついた。


    「こいつが変態なのは仕方ないが──おまえら二人も、いきなり喧けん嘩かを始めるな。こっちは忙しいんだ。付き合ってる暇ひまはない」


    「私に命令するなんて……何様のつもりよ……」


    　めくれ上がったスカートを直した途端、今度はしーちゃんに食ってかかる夕ゆう日ひちゃん。


    　誰だれ彼かれ構わず喧嘩ごしになるくせ、どうにかなんないものかな。


    「そもそも……こるりちゃんを呼んだのは、おまえなのでしょ？　……どうして、こんなやつ、呼ぶのよ」


    「それはな。今回の件、こるりにも協力してもらうからだ。だからこの店に来てもらったんだ」


    　平然と、しーちゃんは言った。


    「……え？　冗談ですよね、桜さくら下した卿きよう？」


    　信じられない──そう思って、念を押すようにしーちゃんに問いかけたけれど。


    「いや、本当だ」


    　真顔だった。


    　でもこるりだよ？　こるりって言えば正体不明の魔女だし、そもそも元はといえば犯罪者集団、三み日か月づき卿の一員だったんだから、しーちゃんにしてみれば敵みたいなもんだろ。


    　こるりのことだから、都合の悪いことは隠しているとは思うけれど……。


    「なんだい、その目は。ボクとしーちゃんとの仲を疑ってるな？　いや、嫉しつ妬としてるのか？」


    「してないよ──ただ、怪しいなぁと思って。おまえ、いつの間に桜下卿と知り合ったんだよ」


    「君らがいちゃいちゃ監禁生活送っている間にさ。それで今度のことも事情を聞いて、協力してあげることにしたんだ」


    「でもそれじゃあ……おまえ、まさか。桜下卿と契約したな……！」


    　魔女の契約。


    　対価を払えば、魔女は願いを叶かなえてくれる。逆を言えば、対価なしに魔女は動かない。


    　それが魔女の流りゆう儀ぎ。


    　こるりが桜下卿のために行動するということは、桜下卿とこるりとの間に、魔女の契約が成立しているということだ。


    「にひ」


    　こるりは、魔ま性しようの笑みを浮かべる。


    「窮地に追いやられている者の前にこそ、魔女は現れる。そう決まっているのさ。だからボクはしーちゃんと契約し、願いを叶えてあげることにした。まぁ、ボク自身の目的と重なるところもあったから、安くしといてあげたけれどね」


    「おまえの……目的？」


    「それについてはそのうちね──とりあえず、ボクと一緒に戦えるんだ。喜べよ、久く郎ろう君」


    「いやまぁ、頼もしいとは思うけど……」


    　実際、僕はこるりの実力を知らない──けれど、こるりは普段から、卑ひ怯きようとも思える裏技ちっくな方法で問題を解決に導いたりするようなやつだし、それに英国の魔法使いにもくわしいみたいだから、仲間になってくれるなら歓迎できる。


    　……理解不能な性格に関して、一いち抹まつの不安がよぎりはするが。


    「桜さくら下した卿きよう、一応確認しておきますけど──今、桜下卿の元には何人の仲間がいるんですか……僕と夕ゆう日ひちゃんとこるり……あとは？」


    「思し夜やと小こ鳩ばと──あいつらもいる。今は偵てい察さつに行かせているからここにはいないがな。……それで全員だ」


    　その名前に、僕はおもわず気分が高揚した。


    「あの二人もいるんですか……！　思夜さんは頷うなずけますが、小鳩ちゃんは意外です。鬼ほお灯ずき機関に残ってるものだと」


    「小鳩は前回の事件で諜ちよう報ほう担当から外されて思夜の使いをやっていたからな。思夜に付いてきたんだ……まぁ、他の理由もありそうだが」


    　なにか含みのある目でしーちゃんが僕を見たが、なんのことだかわからなかった。


    　ともかく、思夜さんも小鳩ちゃんも、とっても頼りになる人たちだ。仲間として一緒に戦えるなんて、純粋に嬉うれしい。


    「なんでボクの場合は純粋に喜べないんだ？」


    「僕の心の声に正確に反応するな！　そういう意味わかんないことするからだろ！」


    「だって君、思いっきり顔に出てるんだもん。ボクのことないがしろにするなよな……」


    　ぺちぺちと僕の頰ほおを叩たたくこるりは、若じやつ干かんふくれっ面つらだった。


    「悪かったよ……嬉しいって。お前が協力的なのは珍しいしな──にしても、こっちは全員合わせて六名か……」


    「不満か？　確かに、相手の数を考えると、劣勢にも程ほどがある──が、勝負は数じゃ決まらない。重要なのは、一人一人の実力だ」


    　しーちゃんは、僕の背中を叩いた。弱気になるなと、鼓こ舞ぶするように。


    「足手まといにならないよう、頑張ってみますよ……」


    　苦笑いを浮かべていると、ふいに夕日ちゃんが僕の腕を引っぱった。


    「久郎……私はまだ、協力するなんて……言ってない」


    　あ、そうだ。


    　夕日ちゃんがごねていたこと、忘れていた。


    　けど、ここは場の勢いに任せてたたみ込んでしまおう。


    「いいじゃないですか、夕日ちゃん。なにも心の底から仲間になろうって話じゃないです。便べん宜ぎ的に、協力した方が都合がいいってだけです」


    「……それは、そう、だけど……」


    　いける。


    　これまでずっと、夕ゆう日ひちゃんの兄をやってきたんだ。夕日ちゃんの扱いならお手の物、とはいわないが、ある程度なら制御できる。


    　さらに押し続ければきっと首を縦に振る、そう思ったときだった。


    　料亭の外から──。


    　重厚かつ大音量で、ラッパの音色が響いてきた。


    　その途端──。


    　不吉。その二文字が僕の脳裏に浮かび、そしてこるりが、あぁ、と声を上げる。


    「ようこそ、世界の果ての時計台ビツグ・ベンから──待ちかねたよ、ウサギども」


    　窓の外へと目を向けたこるりは、吐き捨てるようにそう呟つぶやいた。

  


  
    ◆　　２章　空中巨きよ城じよう

  


  
    



    



    　ラッパの音色は鳴り止やまず──僕は窓から身を乗り出しあたりの景色を確かめた。


    　すると、なによりも早く目に飛び込んできたのは、まるで絵え空そら事ごとのような光景。


    「あ、え……!?」


    　視線を空へと向けた、その瞬間──僕は開いた口が塞ふさがらなくなってしまった。


    



    　この世の終わり。


    



    　そんな風景が、帝てい都との上空に広がっていた。


    「よく見ておくんだな、久く郎ろう君。あれがボクらの敵の本拠地だ」


    　僕の隣で上空を見上げていたこるりはそう言ったが。


    　でも信じられなかった。


    　あんなものが。


    　あんな、空に浮かぶ巨大な城が敵の本拠地だと……！


    　帝都の上空に突如出現したそれは、どこからどう見ても、石造りの西洋風の城だった。


    　どういうわけか、その城はまるで地面からごっそりと抉えぐりとられたかのように、城の下に広がる地面ごと、空の上に浮かんでいた。


    　いくつもの塔が聳そびえ、その中央に巨大な宮殿が見える。塔も宮殿も、すべてが黄金に光り輝き、とてもこの世のものとは思えない、絢けん爛らん豪華な見た目をしていた。


    　しかも、城の周りには暗雲が立ちこめており、あっという間に帝都上空はその暗雲に覆おおい尽くされていく。


    　それだけではない。空飛ぶ巨城の周りには、背中から白鳥のような羽根を生はやした女の人や、黒い衣ころもを羽は織おり、ドクロの顔をした不気味な怪物が群れをなし、手にしたラッパを吹き鳴らしながら、縦じゆう横おう無む尽じんに宙を舞っていた。


    　夜を思わせる薄暗い空、そこに浮かぶまばゆい光を放つ城、そしてラッパを吹き鳴らす怪物たち。


    　神様が、すべてを終わらせにやってきた。自然とそう思ってしまうような──絶望感。


    　暗黒の終末的光景だった。


    　けれど、それは勘違いだ。


    　やつらは神様なんかじゃなく、そして僕らに訪れるのは終末じゃない。


    「──あれが、少年結社ウサギ団」


    　しーちゃんが、空飛ぶ巨城を見み据すえ、敵の名を口にした。


    「ふん、いきなり見せつけてくれる……あの城、あれも魔法の力で浮かばせているのか？」


    「あの浮ふ遊ゆう城じようを作ったのは、はるか昔の魔法使いたちだ。ウサギ団の連中は、それを動かし操あやつっているだけに過ぎないよ」


    「それじゃあ、同じものを作るのは無理なんだ……」


    　僕が訊たずねると、こるりは、さすがにな、と応こたえた。


    「失われた技術ってやつさ。仕組みくらいは理解できてるかもしれないが、再現するのは不可能だろう……とはいえ、この状況はまずいな。帝てい都との中に城を着陸させる気だ」


    「な……！」


    　無茶なこと言うな。


    　あんな小島くらいの規模の城、どこに着陸させるっていうんだ。あの大きさじゃ、街や人が下敷きにならない場所なんて、どこにもない。


    　そう思っているうちに、どんどんと城が降下してくる──しかし。


    　ある高さまで来ると、空飛ぶ城の動きが止まった。それ以上は高度を下げようとはしない。


    「止まったわ……休憩？」


    　夕ゆう日ひちゃんがぼんやり空を見上げながらそう言うと、しーちゃんが、違う、と首を横へ振った。


    「おそらく、あそこから先は進めないのだろう。俺には見えないが、異能力者なら目をこらせば見えるはずだ──結けつ界かいが、張ってあるだろう」


    「ん？　そんなの見えないですよ……」


    　と言ってみたものの、じぃ、と言われた通りに目をこらすと──ぼんやりとだが、なにかが見えてきた。


    　限りなく透明に近い、でもかすかに薄黄色に染まる壁──なのか？


    　それが、帝都上空を半球状になって覆おおっている。空に浮かぶ城はそこから下へは降りられないようだ。


    「帝都治ち安あん維い持じ局、封印と結界の専門組織──絶ぜつ界かい機関。彼らの結界だ。有ゆう事じの際には帝都全域を包み込む半球状の結界を展開させる手はずになっている」


    「なぁんだ。火か具ぐ夜や親しん王のうとやらに帝都治安維持局は支配されちゃったんじゃないんだ。まだまともに活動してるとこもあるんだな。腐っても鯛たい、ってこの場合、使い方あってるかな？」


    「こるり、軽口叩たたいてる場合じゃないよ」


    「はいはい──で、どうなの？　結界は張り続けられるの？」


    「わからんな。火具夜親王の命令なのか、それとも絶界機関の独断か……ただ、いつ結界が消えてもおかしくない状況なのは確かだ」


    　それなら、結界が張ってあるうちに、あの城をどうにかするしかないのだろうけど。


    　それにしたってあんな正体不明のでかぶつ、どうにかできるのか？


    　いや、ちょっと待て──それを考える前に、気になることがある。


    「こるり。おまえ、なんでウサギ団のこと、そんなにくわしいんだよ？」


    「んー、まぁそれには事情があってだね。君たちにも教えておかなきゃいけないとは思うんだけどさ──驚かないでね？」


    「……自信はないけど、そこまで言うなら教えてよ」


    「わかった──ボクはね、実を言えばこれでもウサギ団の一員なのさ。変則的な話ではあるけれどさ」


    　そう言うと、こるりは僕の顔を見てけらけらと笑った。


    　笑いごとじゃねぇよ。


    「……は？　え？　おま……なに言って……」


    　そんな重要なこと、なんで今まで黙ってたんだ──と怒りが込み上がりかけたが、そんな僕の怒りを遮さえぎるように、キーンと耳が鳴った。


    「……う、く」


    　同時に、ずきんっ、と激しい頭痛に襲おそわれる。


    　見れば、みんなも同じような痛みに襲われているのか、顔を歪ゆがめ、頭を押さえていた。


    「なんだこれ……気持ち悪い……」


    　今まで味わったことのない感覚だった。しいて言うなら、脳みそを内側からかき混ぜられるような、そんな気持ち悪さだ。


    「──エーテルを介して……帝てい都と中の人間に声と映像を伝達させようとしてるんだ。なんて強引な……」


    　こるりはそう言いながらも、うぅ、と口元を押さえた。


    「誰が、そんなこと……」


    「決まってるだろ──浮ふ遊ゆう城じようにいる、あいつからだよ」


    　顔を上げ、空に浮かぶ城に目を向けたそのときだった──。


    　目の前に、少年が現れた。


    「……！」


    　目の前と言っても、実際にそこにいるわけじゃない。なんというか、眼球の中に、少年の姿だけが張り付いている。そんな感じだ。実体はなく、姿だけが瞳ひとみのすぐ傍そばに映っていた。


    　少年の姿は──あきらかに異様、というか変だった。


    　なにせ、両足に鎖くさりを結びつけられ逆さに吊つり上げられているのだ。


    　年は夕ゆう日ひちゃんと同じくらいか──さらりと揺れる金髪は、長さから見てきっと肩のあたりまであるのだろうが、今は重力に従ってだらりと地面に向かって垂たれている。


    　透すけるような白い肌と、特徴的な真っ赤な瞳は、隣にいるこるりとそっくりだ。人形のように整った可愛かわいらしい顔と、成長しきっていない華きや奢しやな体──は、いいとして。その格好はどうかしている。


    　まず頭に付けているウサギ耳風の飾り。そして、体を覆おおうのは被服面積の少ない、体にぴったりと張り付くような黒革の、しいて言うならシュミーズに似た不思議な服。下半身は生なま足あしがすらりと伸びる、黒革の短パンで、なぜだか首には首輪、両手首には手て錠じようまで付けている。


    　拷ごう問もんにあっている奴ど隷れい──にしか見えない格好をしているのだが、その表情はにこにことした笑顔に満ちていて、どうにも不釣り合いだ。


    　そんな不思議な美少年は、僕の瞳ひとみの中で語り始める。


    「いやーん、お姉様、もっとぶってぇ！　なんて遊びプレイをついさっきまでしてたから、こんな格好でごめんねー。どん引きされちゃったかな？　帝てい都とのみんなから一いつ斉せいにどん引きされるとか、考えただけでぞっくぞくだね。さぁ、みんな。僕を喜ばせるためにどんどん冷めた視線を送るといいよ！」


    　じゅるり、と美少年の薄紅色のくちびるが、あふれた涎よだれでてらてらと光った──なんか、エロい。


    　言動はあきらかにキモくて、敵に回したくないってより、相手にしたくない部類なのは確かだけれど。


    　あんまりにも美少年すぎて、なにをしてても魅力的に見えてしまう。吊つるされてるせいであらわになったおへそが、また小悪魔的にそそられる。


    「そうだっ、妄もう想そうはあとにして。自己紹介だねっ。僕の名前はシャーロット。シャーロット＝エルアライラー。少年結社ウサギ団の団長やってるんだ。へへん、実は偉い人なんだよ！」
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    　こるりの言葉からだいたい察しはついていたけど──こんな子がウサギ団をまとめているなんて、ほんとかよ。だって、どう見たって変態だし、性格だってまるで子どもだ。


    　──ただ、瞳ひとみだけは子どものそれではない。


    　満面の笑みを浮かべていてなお、一いつ切さい笑っていない、どころかなんの感情も宿っていない透すき通った瞳。その瞳に見つめられるだけで、理由はわからないが、屈服しそうになる。得え体たいが知れなくて、怖い。あれは心ある人間の目とは思えない……。


    　しかし、僕にはシャーロットの独どく壇だん場じようを見続けることしかできなかった。


    「それでね、みんなにも見えてるだろうけど、この街の上に浮かんでるお城。そこから僕はみんなに話しかけてるの。いきなりやってきたから、びっくりしたでしょ。にへへへへへへ──僕がどうして空の上からお城に乗ってやってきたかっていうとね、そ、れ、は」


    　もったいぶるように、シャーロットは話すのを止やめ、自分の首元を締め付けている首輪から伸びる一本の細い鎖くさりを、白く細い指で絡からめ取り、うっとりとした表情で鎖を口元へと運んでいく。


    　そして、鎖をぺろりと舐なめながら、こっちの反応をうかがうかのような目線をよこし──くすり、と笑った。


    　魔ま性しようを秘めた美少年は、そこでようやく話を続ける。


    「ここに来たのは、帝てい都とを僕のものにするため。というか、僕の王国を作るためでーす♪　だ、か、ら。帝都は今日でおしまい。バイバイさよなら。ご愁しゆう傷しようさまでしたー。つきましてはぁ、帝都の住人はこれから片っ端からぶっ殺しに行くから、楽しみに待っててね♪　あ、でもでも、魔法使いは別だよー。あ、この国じゃ魔法使いって言わないんだっけ。異能力者かな？　うん、異能力者だけは僕の友達にしてあげるー。僕が作る王国で末永く仲良くしようね♪　今なら不老不死にしてあげる特典付きだよっ。ラッキーだね。僕の友達は、みーんなウサギ団に入ってもらうことになってるから、友達になりたい人は遠慮なくウサギ団の団員に声かけてきてね。ウサギの耳が団員の証あかしだから。この話、わけわかんない人はさらっと聞き流しちゃってオッケーだよ。きっとそーゆー人はこれから死んじゃうと思うからさ。それじゃあ、帝都侵略始めまーす……って言いたいんだけどね」


    　しゃらん、と手にしていた鎖を、シャーロットは乱暴に投げ捨てた。


    　その顔からはすでに笑みが消え、怒りでも悲しみでもない、仮面じみた無表情へと変わっていた。


    　何色にも染まらない透明。そんな印象を受ける人を、僕は初めて見た。


    「──どーいうことかな？　結けつ界かい？　そんなの消しといてくれるって約束したのに。あれかな？　僕に対するいじめ？　だったら興奮しちゃうなー。いじめられるの大好き！　身も心もぐっちゃぐちゃにしてね。と、言いたいんだけど。ま、今のままじゃ困るってウサギ団のみんなも言ってるからさ」


    　いつの間にかシャーロットの手に、一冊の本が握られている。


    　シャーロットはその本をパタンと開き、無表情のまま、なにやらぶつぶつと唱え始めた。


    「……なにしてるんだろ。ねぇ、こるりにはわかる？」


    　こるりに話しかけようとしてみても、目の前にはシャーロットの姿が張り付いているし、耳は周りの音を遮断して、シャーロットの声しか届かない。


    　こんな状態では周りと会話をするのは無理か……。


    　そうこうしてるうちに、シャーロットは唱えるのを止やめ、本を閉じた。


    　シャーロットの固まっていた笑顔が、再び笑みを取り戻す。


    「くすくす……意地悪しちゃったよん。される方が好きなのにー。あ、そうだ。僕に刃向かってくれる人、募集中！　僕を徹底的に痛めつけてくれる人がもし帝てい都とにいるなら、このお城まで来てね。超ドＳな人、期待してるから！　それじゃ、バーイ♪」


    　シャーロットがこっちに手を振ると──ぶつり、と視界が一瞬真っ暗になり、そしてシャーロットの姿は消えてしまっていた。


    　耳鳴りも頭痛も止んでいる。


    「くっ……まだ、くらくらする」


    　僕は未いまだに靄もやがかかったかのような頭を軽く振ってすっきりさせたあと、みんなに対してなにか言葉を投げかけようとしたけれど、なんと言っていいのかわからず、結局、黙り込んでしまった。


    　すると、しーちゃんが今よりもいっそう窓から身を乗り出しながら訊たずねた。


    「こるり、知っているなら教えてくれ。シャーロットは話の途中なにをしていた。あの本はなんだ──あそこに広がっている森と関係があるのか？」


    「……え？」


    　僕も慌あわてて目を向けると、確かにさっきまではなかったはずの、黒い森が──帝都の周辺に広がっていた。生きている木とは思えない、黒い石のような姿、それにどの木もとてつもなく大きく、それでいてみっしりと葉を茂らせているから、まるで帝都の周りに黒い壁ができてしまったかのように見えた。


    「……ぐるっと一周、覆おおわれてる」


    　夕ゆう日ひちゃんは黒い森を指さしてそう言った。


    「ただの森じゃ……ないの」


    「魔法の森さ──さっきシャーロットが手にしていた本、あれは英国の魔女が書いた魔ま導どう書でね。その魔導書は魔力ある者が読み上げることによって、黒い森を作り出す魔法を発動する──だけどなぁ」


    　こるりは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。


    「──こんな規模で展開できるのは、シャーロットくらいのものだけどね。帝てい都と丸々覆おおっちまうなんて、どんだけ魔力を消費すりゃあできるんだか……」


    「そうまでして森を作る理由はなんだ」


    　しーちゃんの問いに、こるりは肩をすくめて答える。


    「頭抱えたくなるような理由だよ？　黒い森は装置さ。森に囲まれた内部のエーテル濃度を上昇させるためのな。前にも言ったろ、エーテルってのは魔法使いの力の源みなもと。空気中にあふれているエーテルという目に見えない力を、ボクらは体に取り込んで魔力としてるんだよ」


    「でも、帝都ってのはもともとエーテル濃度が高い場所なんだろ？」


    「へぇ、久く郎ろう君にしてはよく覚えていたね。偉い偉い……その通り、帝都はエーテルに満ちた都だ。だからウサギ団なんかが侵略する気になったんだろうね。英国は今じゃ、絞しぼりかすみたいなエーテルしかないし」


    「それで帝都を狙ねらうのはわかるけど……別に今のままでも充分エーテルはあるんだろ？」


    「貪どん欲よくなのさ、魔法使いってのは。さらに力を、もっともっとエーテルを、ってね。濃度が高ければ高いほど、魔法は使いたい放題なんだから──それに、おそらくやつらはエーテル濃度を急激に高めることによって、帝都の一般市民を根絶やしにしようとしている」


    　その言葉を聞いた途端、ぬっ、としーちゃんが動いた。


    　鬼よりも険しい顔でこるりに詰め寄り、こるりの小さな肩を摑つかんだ。


    「なにをするつもりだ──根絶やし？　そんなことさせるわけにはいかん」


    「痛いって肩、放してよ……急に熱くなるの止やめてくれよな。そういうノリってボク向きじゃないんだ」


    「今はそんなこと、どうでもいい──」


    「そう怖い顔しないでさ……教えてあげるよ。エーテル濃度ってのは魔法使いにとっては燃料みたいなものだけど、一般市民にとっては毒なのさ。普段この街で生活しているぶんにはまるで問題ないけど──黒い森によって急激に濃度が上昇した場合、どうなると思う久郎君？」


    「え？　僕？　そ、そんなのわかんないよ」


    　急に話を振られても、僕には魔法使いの知識なんてないんだぞ。


    「いいや、わかるはずだ……君はもう見たことがあるからね。過剰にエーテルを摂取し続け、人でいられなくなった存在を」


    「……妖よう精せい」


    　ぽつりと呟つぶやく夕ゆう日ひちゃん。


    「正解」


    　肩に置かれたしーちゃんの手を払いのけ、こるりは僕の顔をのぞき込んだ。


    「なにぽかんとした顔してるんだ。君は戦っただろ、一ひと月つき前の話だよ。羽根を生はやした奇妙な生き物。首なし騎き士し。炎の妖精。みんなそうさ。あいつらはエーテルに呑のみ込まれた、元人間」


    「……やめろよ。噓うそだろ……だって、化け物だったぞ。あれが人間？」


    「なれの果てってやつかな。西洋魔法使いたちが妖よう精せいと呼ぶそのほとんどがエーテルに呑のみ込まれた魔法使い自身だ。力を追い求めることに夢中になりすぎて、逆に力に取り込まれる。そうすると人間ってのは妖精に変異してしまう」


    「それで、妖精になったあとって……人間の頃の記憶は？」


    「ないだろうな──一説によると妖精の姿ってのはエーテルに呑み込まれた人間がなりたかった形、ってことになってるけど、妖精になった時点で人間は辞めてるからな──とはいえ、元は人間だ。殺すことができる、というのが唯一の救いだ」


    　容よう赦しやのない言い方だ──僕はそんな風に割り切れるか自信がない。妖精が元人間だと知っていたら、墓はか場ば博士の事件のとき、僕は妖精と戦うのをためらっていたかもしれない。


    　そう考えている途中──ふと頭をよぎったのは。


    　墓場博士──その正体は、妖精使い。


    　魔法使いの中でも禁じられている、妖精を操あやつる術を行こう使しする異端の魔法使い。


    「じゃあなにか……墓場博士は、魔法使いでありながら、元魔法使いのなれの果てを使し役えきしてたっていうのか……！　もともとは自分と同じ立場だった人間を、駒こまみたいに使って！」


    　自分で言ってて気付いたけど、西洋魔法使いが妖精を捕まえることを禁じているのって……もしかして、もともとは自分たちの仲間だったからというのも理由の一つなんじゃないだろうか。


    　人格破は綻たん者である墓場博士にはその辺の良心やら倫理観なんて備わってるはずないから、禁を破って妖精を使役し──その結果、魔法使いたちに処しよ罰ばつされそうになり、欧州ヨーロツパを追われ、そしてウサギ団に匿かくまわれている。


    「いまさら怒っても仕方ないことだよ──それに怒る前に考えてみろ。自分の都合でしか動かない墓場博士が、ウサギ団に協力する理由をさ」


    「──ん？　理由なんて……。あぁ……そっか」


    　なんていうか──つくづく胸くそが悪くなる人だ。


    　博士の狙ねらい、それは。


    「帝てい都と市民を人為的に妖精へと変異させ、大量の妖精を捕まえる──自分の収集品コレクシヨンを増やすのが目的……でもそんなことが本当に……」


    「できるさ。きっかけさえあればね。だって一般市民は異能力にまったく耐性がないだろ？　だから大規模な黒い森を展開し、帝都全域のエーテル濃度を急上昇させられれば、あっけなく力に呑み込まれ──妖精に変えられてしまう。エーテル濃度が薄い欧州の方じゃ無理だし、あっちじゃ妖精を狩ったらそれこそ多くの魔法使い結社から敵視されるだろうしね。ウサギ団も欧州中の魔法使い相手に喧けん嘩かを売るつもりはないさ」


    　さっき現れたシャーロットの口ぶりからいって、魔法使いに仲間意識を持っているみたいだったし、必要以上に敵を増やす真ま似ねはしないということか。


    　それだって、あくまで魔法使いに限っての話で、一般人は虫けら同然の扱いだったけど。


    「それで──止める方法はあるのか」


    　しーちゃんの顔に焦あせりは見えない。冷静沈着に──相手の計画を打ち砕くだくことだけに集中しているようだった。


    「もちろん、あるさ。ボクを誰だと思ってる」


    　気軽に言ってのけるこるり──だけど、僕には本当におまえが誰なのかわからない。


    　うやむやになって聞きそびれてしまっているけれど、こいつは自分のことをウサギ団の一員だと言った。


    　あれは本当なのか？　空中に浮かぶ城や黒い森のことをくわしく知っているのは、ウサギ団の一員である証拠、になるのだろうか。


    　だとしたら、僕らに味方しているのは──ウサギ団を裏切ったから、とか？


    「……おい、久く郎ろう君。聞いてるか？　これは作戦会議なんだぜ。上うわの空じゃ困る」


    「──あぁ、ごめん。聞いてるよ」


    「本当かよ──重要なとこなんだからしっかりしてくれよ……黒い森の影響を、帝てい都との市民が受けない方法はね。まず帝都から出る。帝都から出て黒い森を抜ければいい。森の外は影響を受けないからね。ただ厄やつ介かいなのは──」


    　言いながらこるりは顎あごでくい、と空中に浮かぶ城を指した。


    　見れば城からは巣から無数の蟻ありが這はい出してくるかのように、わらわらと黒い影が飛び立っていた。遠目から見ても、それぞれ姿が違っていてなんだかよくわからない。


    「あれが魔法使いの本領ってとこ──望遠鏡でもあればわかると思うけど、あの飛び立ってるやつら、一匹ずつがなんらかの使い魔だから」


    「あんなにも、なのか──」


    　しーちゃんが、驚きの声を上げた。


    　僕も内心、同じように驚いていた。だって、あの黒い影は次々と絶え間なくあふれ出している。無む尽じん蔵ぞうに作り出されていそうな勢いだ。


    「魔法使いの戦い方は、使い魔を主戦力とするのが常なんだよ。時には物量で攻めることももちろんあって──あ、使い魔ってのはさっき言った妖よう精せいとは違うからね。魔法によって生み出された便利な下げ僕ぼくたち。魔法使いからエーテルの供給を受けなければ消えてなくなってしまう、生き物でもない存在さ」


    「気をつけないといけないのは使い魔の方で──魔法使い自身は非戦闘員ってこと？」


    　という僕の質問に、こるりはいいや、ときっぱり返してきた。


    「甘く見てると痛い目みるぜ。戦闘特化の魔法使いもウサギ団には数多くいる。帝都を率先して攻めるのはそういった魔法使いだろうし……ボクが何を言いたいのかわかるかい？」


    「油断するなってことでしょ。調子に乗りやすい僕は特にさ……」


    「そうそう。わかればよろしい──ついでに言うとね、ウサギ団の総団員数はおそらく千名程度、それに使い魔を含めれば兵力は軽く数万はいく相手だよ。ふふん、数字で表わすと絶望感が増すと思わないかい？」


    「おまえは僕らのやる気を削そぎたいのかよ？　わかってるさ、圧倒的な相手だってことくらい」


    「そして退ひけないことも、わかっている──」


    　重みのある、しーちゃんの言葉。絶対に退かない決意が、ひしひしと伝わってくる。


    「──うむ、あの使い魔たちは城から出て、見たところ黒い森へと降下してるようだが。帝てい都との周囲を包囲するつもりだな」


    　しーちゃんは窓から外を見ているだけで、よくもまぁそんなに状況を把握できるものだと感心してしまう。僕なんて、敵がたくさん降ってきてるな、くらいにしか思ってなかったのに。


    「誰も逃がす気はない──残らず妖よう精せいにするつもりだろうね。帝都を包む結けつ界かいの外へ一歩でも出れば、ゴーレム、パペット、ファミリア、キマイラ、その他諸もろ々もろが闊かつ歩ぽする魔界が広がってるさ」


    　こるりが挙げた使い魔たちがどんなものかは想像できないけど、とにかく黒い森には魔物があふれ、一般市民が足を踏み入れられる場所じゃないってことはわかった。


    　だったら、なおさら心配になってきた。


    　そんな僕の心配は、どうやらはっきりと顔に出ていたみたいで、こるりは僕の顔を見ると、ふっ、と吹き出した。


    「安心しろって。こんなこともあろうかと、ってね──準備はもう済んでいる。あとは実行するだけさ。とはいえ、ここじゃ無理だ。目指すは──僕の店。九つ十づ九ら文ぶん庫こ」


    「──だったら、急ごう。黒い森はすぐにでも発動するんだろ？」


    「結界が張られているならその間は帝都内部に干渉できないはずだ。絶ぜつ界かい機関とやらの結界はずいぶんと優秀みたいだからな──だが、消えてしまえばそれでおしまい」


    「どっちにしろ悠ゆう長ちように会話してる場合じゃないな。いい加減、僕の頭は説明やら解説に限界きたしてた頃だし」


    　僕はしーちゃんの反応をうかがった。


    　すると、しーちゃんは一度頷うなずき、それから僕らに向かって指示を出そうとしたが──突然、喋しやべるのを止やめた。


    　見ればこるりも、何かの気配を感じ取るかのように、固まっている。


    　そして、しーちゃんが呟つぶやいた。


    「……早すぎるな」


    　その言葉に合わせるかのように──窓の外が一気に騒がしくなった。


    　それはたくさんの悲鳴が重なりあった──混乱と恐怖の訪れを告げる、声だった。

  


  
    ◆　　３章　死し霊りよう帝都

  


  
    



    



    　収まる気配のない悲鳴が響く中、真っ先に動いたのはしーちゃんだった。


    　外の様子をうかがうため、開けっ放しになっていた窓へと直行すると、一瞬、下の様子を確認し──そこから跳んだ。


    　軽やかに、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく、ひらりと跳び、そして落下していく。


    「靴くつ！　履いてないってば！」


    　とは言ってみても、しーちゃんのあの様子から察するに、料亭の外には靴なんて気にしていられないような光景が広がっていたのだろう。


    　それなら、僕らも急いでしーちゃんのあとを追わなければ。


    　でも、さすがにみんなして窓から飛び降りるわけにもいかないので、ひとまず玄関に急ごうと廊下に出たところで。


    「待てよ、久く郎ろう君」


    　こるりに呼び止められた。


    「なんだよ！　急いでるんだ」


    「見ればわかるよ……だが、それでも言っておきたいことがある」


    「大事なことなのか……？」


    「あぁ──ボクと君と、夕ゆう日ひちゃんにとっても大事なことさ」


    「……む」


    　名前を呼ばれ、夕日ちゃんの顔が曇くもった。


    　こるりは夕日ちゃんを一いち瞥べつすると、僕の傍そばへと寄ってくる。そして、僕の手をとると、人差し指の先に、すぅ、と爪つめを滑すべらせた。


    　すると、指先にかすかな傷ができ、そこからじんわりと血がにじみ出てきた。


    「その程度の傷、痛くはないけど……なにすんだよ？」


    「しばらく会ってなかったからな──ちょいと君との繋つながりが弱まってるんだよ。魔女とその弟子は、血によって繋がり……絆きずなを増す」


    「そういうものなのか？　……まぁ、おまえが言うならそうなんだろうけど」


    「そうさ、ボクに従ってればいい」


    　そう言ってから、血のにじむ指先をこるりはぱくりと小さな口で咥くわえた。指先に、生温かい舌が絡からみついてくる。おまけに唾だ液えきが絡みつき、舌が動く度たびちゅぷちゅぷ、と音を立てた。


    「ん……むちゅ……」


    　頰ほおを上気させながら、こるりが僕の血を、舐め取っていた。


    「……こるりちゃん、変なこと……しないで」


    　自分以外の人間と僕が肌を触れ合わせてるだけで怒る夕日ちゃんだ。こんな光景を見せつけられては黙っていられないとは思っていたが、案あんの定じよう、抗議の声を上げた。


    　けれど、こるりは僕の指を咥くわえたまま離さない。


    「黙れよ──ボクのやることに口出しするな。久く郎ろう君は魔女の契約によってボクのものになっている。なにをしようと勝手だ」


    「……どういうこと！　なんの話か、わからないの……」


    「こるり、そのことは……」


    　夕ゆう日ひちゃんに知られたらきっと怒ると思って、内緒にしていたのに。


    　こるりはさらに夕日ちゃんの神経を逆なでしたいのか、あっけなくバラしてしまう。


    「なんだ、聞かされてないのかい？　三み日か月づき卿きよう事件の最中、夕日ちゃんが呪のろいを暴発させたとき、ボクが魔法で救ってやっただろ。その対価として、久郎君はボクのものになったのさ。身も心も魂たましいも力も、すべて──そうだろ、久郎君？」


    　問われた僕は、二人を直視することもできず──目を伏せたまま、小さく頷うなずいた。


    　夕日ちゃんが無言のうちに怒りを燃え上がらせていることは、見なくても感じ取れた。


    「つまり、久郎君はもう夕日ちゃんのものじゃないのさ──ふふっ」


    　血を舐なめ終わったのか、こるりは口から僕の指先を取り出すと、着物の袖そでで口元をぬぐう。


    　そして、怒いかり心しん頭とうだろう夕日ちゃんを無視し、僕にだけ話しかけてくる。


    「さぁ、準備は済んだよ──これで君の本当の力、呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめを引き出してやれる」
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    「え……？　今のは、そのための？」


    「そうさ。荊いばら姫ひめの力がなかったら、君はちっとも戦力にならないからな。それじゃあ、しーちゃんとの契約も果たせなくなる。前はボクが九つ十づ九ら文ぶん庫こにこもりっきりで儀ぎ式しきをしないと無理だったが──」


    　そういえば、墓はか場ば博士との一連の事件のとき、こるりは九十九文庫にこもり、ウサギちゃんバッジという離れていても会話ができる便利な道具で僕と連絡を取りながら荊姫の力を引き出してくれていた。


    　九十九文庫でどんな儀式を行おこなっていたかは知らないが、ようするに、こるりは儀式に集中できるような場所を用意しないと荊姫の力を引き出せない──と思ってたけど。


    　にやり、とこるりは笑みを見せた。


    「ボクは日々研けん鑽さんを積み進歩している。だから、今回は改良版だ。儀式をせずとも、ボクが君の傍そばにいれば、荊姫の力を引き出してやれる」


    　こるりの力を借りての呪じゆ界かい・荊姫──それは、黒い荊を身にまとい、不死身に近い再生能力を得て、さらに荊を自在に操あやつることのできる、僕の切り札。


    　あの力があれば、魔法使いにだって、引けはとらない自信はある。


    「言っておきたかったのはそのことだ……さてと、さっさとしーちゃんと合流しようか。あの人はこっちの総大将だからな。ほっときすぎるのもまずい──」


    　それは僕も同感だ──けれど。


    　夕ゆう日ひちゃんはまだ怒りを収めていない。こんな状態で、協力してくれるとは思えない。


    　こるりもなんだってこんな切せつ羽ぱ詰まったときに、わざわざ二人の仲をこじらせるようなこと言い始めたんだか……。


    　こるりへと非難の目を向けてみるが、それでもこるりが追い打ちをかけるように言う。


    「夕日ちゃん、ボクに協力したくないのなら、ここに残ったって構わないんだぜ……前から思ってたが、君が久郎君の傍にいるの、よくないと思うんだ。君のせいで久郎君がいつも不幸な目に遭あっているって、自覚してるかい？」


    　言い過ぎだ。確かに夕日ちゃんの傍にいると厄やつ介かいごとは絶えないけれど、僕はそれでも夕日ちゃんの傍にいたいと思っている。


    　僕はこるりをたしなめようとしたが──それを遮さえぎるように、夕日ちゃんが意外な言葉を呟つぶやいていた。


    「そう……ね。私のせいで……久郎が困ってる。それは……確か」


    　てっきり声を荒らげて反論するかと思いきや、珍しく、こるりの意見に同意している。


    　夕日ちゃんの声には感情がなく、ちらりとこちらに向けた顔は能面のように無表情だった。全身から存在感が抜け落ち、まるで幽霊のように儚はかなげに立っている。いつもの気の強い夕日ちゃんはそこにはいなかった。


    　僕はこんな夕ゆう日ひちゃんを知っている。かつて、出会ったばかりの──と記憶の蓋ふたが開きかけたところで、声を上げた。


    「ふぅん……わかっているなら、自分がどうすべきかを──」


    「考えてるわ、ちゃんと……だから、今はこるりちゃんに……協力してあげる」


    「なんのつもりだい……？」


    　眉まゆをひそめるこるりに、夕日ちゃんは光を失った眼まな差ざしを向ける。


    「久く郎ろうを辛つらい目に遭あわせないために……私にできること……試してみるの」


    「なにをするつもりかは知らないが……まぁいいさ。こっちだって見せつけてやるよ。師弟の絆きずなってやつをさ。なぁ久郎君」


    「あ？　う、うん。そういうことかな？」


    　一体なんの話をしているのかついていけなかったから、適当に相づちを打つしかなかった。


    　結局、二人はふん、とそっぽを向いてから、玄関目指して早足で進み始めた。


    「？？？」


    　どうして夕日ちゃんが積極的に協力してくれる気になったんだろ？


    「うーん。……ま、いいのかな？」


    　一時的かもしれないが、問題が収まったのならそれでいいかと気軽に考えてから、僕は二人のあとを追った。


    



    　　　　　◆◆◆


    



    「──！」


    　外へと飛び出した僕は、予想していたものとはあまりに違う状況に、当惑してしまった。


    　予想以上の──惨さん状じよう。


    　空に巨大な城が浮かび、帝てい都とをぐるりと囲む、壁のような黒い森が突如、出現──そんな光景を目まの当たりにすれば、帝都の市民たちは当然騒ぎ出すに決まっている。


    　それに加え、無理やり視界へと介入してきたシャーロット。あの姿と声は、僕らだけを狙ねらったわけではなく、帝都の人々全員へと向けられていたはずだ。


    　天てん変ぺん地ち異いと帝都侵略を宣言する謎なぞの美少年の姿は、混乱を生むには充分すぎる。


    　料亭の中にまで響き渡っていたたくさんの悲鳴を聞いて、僕は、不安に駆られた人々がついに騒ぎ出し始めたものだとばかり、思っていた。


    　けれど間違えていた。


    　状況はもっと深刻なもの。


    　少年結社ウサギ団の侵略はすでに開始され、悲鳴は、逃げ惑い、怯え隠れる人々が発しているものだったのだ。


    「ウ、ォォォオォ……」


    　決定的に人でないものが路地の向こうから、闊かつ歩ぽしてきていた。


    　幅三メートルほどの、両側に古めかしい民家が建ち並ぶ石いし畳だたみの狭い路地。その路地を、百匹以上の化け物が、窮きゆう屈くつそうに押し合い圧へし合い、うじゃうじゃと群れとなって行進してくる。


    　僕らが飛び出した料亭は、まっすぐに五〇メートルは延びている路地のちょうど真ん中あたりに位置していた。向かい来る化け物の群れと僕らとは、一五メートルは離れている。とはいえ、まったく安全じゃない。さっきから僕らの横を、逃げ惑まどう民衆が次々と走り去っていく。立ち止まって、敵を見み据すえているのは僕らだけだ。


    「うっ、ぷ……」


    　込み上げてきた吐き気を、口に手を当てて押さえた。敵勢が目の前にいるんだ。嘔おう吐となんてしてられない──けど、路地いっぱいに充満したこの腐敗臭と化け物たちのそのなりに、恐怖が込み上げてくる。心臓がぎゅっ、と縮み、がちがちと奥歯が鳴った。


    「しっかりしろよ。そんなんじゃ足手まといになるだけだぜ」


    　口を押さえたままうずくまる僕を、こるりが冷めた目で見下ろしていた。なんでおまえはそんなに平然としていられるんだ。だって、相手は腐乱した死人が生きているかのように歩いている、おぞましい姿だってのに。


    　化け物の群れは、多少の差はあるものの、だいたい一般的な成人男性と同じくらいの背せ丈たけで、誰もが土と風化によって汚れた白い着物と頭にも白の三角頭ず巾きんを着けていた──どう見ても、墓に入れられた人間の衣装だ。もしくは幽霊か。


    　けれども、幽霊のように実体がないわけじゃなく、肉体はある。ただ、皮ひ膚ふは茶色く腐り、皮膚の下からは腐ふ肉にくがどろりとあふれていた。しかも所々、骨がむき出しになり、ある者は両目があるべき場所に暗い空洞があり、ある者はむき出しの頭ず蓋がい骨こつにぎょろりと眼球だけがついていた。それでいてよたよたと、おぼつかない足取りで、口から腐臭と嗚お咽えつを吐き散らして闊歩している。そんなのが、百匹以上も群れとなって歩いているのだ。そんな光景を見れば、誰だって叫びだして逃げ出したくなる。僕だって、足が震ふるえっぱなしだ。


    　化け物ならもっと規格外の姿をしてればいいのに、なんで中途半端に人間の姿を留とどめているんだ。嫌悪感が半端ない──それに、直視できない気持ち悪さに、血の気が引いていく。


    　が、ここで逃げてちゃ、ダメなんだ。


    「震えんな、僕の足……」


    　例え震えてても、武む者しや震ぶるいってことにして、僕はあの化け物たちと戦う。


    　だって化け物たちは、人々を襲おそっていた──そう、僕が夕ゆう日ひちゃんのために守ると決めた、オカルトの世界などまったく知らない一般市民を、襲い、殺し、食べていた。


    「ふざけんな──なにやってくれてんだよ！」


    　これじゃ、夕日ちゃんに見直してもらえないじゃないか。


    　僕の力で、帝てい都とを守りきって──夕ゆう日ひちゃんに惚ほれられるんだ。


    「おまえらみたいな化け物が、人の恋こい路じを邪魔するな！」


    　ここでこいつらを始末すれば、被害は少なくて済む。それなら少しでもこの街を守れたってことになるはずだ。


    　僕はすでに、一〇メートルを切った距離へと近づいている化け物の群れに真正面から向かい合うと、誰よりも早く攻撃を仕掛けた。


    　きっ、と敵の姿を睨にらみ付けたときには、右腕から垂たれた鎖くさりは、植物の根のように幾いく本ほんにも枝分かれし、地を這はい、蠢うごめく化け物どもの足あし下もとに迫っていた。


    「……相手に気付かれないよう忍びより──捕らえるときは迅じん速そくに」


    　師匠であるこるりから何度も言われた教訓を呟つぶやき、伸ばした鎖に意識を集中させ──攻撃を仕掛けた、そのとき。


    「ウガァアァッ！」


    　いままでよたよた歩きだったはずの化け物の一匹が、僕の攻撃に気付いて牙きばを剝むき飛びかかってきた。人を襲おそうときだけは、俊敏になるのか！　この勢いだと、二秒もかからず僕の懐ふところへと化け物の攻撃が届いてしまう。


    　腐臭を全身からまき散らし、耳まで裂けた口からは鋭い牙がのぞいている。


    「ふっ──」


    　僕は飛びかかってきた化け物に嘲ちよう笑しようを漏もらし──鎖に力を込めた。


    　鎖が素早く反応し、化け物の体に絡からみつく。二秒後には化け物の牙に僕の体が抉えぐられるのであれば、こっちはそれよりも早く、一瞬で捕らえてしまえばいい。そのくらいのこと、僕にもできる。


    　それに、拘束したのは襲ってきた一匹だけでなく、ついでにその後ろにいた四匹もまとめて鎖で絡め取った。全身の関節に、くまなく鎖が巻き付き、締め付ける。細い鎖でも体を動かす軸となる関節さえ捕らえてしまえば動きは封じられる。人体捕ほ縛ばくの技術は、こるりからいやと言うほど講義を受けた。


    　捕らえた数は五体。なかなかの成果だ。


    「ガガガッ、ウガァァッ！」


    　捕らえた化け物どもが、一いつ斉せいに暴れている。関節を固定し、身動きできないよう拘束しているのに、それでも無理やり暴れるものだから、必然的に、肉は裂け骨は折れる。人ひと型がたの化け物が、目の前で自壊していく光景は、気持ちいいものじゃない。びちゃり、と化け物の内部から飛び散った血肉を見て、僕はおもわず顔を背そむけた。


    「知能が低いからな、こんなことをするんだ──でも見たらわかるだろう？　多少の損傷なんてもろともしない頑がん丈じような体を持っているやつらなのさ」


    　いつの間にか手に箒ほうきを携たずさえたこるりが、僕の隣に立っていた。


    「それじゃあ、ひと思いに──」


    　傷ついてもなお暴れるのを止やめない化け物なんて、見ていられない。僕は強く強く、化け物を拘束する鎖くさりを締め上げた。


    「ギギギ、ギァアッ──！」


    　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ──化け物どもの体はバラバラに弾はじけ飛んだ。


    　手加減もしないで締め上げれば、鎖だって体を解体することくらいは可能だ。


    「無残だねぇ。ゾンビどもとしちゃあ、中途半端にされるより、これくらい徹底的な方がむしろいいかもしれないけど」


    「ゾンビ？　それが、こいつらの名前？」


    「そう。その名は生ける屍しかばねに通じている。こいつらは死し霊りようにかりそめの肉体を与えた存在だ。低い知能と食欲だけがこいつらを突き動かしている。哀れだろう？」


    「まったくだな。死者は安らかに眠らせとくのが一番なのに──」


    　僕は鎖をたぐり寄せ、次なる攻撃に備える。


    　五匹のゾンビを片付けたせいで、路地を埋め尽くしていたゾンビの群れの意識は、すっかり僕とこるりに集中し、ぞわぞわと体を揺すりながら、攻撃の機会をうかがっていた。


    　百匹以上いるゾンビの群れの、たった五匹を倒したところで、ちっとも減っているように見えない。それどころか、まっすぐ延びた路地のずっと端まで、みっちりと腐敗した人ひと型がたの化け物が詰まっている光景は、絶望的だが──それでも隣に立つこるりは平然としていた。


    「この数に一気に襲おそわれたら、さすがに……」


    「そのために、ボクがいるんだろ。準備運動は済んだな？　じゃあ、荊いばら姫ひめ──」


    「ガァァァアァァアッ！」


    　こるりの言葉はゾンビたちの咆ほう吼こうによってかき消えた。こっちの動きを感じ取ったのか、ゾンビの群れがせきを切ったように押し寄せてきた。まるで津波のような巨大な流れとなった、血と腐ふ肉にくが混じった赤茶けた暴力の塊かたまりが迫ってくる。


    「……！」


    　息が止まった。勝てない、とかそんなことを考えたわけじゃない。むしろ、なにも考えられず、迫り来る恐怖に、とっさにこるりの手を引いて共に後退しようとした。でも、足はすくみ、どっどっどっど、と異常に高まる心臓の音が体の中に響いた。


    　眼前にゾンビの群れが迫っているのに、視線が定まらず、立ち向かうことも逃げることも、できず、全身の毛穴が開いていく──乾きひりつく喉のどの奥から悲鳴を絞しぼりだそうとして。


    「い、やぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


    　僕の代わりに、後ろにいた夕ゆう日ひちゃんが、悲鳴を上げた。その悲鳴に、停止していた僕の脳は、途端に思考能力を取り戻したが、けれどもう遅い。僕もこるりも、ゾンビの群れに呑のみ込まれる一歩手前だ。死ぬ。化け物に、殺される。くちびるを嚙かみしめ、ぎゅっと、目をつむる、その寸前──ぼっ、と突然、先頭を走っていたゾンビの体が燃え上がった。


    　炎振りまく蝶ちよう──夕ゆう日ひちゃんの呪のろい、炎えん獄ごく蝶ちようがそこに舞っていた。


    「いやなの、ダメなの。あっち行って──！　無理嫌いキモイ。お、お化けとか、そういうのダメなんだからっ」


    　ぎゅっ、と後ろから夕日ちゃんが抱きついてきて、そのまま僕の背中に顔を埋うずめて、いやいや、と頭を振っている。混乱してるせいか、それとも呪いを使ってるせいか、感情が爆発している。


    　そんな夕日ちゃんの体からはどんどん炎獄蝶があふれ出て、怒ど濤とうの勢いで、向かってくるゾンビたちをことごとく焼き払っていく。


    　夕日ちゃんが混乱のあまり──呪いを暴走させている。


    　路地はあっという間に炎に包まれ、腐ふ肉にくが焼けるいやな匂においがあたりに充満していく。


    　襲おそってくるゾンビは一匹もいない。みな、炎に包まれ、もがき苦しんでいた。


    　僕らはひとまず、きゃーきゃー喚わめいている夕日ちゃんを引っぱって、火の手が回ってこない場所、ゾンビが向かってきたのとは逆の方向の路地の奥へと後退し、焼け落ちていくゾンビの群れを遠巻きに眺めた。


    　僕はゾンビの群れに恐れをなして動けなくなってしまい、代わりに夕日ちゃんが百匹以上いたゾンビの群れをあっさりと、錯乱しつつも葬ほうむり去ってしまった。


    　情けなさすぎて、自分自身を殴なぐりつけたくなる。これじゃダメだ。僕の活躍を、もっと見せつけないといけないのに──。


    　くやしさのあまり拳こぶしを握りしめていると、こるりがくいくい、と袖そでを引っぱってきた。


    「盛大に焼けてるな。ゾンビに炎ってのは、効果的だが──にしても、どうしたんだ、夕日ちゃん？」


    　こるりは理解できないといった顔で、僕にしがみつく夕日ちゃんに目をやっている。


    　夕日ちゃんは、嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い、とぶつぶつ呟つぶやきながら、小刻みに肩を震ふるわせていた。


    「こるりには言ってなかったっけ？　夕日ちゃんさ、幽霊とかお化けが苦手なんだよね。らしくないとは思うけど、こればっかりはしょうがなくて」


    「苦手じゃない、嫌いなの！　あんなのの存在を許したくないの！」


    　ぽかぽかと、僕の胸を殴りつける夕日ちゃん。普段の僕をいじめる、つんとした姿とはかけ離れた、可愛かわいらしい仕し草ぐさに、胸がきゅんと高鳴った。


    「あ、それでね、どうして嫌いかっていうと。その昔さ」


    「久く郎ろう！　そんなこと言わなくていい！　こるりちゃんには関係ないでしょ！」


    　不機嫌爆発の夕日ちゃんを、これ以上逆なでしないよう、僕は口をつぐんだ。


    　で、こるりはというと。


    「…………」


    　きょとんと、目を丸くして──次の瞬間には、ふっ、と笑いを吹き出していた。


    「ははははははっ、なんだそれ？　呪まじない師ともあろうものが、幽霊が苦手？　情けなっ！」


    　思いっきり指さしながら笑うこるりに、夕ゆう日ひちゃんはきっ、と鋭い──それでいて涙まじりの瞳ひとみで睨にらみ付けた。


    「うるさいっ。笑わないで！　だいたいこるりちゃんが死霊なんて言わなければ、あんなやつら……」


    「ボクのせいにするなよ。それと、涙目で凄すごんだってぜんぜん怖くないからな」


    「うぅー。でもいいもの。ゾンビ、とかいうの全部燃やしてやったんだから。清せい々せいしたわ！」


    　それでもまだ怯おびえて肩を震ふるわせている夕日ちゃんの頭を、僕はやさしく撫なでてあげた。


    　すると、こるりがむっ、と顔をしかめる。


    「なんだよ、甘やかしちゃってさ……ボクも怖い目にあったら君に撫でてもらおうかな」


    「なに言ってんだよ。怖いものなんてないって顔してさ。おとなしく頭撫でられてるおまえなんて想像つかないよ」


    「……あー、そうだよな。言ってみただけさ。ボクだって君に甘えたいなんて思わないさ」


    　なにか気にでも障さわったのか、こるりの態度が妙につんつんしている。


    　なんで？　と首を傾かしげかけたところで──後ろからしーちゃんの声がした。


    「敵は一いつ掃そうできたようだな──上出来だ」


    「あ、はい……といっても夕日ちゃんがほとんど──」


    　言いながら振り返ると、そこには両手を血で染めたしーちゃんが、平然とした様子で立っていた。


    「ひぃっ！」


    　その姿は、殺人鬼のレッテルを貼はってもいいくらいに凶悪で、おもわず悲鳴が漏もれてしまった。


    「……ん？　どうかしたか？」


    「あのぉ……今までどちらに？　混乱に乗じて人でも殺してきたんですか？」


    「そんなはずないだろう。料亭の女将おかみたちを安全な場所まで逃がしてきたんだ。これは、途中で化け物と戦ったときの、返り血だ」


    「素す手ででゾンビを……いや、さすがは桜さくら下した卿きよう」


    　と言ってみたものの、心の中ではしーちゃんの怖さを再確認していた。


    　すると。こるりが用意周到なことに、しーちゃんに下げ駄たを差し出した。


    「自信があるのはいいけど、せめて履き物くらい履いてくれ。子どもじゃあるまいし、砂まみれじゃないか……ほら、手て拭ぬぐいも」


    「ありがとう……しかし、目の前に襲おそわれている人々がいたのだ。一秒でも早く、救わなければならなかった」


    「ご高こう説せつ痛み入るけどねぇ──ゾンビに素す手ではまずいって……」


    「なぜだ……？」


    「ゾンビに嚙かまれると、嚙まれた者もゾンビと化す。そうやってゾンビは見境なく同族を増やすから質たちが悪いんだ。戦うときも嚙まれる可能性の高い接近戦は好ましくない……って、しーちゃんもう嚙まれちゃった、とか言わないよな」


    　両手についた血を拭ぬぐいながら、しーちゃんが薄く笑う。


    「──心配するな。俺にその手は通用しない」


    「うん？　ゾンビ化を防ぐ術でもかけてるのか？　……いや、違うな。前に話してくれた、あの体質のおかげか」


    　こるりの口ぶりからして、一応、しーちゃんから説明されてはいたんだな。ただ、実際に目にしたのは初めてみたいだけど。


    　それは桜さくら下した家に代々受け継がれる体質。鬼を統すべる家系である証あかし──。


    「しーちゃんの体には異能力による攻撃が、一切通用しない。ってやつか。にしても、ゾンビによる感染すらも防ぐとは、本当に興味深いな」


    　こるりはぺろりと舌なめずりをする。魔女の好奇心がうずいたのだろうか。


    「通用しないってのは、効果を打ち消してしまうってことかい？　異能力による攻撃だったら、なんでも？」


    「打ち消すというより、避けて通ると言った方が正しいな──例えば、夕ゆう日ひの炎えん獄ごく蝶ちよう。あれを俺に向けたとして、夕日がどんなに正確に制御しようとも、炎獄蝶はでたらめな方向へ飛んでいき──決して俺には到達しない」


    「そんな体質がなかったら、とっくの昔に焼き殺してるわ！」


    　毒づく夕日ちゃんだが、それができないのは身を以もつて実感済みだ。夕日ちゃんは何度もしーちゃんを襲撃しているが、しーちゃんの体質を前にことごとく失敗している。


    　桜下家の人間は決して異能力に手を染めない──人を辞めず、人を越えず、人でありながら異能力者を打ち倒し、従える。


    「でもボクとの魔女の契約はしっかり効果を発揮してたよな。異能力なら見境なく、ってわけじゃなくて。危害を加えるかどうかを正確に判別できるのか……」


    「細かな原理は俺にもわからない。ただ、桜下家はこの体質のおかげで、異能力者に対して絶対的優位に立ち続けてきた──と、話はここまでだな」


    　ぴしゃり、としーちゃんが会話を打ち切ってしまった。


    　それと同時に、僕らは周囲に迫る気配を感じ取っていた。


    　ぞろぞろとこちらへ向かってくる足音。漂ただよってくる腐敗臭。


    　さっきゾンビが迫ってきた同じ方向から、再びゾンビの群れが狭い路地へと姿を現した。僕らは長く続く路地の端まで後退していて、路地の一番奥から徐々に姿を現してくるゾンビの様子をうかがった。


    　どんどんあふれてくるゾンビの数は、さっきの倍以上に増えているように感じる。ってことは、二百か、いや三百匹はいるかもしれない。横幅三メートル、全長五〇メートル程度の細い路地にそんな数のゾンビ、収まるはずがなく、あっという間にすし詰め状態で、動けなくなる──かと思いきや。


    　ずずん、ずずん、とゾンビたちは両側に建ち並ぶ民家を破壊し、無理やりに道幅を拡張し、こっちに向かってくる。


    　見れば、ゾンビが片手で押しただけで、民家を囲む石垣が崩れ落ちていた。造ぞう作さもなく、怪力によって、三百のゾンビが進む道が、作られていく。ゾンビの一撃を受ければ、僕などひとたまりもないことを、目まの当たりにする。


    「あらら、無茶な工事しちゃって。第二陣はちょいと気合いが入ってそうだねぇ」


    　そうこるりが言う通り、今度のゾンビは見た目からしてさっきのとは違う。背格好は、普通の成人男性と同じくらい、というのは一緒だけど、今度は白い着物姿ではなく、鎧よろい甲かつ冑ちゆうに兜かぶと、それに抜き身の刀を携たずさえた典型的な武む者しや姿をしているやつが一割ほど、残りは軽装の鎧と円えん錐すいの陣じん笠がさを被かぶり、手には鈍にび色いろに光る切っ先を持つ槍やりを掲かかげた足あし軽がる姿のゾンビたちだ。格好が違っても、腐った顔や体、よたよたとした歩き方は変わらない。


    　目の前の光景に、ゾンビの群れに攻め寄られたときの、思考が停止し、体が全力で逃げ出したいと訴うつたえた、あの恐怖感が蘇よみがえりそうになったが──今度こそ、心を強く持って、立ち向かう覚悟を固めなければ。


    「武装ゾンビ……あいつらに苦戦してるようじゃ、僕は帝てい都とを守れない」


    「そうだ、敵の勢いに呑のみ込まれるな。着実に的確に、切り崩せば数など問題ではない」


    　そう言って、僕の隣でしーちゃんが拳こぶしを握り、構えを取った。僕も右腕から鎖くさりを垂たらす。


    　そのとき──ゾンビの群れの中から、こっちに向かって僕の背より頭一つ分くらい小さな人影がいくつも飛び出してきた。


    「！」


    　向かってくる怪しい人影に、僕は反射的に迎げい撃げきの体勢を取ろうとしたが──人影の正体に気付き、手を止めた。


    　子どもだった。それも皆、おそろいの軍服を着た、夕ゆう日ひちゃんと同い年くらいに見える少年たちが十人ほど、ゾンビの群れの前に整列した。


    　深緑色の腰こし丈たけの軍服。その下には白いシャツに、首元には黒いリボンを巻いている。下は、細い足が無防備に伸びる半ズボン。白ソックスに、編み上げの黒い軍ぐん靴か。そして、頭には特徴的な白いウサギ耳。


    　ウサギ耳──それは少年結社ウサギ団の証あかしだと、シャーロットは語っていた。


    「ってことは、この子たち少年兵……？　少年結社って本当に少年ばっかりなのか……」


    「そのようだな。とはいえ、純粋な少年とは思えないがな」


    　僕の漏もらした独り言に、しーちゃんが言葉を返した。


    　──と、整列した少年兵たちが、こっちに向かって言葉を投げかけてきた。


    「Got you. You guys are counterforces, right?（見ぃつけた。君ら、反抗勢力ってやつでしょ？）」


    「What!? These guys!? They are couple of pushovers. We don't have to worry about them.（えー。こんなのが？　超弱そうなんだけど。僕らが相手にするほどじゃないよ）」


    「Nothing we can do about it. It's an order. If we don't do it, we'll get in trouble.（仕方ない。これも命令だもの。逆らったらこっちの身が危ないし）」


    　口々に喋しやべってはいるものの、異国の言葉だからさっぱり聞き取れない。ただ、こっちを見てはくすくす笑っているから、きっとばかにされてるってことはわかる。


    「ちっ。わかる言葉で喋れよな！」


    　僕が叫ぶと、少年兵たちはさらに笑い声を大きくする。その態度に、いらつきを増すばかりだけれど、そんな僕を制するように、すっ、としーちゃんが一歩前に出た。


    「そう怒るな。こいつらは我が国の言葉を喋ることもできない、教養のないガキなのだ。不ふ憫びんに思ってやるといい──」


    　しーちゃんのそんな挑発を、少年兵たちはしっかりと理解できているようで、あからさまに顔色が悪くなる。それを見て、こるりもここぞとばかりに追つい随ずいする。


    「それに言ってることがわかんなくても、内容はだいたい察しがつくだろ？　きっと、ボクらの強そうな気配を感じ取って、逃げ帰るか降参するかどっちにしようって、話し合ってたのさ。そろそろ結論が出る頃じゃない？」


    「──はっ！　誰が降参するって？　僕たちの相手じゃないって話してたんだよ！」


    　挑発に乗って、僕らにもわかる言葉で少年が言い返してきた。


    　にやり、としーちゃんとこるりが意地の悪い笑みを浮かべている。


    「ほぉ、ちゃんと喋れるじゃないか。なら最初からそうしていればいいものの──さて、話せるのなら、おまえらからたんまり情報を聞き出してやろう」


    　ざっざっ、と躊ちゆう躇ちよなく自分たちに近づいてくるしーちゃんに、少年兵たちはわずかにうろたえたが──それでも兵士というだけあって、すぐに戦闘へと意識を集中させている。


    「聞いておく！　我われらウサギ団は異能力者であれば投とう降こうを許可する。貴様らに投降する意志はあるか！」


    「──あると思うか？　それに俺は異能力者でもない」


    　少年兵たちとしーちゃんとの問もん答どうは形式的で、投降する気があるなら、僕らがこんなにも殺気を漂ただよわせているはずがないのは、充分に向こうに伝わっているだろう。


    　僕も、しーちゃんのあとに続き、少年兵たちに詰め寄っていく。


    「投とう降こうする気がないなら異能力者でも容よう赦しやはしない──我われら帝てい都と侵略部隊第一陣、死霊術士ネクロマンサー隊は、攻撃を開始する！」


    　少年兵の一人がそう叫ぶと──他の少年兵たちは一いつ斉せいに飛び上がった。


    　しかも飛び上がる際に、ばさばさっ、と視界を覆おおうほどの量のお札ふだが乱れ舞った。


    　その途端──グゴォォォォォォォッ、と武装したゾンビたちが火が付いたように叫び始めた。一体、なにが起こったのかわからず、鎖くさりを握る手に力が入る。


    　すると、こるりが的確に説明を入れてくれた。


    「魔法符マジツクカードの一種だ──まき散らすことにより、ゾンビの士気──この場合は凶暴性を高めているのさ。それ以外にも、あの札で死し霊りようを呼び起こしゾンビを作り出すことも可能だ。材料はこの地面の下にわんさとあるしね」


    「それって……つまりは死んじゃった帝都の人たちってこと？」


    　そうさ、とこるりはこともなげに頷うなずいた。──けれど、それで僕の心には火が付いた。


    　帝都の人々を殺すだけじゃなく、死んだ人間をも無理やり蘇よみがえらせ、手て駒ごまにするなんて、許すことなんか、できない。


    「どこまでも帝都を侮ぶ辱じよくしやがって……」


    　ぎりり、と奥歯を嚙かみしめ、心に宿った負の感情をすぐさま呪じゆ力りよくへと変えていく。僕の心は、ウサギ団への憎しみで一杯だ──この憎しみを糧かてにして、僕は夕ゆう日ひちゃんのために戦う。


    「こるり、荊いばら姫ひめの力、引き出してくれ──それと、夕日ちゃん、大丈夫？」


    　見れば夕日ちゃんは涙目になって、頭上に目いっぱい炎えん獄ごく蝶ちようを作り出していた。


    「大丈夫なわけ、ないでしょ！　もう無理！　嫌い！　──だから、早く消えて!!」


    　頭上の炎獄蝶が、二〇メートルほどの距離にまで迫っていたゾンビの群れに向かって降り注いだ。それでも路地を埋め尽くすゾンビの群れの、一割ほどしか焼けてはいない。むしろ、ぞくぞくと増え続けていて、ゾンビの数に際限はなさそうだ。


    　ごぉっ、と炎が一面に広がる。


    　と、同時に、僕の体から黒い荊があふれ出て、手足の先まで荊の模様に染まり、髪は荊と混じり棘とげを有しながらも長くたなびく。


    「呪じゆ界かい・荊姫──限定使用。さ、行ってこい、久く郎ろう君……それと、しーちゃん。これ貸してやる」


    　こるりは振り袖そでに手を突っ込むと、にょきりと、鮮やかな朱色の鞘さやに収まった、素しろ人うと目に見ても長いと感じる、一振りの刀を取り出し、しーちゃんに投げて渡した。


    　しーちゃんはすらり、と刃を抜き放ち、天に掲かかげる。本来、冷たく鋭利な銀色を宿しているはずの刃が、なぜかほんのりと紅色に染まり、どちらかというと磨かれた銅のような色になっている。まるで、血が染みつき、銀色と同化したかのような、怪しい輝きを放つ刀とう身しんだった。


    「三尺じやく三寸ずんの野の太だ刀ち。名めいは燕えん切きり──間違っても物干し竿ざおなどと呼んでくれるなよ。鋼鉄だって断ち切れる切れ味だが、曰いわく付きでね。なんでも使用者の寿命を吸い取る妖よう刀とうらしいぜ」


    　くくっ、とこるりは笑いをかみ殺す。こいつ、なんつー物ぶつ騒そうなもの貸し与えてんだ。


    　だが、しーちゃんはまったく気にする様子もなく。


    「呪のろわれた刀、か。その呪いも俺を避けて通る。これまでいくつも妖刀を使ってきたが、みなそうだった」


    　恐ろしげなことを口にして、ぶん、と刀を一振りし、鞘さやは腰へと下げた。


    「まずは化け物を作り出す少年兵が先だ──一気に駆け抜ける！　久く郎ろう、付いてこい！」


    「はい──！」


    　返事と共に、しーちゃんに続き、僕は炎に包まれたゾンビの群れへと斬きり込んでいく。向かい来るゾンビはすでに至近距離に迫っていた。目もく算さん五メートルほど、僕は全力で地を蹴けり間合いを一気に縮める。当然、相手も飛びかかってくる。だから、接触は一瞬のうちに起こった。


    　恐怖を押さえ込んで戦いに望まないといけない、けど──。


    　頑がん丈じようなゾンビは全身を真っ赤な炎で焼かれているというのに、牙きばを剝むき出しにし、手にした槍やりを突きだして──二十匹くらいがひとかたまりになって襲おそいかかってくる。


    　じゅくじゅくと焼けただれた凶きよう相そう、腐臭、獣けものじみた叫び声──猛たけっていた心もゾンビを前にすると萎い縮しゆくしていく。


    　暴力と醜しゆう悪あくの塊かたまり、ぞわぞわと蠢うごめく腐った亡もう者じやが、僕の体をよこせと言っている──違う。ダメだ。落ち着け。怖い怖い怖い怖い怖い怖い。


    「うぁぁぁぁぁっ！」


    　狙ねらいも計算もなく、絶叫と共に目の前に迫った一匹のゾンビを、体からあふれさせた荊いばらの渦うずへと呑のみ込んだ。無数の棘とげを持つ荊が竜巻のように螺ら旋せんに回転し、ゾンビを呑み込み、腐ふ肉にくと骨を砕くだき、ミンチにしていく。


    「なくなれ、なくなれ、なくなれ──僕の前から、いなくなれ！」


    　ゾンビのミンチ肉が僕の顔へびちゃり、とかかる。それでも僕は目を見開いて、恐怖のあまり引きつった笑みを浮かべ、ミンチにする標的を次なるゾンビへと移す。


    　怖いに決まってる。不気味に決まってる。逃げ出したいに決まってる──でも立ち向かう。打ち倒す。正気を捨ててしまえば、恐怖なんて感じないはず。


    　そう思った途端、僕の腰に、ゾンビの腕が絡からみついた。それも、ひしひしひしひしっ、と一いつ斉せいに十本以上の腕が、僕の下半身にまとわりつく。


    「ひぃぃぃっ。やめろ！　放せよ！　摑つかまるなぁぁぁぁっ！」


    　頭に血が上のぼって、がむしゃらに僕の体に覆おおい被かぶさってくるゾンビたちを払いのけようとするけど、無駄だった。数が多すぎる。一体、何十匹のゾンビが僕に群がっているか把握できないが、もはや手も足も、頭さえも押さえ付けられている。


    「が、ぐぐぐぐぐ──！」


    　絶叫すら出せない。なにか考えようにも、全身に駆け巡めぐる痛みによって、頭の中にはばちばちと火花が散るかのような刺激が駆け巡っていた。


    　こりこりぽりぽり、じゅるじゅる──聞こえるのは、僕の体を咀そ嚼しやくする音か？　よせ！　食べてんじゃねぇ。それは僕のものだ！


    　血が噴ふき上がり、肉が抉えぐれる──。刺され、裂かれ、折られ、焼かれ、あらゆる痛みが一度に押し寄せてきて、頭がぐちゃぐちゃになって、気を失いそうになるが──堪こらえる。


    「ひひひひひひ──」


    　激痛と恐怖がごちゃ混ぜになってるっていうのに、口からは笑いが漏もれた。もう自分の感情がわからない。


    　ただ、なんとか僕の心が壊れないよう繋つなぎ止めているのは、荊いばら姫ひめだ。どんな苦痛にも恐怖にも堪たえることが、できる──それに、再生することも。それが荊姫の不死身の力。


    「ぐぐぐぐぐ、っ」


    　継続し続ける痛みは、やがて痛みを感じさせる神経をも麻ま痺ひさせて、苦痛を薄れさせる。


    　その隙すきに──荊に命じ、体を一気に再生させ、そして反撃に転じる。


    「ひひひ──餌え食じきにしてやる！　粉こな微み塵じんだ！」


    　ぎゅるん、と僕の体からあふれた荊が、唸うなった。体の奥底から増殖する荊は、荒れ狂う竜巻のように僕の体を押さえつけていた数十匹のゾンビの群れを、根こそぎ呑のみ込んでいく。


    　荊によって形成させた黒い渦うずが、ゾンビたちの体をすり潰つぶしていく。その身にまとっていた鎧よろいも武器も、一緒くたに巻き込む。ミンチにするよりもさらに細かく、形すら残さず──土へと還かえしてやる。


    「無ぶ様ざまに！　無残に！　消え失うせろ！　ははははははは！」


    　赤茶色に濁にごった血肉を雨のように浴びながら、僕は哄こう笑しようした。


    　恐怖を抑えることはできない──なら高揚した感情へと身をゆだねればいいんだ。


    　未いまだ痛みが残留する体を引きずり立ち上がると、目の前に、懲こりずに襲おそいかかってくる四、五匹のゾンビがいた。ゾンビは手にした槍やりをこぞって僕の体に突き立てる。どどっ、と槍は深々と胴に食い込むと、下半身から力が抜け、その場に崩れ落ちそうになったが──糸の切れた操あやつり人形のような自分の体に、それでも精一杯の力を込めて、踏みとどまる。


    「……にぃ」


    　ゾンビを睨にらみ付けると、口角が自然と吊つり上がった。同時に、ぎゅるん、と激しく渦巻く荊でゾンビたちを呑み込んだ。ゾンビは荊の渦の中から脱出しようともがくが、一度呑み込まれてしまえば、瞬またたく間に無数の棘とげがその身を削り、原形を留とどめないまでにすり潰す。


    「よし、次だ！　誰も逃がしてやらないからな……」


    　視界に映るゾンビは、すべて標的だ。根絶やしにしろと、僕の心が咆ほえている。


    　一いつ心しん不ふ乱らんに、僕は荊の渦を繰り出し続けた。気付けば、僕の周りからゾンビの姿が消え、代わりにぐじゅりと、不快な感触がする赤茶色の道ができている。


    　ゾンビによって両側の民家が壊され、道幅が倍以上に広くなった路地は、石いし畳だたみの道に染しみ入る血と細こま切ぎれの腐ふ肉にくによって、見るもおぞましい地獄絵図と化していた。


    「ははっ、いなくなった！　僕がやったぞ、殲せん滅めつだ！」


    　押し寄せていたゾンビのざっと半数、百以上は蹴け散ちらしたか。さすがに荊いばら姫ひめを使いすぎたせいか、息が切れていた。見れば、体のいたるところが裂け血が噴ふき出している。荊姫の力で回復できなければ、数分で死に至る損傷だ。


    　立ち止まり傷を回復させながらも、僕の頭によぎっていたのは──さっきの夕ゆう日ひちゃんよりも多く、ゾンビを倒せた、という喜びだった。僕だってやればできるんだ。


    　ふと見れば、僕よりも前方で、ゾンビを押し退のけ進んでいくしーちゃんの姿が見えた。


    「──はぁっ！」


    　しーちゃんが気合いのこもった声を発すると、離れているというのに、びりっ、と皮ひ膚ふが震ふるえる。


    「しーちゃんは……いや、心配ないか。あの人だから」


    　ちらりと様子をうかがうと、しーちゃんは鞘さやに収めた刀の柄つかを握りしめ、ひしめくゾンビの中へと、吹き抜ける風のような素早さで飛び込んでいた。ざっと、三十匹はいるゾンビに囲まれている、が、それでも優勢なのはしーちゃんの方だった。


    　わっ、となだれを打ってゾンビたちはしーちゃんに飛びかかる。もちろん、手にした刀や槍やりを繰り出しながらの攻撃だ。しーちゃんはそんなゾンビたちをぎりぎりまで引きつけると──ちん、と鯉こい口ぐちを指で弾はじいた、次の瞬間。


    　きらり、と視界の中でなにかが光り、しーちゃんは抜ばつ刀とうを終えていた。


    　光速の抜刀術。


    「京きよう八はち流りゆう斑いか鳩るがの型──『朱しゆ点てん』」


    　しーちゃんのその言葉を聞き終わらないうちに、襲おそいかかっていたゾンビたちがまとめて弾け飛んでいた。手や足や胴や頭が、ばらばらになって飛散する。三十匹まとめて、一ひと太た刀ちの元に斬きり伏せたのだ。


    　まさに一いつ騎き当とう千せん──磨き上げられた剣技は、大量殺さつ戮りく兵器と同義だと、実感できる。


    「しーちゃんの方がよっぽど異能力じみてるよな……」


    　ぐしゃり、と転がる腐肉を踏みつけて、しーちゃんは進んでいく。


    　血走った目で、ゾンビを睨にらみ付けていて、まるで殺人快楽者のような形ぎよう相そうだ。人のことは言えないけど。


    「鬼司令から司令を取ったら──鬼しか残んないってか」


    　ぼそりと聞こえないよう呟つぶやいたつもりだったのに、しーちゃんがぎろりとこっちを睨み付けた。


    「休んでないで動け、久く郎ろう！　でないと全部、俺が殺してしまうぞ──久しぶりだ、こんなに後腐れなく殺さつ戮りくが楽しめるのは！」


    　完全に悪役と化した台詞せりふを吐き散らし、しーちゃんは武む者しや姿のゾンビを斬きり倒した。


    「はっはー、実戦はいい。肉を斬った感触が手に残るぞ！　かかってこい！　刀の露つゆにしてくれる──！」


    　いつもの冷れい徹てつ司令ぶりはどこにいったのかと思うほど、戦いを楽しんでいる。嬉き々きとして敵に斬りかかるその姿は、普段の憂うさを晴らしているかのようだ。


    「僕も負けてらんない──夕ゆう日ひちゃんも見ててくれてるはずだから！」


    　止めていた足を再び動かし、ぎゅるん、と荊いばらの渦うずを作り出す。荊の渦は一度に、何十匹もゾンビを呑のみ込み、粉ふん砕さいする。それに、頭上からは絶えず、炎えん獄ごく蝶ちようが降り注ぎ、ゾンビの体を炎で焼き尽くしていく。三百匹はいたゾンビの群れが、一匹も残らず壊滅するのも時間の問題だった。


    　あれだけひしめいていたゾンビの群れも、ずいぶんと薄くなった、と見渡していると、ゾンビたちの後ろにいたのは──。


    「見つけた！」


    　僕はバネのように跳はね上がり、まばらになったゾンビの群れを飛び越えた。すたん、と着地すると、わずか二メートルばかり、つまり一足の踏み込みで接近できる場所に、少年兵が立っていた。


    「ちっ──！」


    　舌打ちをして、路地のさらに奥へと少年兵が飛び退のき、僕と距離を取ろうとしたが、そんな行動、予測ずみだ。


    　すでに荊の射程範囲内。一方からではなく、四方八方から這はい寄る荊が、少年兵の体をなんなく捕らえた。


    「ぐっ……くそっ」


    　荊でがんじがらめになり、身動きが取れなくなった少年兵の前に、僕は着地する。


    　その顔をのぞき込めば、屈くつ辱じよくに満ちた瞳ひとみで、僕を睨にらみ付けていた。


    「ふんっ──いいざまだ。まぁ、暴れるな。傷つくだけだ」


    「はっ、情けのつもりか。そんなものいらない。ひと思いに殺せばいいだろ！」


    「威勢がいいね。そんなに死にたいのなら」


    　僕は荊を束たばにして絡からみつかせた漆しつ黒こくの槍やりを手に持ち、少年兵の首元へと突き立てた。


    　が──それ以上はしない。


    　こいつはゾンビとは違う。敵であろうと、人を殺すことはしたくない。人の命を奪うばう覚悟が──僕にないから。だから、この槍はただの脅おどしだ。


    「なぁ。降参すれば、命まではとらない……なにもこんなとこで死ぬのが本ほん望もうじゃないだろ」


    　僕の申し出に、しかし少年兵は、ぺっ、と槍やりにツバを吐きかけた。


    「降参などするものか──我われらは誇り高きウサギ団の一員。潔いさぎよく死んでやる……それとも、まさかさぁ──人の命は奪うばわない。そんな甘い考えを持ってんじゃないだろうな？」


    　くっ、と僕はたじろいだ。すると、僕の周りにぞくぞくと他の少年兵たちが集まってきた。捕らえられた仲間を、救いにきたようだ。


    　ずらりと九人の少年兵に囲まれてしまう。これで全員か？　ちらりと後方にいるしーちゃんに目を向けると、僕の状況に気付いてはいるのだろうけれど、まだゾンビたちと戦っていた。


    「ばっかじゃないの？　すぐに殺せばよかったのに」


    「そうそう。囲まれちゃおしまいだね。すぐにゾンビを呼び出してやる」


    「でもなんの魔法だ？　その体？」


    「どうでもいいじゃん。待ってて、すぐにこいつぶっ殺して助けてあげるから」


    　少年兵は代わるがわる口を開き──僕は立ち尽くしたまま、にやり、と笑っていた。


    「ばかはおまえたちの方だ──わざわざ集まってくれるなんてな」


    　少年兵たちの背後から、荊いばらが伸びる。僕の足あし下もとから地中を伝って荊を忍ばせていたのだ。


    　地中から現れた荊は、ぞるるるっ、と素早い動きで少年兵たちに絡からみつく。


    　この程度の奇襲、感づかれているかとも思っていたが──実にあっけなく、一人も逃のがさず少年兵たちを捕ほ縛ばくできた。僕の実力をなめきって、全員でかかればどうとでもなる、とでも油断していたのかもしれない。


    　ともかく、捕縛は成功。


    　抵抗できないよう荊で締め上げるが、けれど、少年兵たちの顔に、焦あせりはなかった。


    「だからなんなの？　捕まえたからっておまえに僕らが殺せるの？」


    「無理だよ、だって戸と惑まどってます、って顔に出てるし」


    「笑えるー。人も殺せないなんて。だっせぇの」


    　見え透すいた挑発だった。彼らが僕の注意を引きつけている間に、少年兵の一人がこっそりと袖そでの中に隠していた魔法符マジツクカードを取り出そうとしている──なんてことはお見通しだ。


    　僕はすかさずその少年兵の手をとった。


    「残念。没収だ」


    　魔法符を取り上げ、にこりと笑いかける。そして、苦々しく目を逸そらす少年兵の手をとり。


    「おまえら、僕のこと見くびりすぎなんだよ。別にやさしくするつもりなんかない」


    　べきり、と指を一本、関節に逆らってへし折った。木の枝のようにあっけなくひん曲がる。


    「──っ！」


    　痛すぎて悲鳴も上げられないのか、少年兵の体がびくりと動いた。けれど、拘束しているせいで、のたうち回ることもできない。


    「殺しはしない──僕はその一点を守り続けようと思う。だけど、だからといって危害を加えないとは言ってない。いいかい？　この世には死んだ方がマシって思えるほどの苦痛もあるんだよ」


    　ぺきっ、と次は指の爪つめを無理やりに剝はがした。


    「ぎゃぁぁっ！」


    　今度はさすがに悲鳴を上げた。でも、止やめない。ぺきっ、ペきっ、と一本ずつ指の爪を剝いでいく。


    「この程度じゃ、最悪の苦痛とはほど遠いよね──よし、姿勢を変えよう」


    　僕の意志一つで、少年兵を捕らえていた荊いばらは、椅い子すへと形を変える。少年兵はその椅子に座らされ、腕や足すら動かせないよう、全身を拘束されたままだ。とげとげしい荊の椅子は、拷ごう問もん器具を思わせる──それが僕の加か虐ぎやく心をいっそう高ぶらせる。


    「段階を踏もうか。第一段階は爪を剝ぐ、だったからその次は──」


    　僕は少年兵の細い手首に、鋭い荊の針を貫通させた。肉を貫つらぬく感触が手に伝わり、背せ筋すじに快楽の刺激が走った。


    　少年兵は、僕とは真逆の、激痛の刺激が走ってるだろうけど。


    「ぎゃがぁぁっ！」


    　絶叫は、その場に拘束された少年兵たちの顔からそろって血の気を引かせるのには充分な効果を発揮したようだ。


    　ふふん♪　と鼻歌まじりに、僕は少年兵に詰め寄る。


    「──次は、なんにしようか？」


    　少年兵たちが次々に戦意を喪そう失しつし、降参するまでさして時間はかからなかった。


    



    　　　　　◆◆◆


    



    　ほどほどに痛めつけ、その後、気絶させた少年兵たちをざっと眺めたあと、しーちゃんは僕へと視線を移した。


    「生かしておいた方が後々使えるかもしれないが……おまえもやるようになったな？」


    「敵に情けをかけてたら、守れるものも守れなくなりますから──夕ゆう日ひちゃんの大切なものを守る、そのためには、僕だって変わらないといけないんです」


    「それで、ひと思いに殺すよりも生きたまま辛つらい目に遭あわせる、か……なかなかにいい趣味だ」


    「僕も結構、痛い目に遭ってるんで、どんなことをしたらより効果的に痛めつけられるか、ってのは得意なんです。だから、この方法を思いついたのかも……」


    「マゾでロリコンでシスコン、に加えてサド、ってますます変態に拍車がかかってきたな。存在そのものが不ふ埒らち、みたいな？」


    　人をばかにした台詞せりふをするする吐きながら、箒ほうきを肩に掛けたこるりが近づいてきた。僕らが敵勢に突っ込んでる間、後方でも戦っていたのか、箒ほうきの先が血に染まっていた。


    　で、こるりと一緒にいた夕ゆう日ひちゃんは、てててて、と小走りに駆け寄ってくると、ばふっ、と僕の胸に飛び込んできた。


    　そして、潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる。


    「よしよし、よっぽどゾンビが怖かったんですね」


    「違うもん、怖くなんてないって言ってるでしょ……ただ、大っ嫌いなの……」


    「そうですね。でも、もういませんから安心してください。ゾンビを呼び出してたやつらは、僕がこらしめてやりましたから」


    「ほんとぉ……よかった。久く郎ろう、私のために頑張ってくれたの……」


    　ぎゅー、と夕日ちゃんはさらに力を強めて抱きついてくる。この子の体は本当に僕と同じ素材でできてるのか？　と疑いたくなるほど、ふにっふにに柔らかくて、最高の抱きつかれ心地だ。


    　……いい。これはいい夕日ちゃんです。ゾンビに怯おびえて弱ってる夕日ちゃん、心がきゅんきゅんするほど可愛かわいい。


    　などと、夕日ちゃんを堪たん能のうしてると、かなりマジな勢いでこるりの箒が僕の頭を直撃した。　がつん、と頭ず蓋がい骨こつに衝撃が走り、目の前に星が飛ぶ。


    「はい、そこ、気を抜かない──まだ戦いの最中だってこと、忘れるなよ」


    「なに言ってんだよ、こるり。だって少年兵はみんなここに──」


    「だったら、周り見てみろよ。面白い景色になってるからさ」


    　こるりに言われ、周囲を見渡すと──息を呑のむ光景が、広がっていた。


    　倒壊した民家のガレキの上に、気配を殺し、にゅっ、と伸びている無数の不気味な影。それが、路地の両脇わきにずらっと並んでいる。


    　見覚えのある黒いドクロの仮面、黒いツナギに同色の手袋とブーツ。全身真っ黒に揃そろえているが、ただ一か所だけ、首元にたなびくマフラーは情熱的な赤色。


    　そして、手には抜き身の刀がすらりと伸びている。刀の刀身からはばちばちっ、と火花が散っていた。


    「なんだよ……この数。この前の比じゃない……」


    　あ然とするしかない。


    　ガレキの上から僕らを見下ろしているのは、鬼ほお灯ずき機関と相対する警察庁オカルト事件専門、千せん燈とう機関の特殊兵器──電人ロボツト刑事。電気の力を使い異能力者とも対等に渡り合う超兵器が、百を有ゆうに越えた数で立ち並んでいた。


    「電人刑事部隊……完成させてきたな、雨あま宮みやくらら」


    　しーちゃんが険しい表情を浮かべ、刀の柄つかに手を当てた。


    　その途端──電人刑事たちが一いつ斉せいに刀を構えた。あきらかに、僕らと敵対する気だ。殺気がだだ漏もれている。


    「時間がないっていうのに！」


    　身にまとった荊いばらを、電ロボ人ツト刑事に差し向けようとした──が、そんな僕の前に、しーちゃんが背を向け立ちはだかった。


    「久く郎ろう──こるりと夕ゆう日ひを連れて、敵の本隊を叩たたけ。もたもたしてると間に合わなくなる」


    「で、でもっ。本隊ってどこにいるかも……」


    「わかるさ──」


    　こるりが、さらりと答えた。


    「ウサギ団にとって邪魔なのは帝てい都と全域に張り巡めぐらされた結けつ界かい。だから、敵の本隊は結界を消すため絶ぜつ界かい機関の近くにいる可能性が高い。おそらく、こっちの事情なんて相手には筒つつ抜ぬけだろうからな」


    「そういうことだ──わかったのならさっさと行け。電人刑事の相手なら俺がする」


    「そんな……無茶だ」


    「そうでもないさ……どうやら、思し夜やと小こ鳩ばとも間に合ったようだしな」


    　にぃ、としーちゃんが不敵に笑みを浮かべると、しーちゃんの足あし下もとから伸びる影から、ぬっ、と思夜さんと小鳩ちゃんが姿を現した。影から影へと移動する思夜さんの秘術。それを使ってここまで来たのか。


    　思夜さんは影から抜けきると、僕らに向かってぺこりと頭を下げた。


    「遅れて申し訳ありません。こちらの任務は完了いたしましたので、これより屍し人びと様をお守りいたします──ですので、久郎君。ここは私たちに任せてください」


    　思夜さんの隣で、小鳩ちゃんも顔を真っ赤にしながらも、こくこく、と何度も頭を振っている。人と接するときの緊張した様子は相変わらずみたいだ。


    「──なら、遠慮も心配もいらなさそうだな。さ、久郎君。空からいくぞ。その方が早い。ボクの箒ほうきにまたがりたまえ」


    　迫り来る電人刑事部隊に、自分たちだけ脱出するなんて心苦しいけど、ここでごねている時間がもったいない。しーちゃんの命令に従うのが、一番いいんだろう。


    「わかりました。あとは頼みます」


    　納得して、箒にまたがっているこるりの後ろに、同じようにまたがった。これから何をするかわからないが、なかなかに不思議な格好だ。


    「さすがに三人は乗れないからな──夕日ちゃんはこれに乗れ。ボクが遠えん隔かく操作してやるから、乗ってるだけでいいからさ」


    　振り袖そでに手を突っ込んで、こるりはそこからもう一本、箒を取り出した。あきらかに振り袖に入る大きさではないけれど、今さらこるりが突とつ拍ぴよう子しもないことをしようと、どうってことない。


    「……なんで、私と久く郎ろうが一緒じゃ……ないの」


    　こるりから箒ほうきを受け取った夕ゆう日ひちゃんはむすっ、とした顔で不満気だったが、それでもしぶしぶ箒にまたがった。


    「ボクと久郎君とは力を供給する仲だからな。くっついてた方が都合がいいのさ」


    「なんか……言いくるめられてる気がする。……あんまりひっついちゃ、ダメだから」


    「夕日ちゃん、一いつ時ときのことです。そんなに気にしないで──」


    「むぅ……久郎が言うなら……」


    　僕がやんわりと夕日ちゃんを説得したところで、こるりがぎゅっと箒の柄えを握りしめた。


    「じゃあ、飛ぶからね」


    　その言葉通り──ふわり、と箒が僕らを乗せて浮かび上がる。同時に、隣にいた夕日ちゃんの箒も、浮かび上がっている。


    「うわっ……こんな風に、飛ぶの？」


    　僕も落とされないよう必死に箒に摑つかまった。


    　そのとき──飛び去ろうとしている僕らを阻そ止しするため、電ロボ人ツト刑事部隊が、ついにガレキの上から飛び降り、雷かみなりのような速度で一直線にこっちに向かってくる。そして、しーちゃんはそんな電人刑事と刃やいばをまじえる。


    　激しい交戦の音が耳に届いたのもほんの一瞬。箒が急加速し、空高く突き上がっていく。


    「桜さくら下した卿きよう、行ってきます！」


    　返事があるはずもないが──それでも一ひと声こえ掛け、心の中で無事を祈る。


    　箒は僕らを乗せぐんぐんと上昇していく。みるみるうちに、帝てい都との街並みは小さくなっていき、見下ろせば、いたるところに出現しているゾンビたちによって、今まさに荒れ果てていこうとする帝都の姿があった。


    　守ると決めたものの、悲ひ惨さんな姿──報むくわれない人々。


    「せいぜい負の感情を膨ふくらませるといい。それは君の力になる」


    　こるりが、そんなことをぽつりと呟つぶやいていた。

  


  
    ◆　　４章　幼女未来

  


  
    



    



    「荊いばら姫ひめ、一いつ旦たん解除するよ──エーテルも無む尽じん蔵ぞうじゃないからさ」


    　帝てい都と全域を覆おおう結けつ界かいに触れないぎりぎりの高度まで上昇したところで、こるりがそう言うと、僕が返事するよりも早く、体を覆っていた黒い荊はかき消えていった。


    　途端、ふっ、と心が軽くなった。真っ黒な感情に覆われていたのが、少し和やわらぐというか。


    「……どうも、使いすぎはよくないみたいだな」


    「なんの話だい？」


    　なんでもない、と頭を振って、言葉を濁にごした。


    　呪じゆ界かい・荊姫の力をこるりの手助けで使えるようになったのはいいけれど──その代償として、使う度たびに心が荒すさんでいく気がした。残酷さが増し、好戦的になってしまう。


    　異能力を使えば、災わざわいが引き寄せられる。それは絶対の宿命だ。逆らうことなど、誰もできない。


    　自分の意志に関係なく、性格が悪くなるのもある種の災いだとも言えるけど──荊姫ほどの強力な異能力を使っておいて、性格の変化程度の災いで済むはずはない。


    「もしかして、ウサギ団がやってきたのも……」


    　この帝都の惨さん状じようも、すべては以前から僕が荊姫の力を使ったから、引き起こされた災いなのかもしれない、とそんな絶望したくなるような考えが浮かぶ。


    　そうだとしたら、心が押し潰つぶされそうになる──けど、すぐに気持ちを切り替えた。


    　たとえ、僕のせいだとしても。


    　実際に帝都侵略を開始したのはウサギ団で、僕はあいつらを打ち倒すと決めたんだ。夕ゆう日ひちゃんのために。


    「その決意だけは、揺らぐわけにはいかない──」


    「ぶつぶつと気味が悪いな。後ろから独り言呟つぶやかれるってのは、あんまり気持ちいいもんじゃないんだけど」


    「悪かった……考えごとしててね」


    「それはいいな。君は思考がおろそかになりがちだ──ない脳みそでも、使っていればいずれ発達するかもしれない」


    「今の発言が、僕をばかにしているってことくらいは、わかるんだからな……」


    　と、ここで、風の影響か、乗っている箒ほうきがぐらりと揺れた。


    　僕は慌あわてて箒の柄えを強く握りしめる。


    「うぁぁっ……あ、あのさ。もうちょっと、くっついていい？」


    　控えめに言うと、こるりはなにも気にとめない様子で、いいけど、と答えた。


    　僕はこるりの背中へと体を密着させ、両手をこるりの肩へと乗せた。しがみつく、という表現がぴったりな体勢だ。


    「……む。近い」


    　僕らの隣で、同じように箒ほうきにまたがって飛んでいた夕ゆう日ひちゃんが、眉み間けんに皺しわを寄せていた。


    　僕は慌あわてて否定する。


    「違うんです。これはその……こ、怖くて。足だって宙ぶらりんだし、落ちたら終わりだと思うと……」


    「ははっ、久く郎ろう君が高所恐怖症だとは知らなかったな。肩に乗せた手が震ふるえてるぜ」


    「ばかにすんなよ！　高いとこが苦手なんじゃなくて、箒で空を飛ぶのが苦手なんだ。なんだってこんな不安定なものにまたがって飛ぼうと思うんだ。もっとこう、向いてそうなものたくさんあるだろ」


    「伝統だから仕方ない──これ以外だと、頭に竹とんぼ乗せて飛ぶってのもあるけど、あれは初心者じゃ無理だから」


    「魔女はわざわざ変なものばっかり選んで空を飛びたがるのか……？　ま、地を走るよりもずっと速いから我慢はするけど……」


    　文句を言っても仕方ないのはわかっている。


    　なので、僕は話題を変える。


    　目的地に到着するまで、時間を無駄に過ごしている場合じゃない。


    「料亭での話の続きをしようか、こるり」


    　ぴくり、とこるりの肩が動いた。同時に、僕らの間の空気が鋭いものへと変化した。


    「よく覚えてたね。すっかりうやむやになっちゃってるものだとばかり」


    「いくらなんでも忘れやしない。おまえがウサギ団の一員だ、なんてことはさ」


    「どういうわけだよ、と言いたいんだろ。いいよ。もう隠しても意味はない。話してはやるさ」


    　こるりは、首だけで振り向いて、僕の顔をのぞき、その後、隣の夕日ちゃんにも目をやった。


    「……どうでもいいわ。勝手に……話しててよ」


    　聞く気がないような夕日ちゃんだけど、こういう場合、しっかり耳だけはこっちに向けていたりする。


    「では勝手にするよ──突とつ拍ぴよう子しもない話になるから、信じるか信じないかは好きにしてくれ。ただ、ボクはこの話に限って、噓うそを言う気はないが」


    「心して聞くよ。で、なにから話してくれるんだ？」


    「そうだな──例えばだ。これもボクの決め台詞ぜりふじゃないんだが、『この中に、未来人、宇宙人、異世界人、超能力者がいたら、あたしのところに来なさい』と言われたとしよう」


    　いきなり何を言いだすんだ。


    　しかもどんな状況で言われる台詞なのかまったく見当がつかない。でも、話が見えるまでは、さらっと流しておこう。


    「ボクは『あたし』とやらのところに行かないといけない。それはなぜか？」


    「──おまえが超能力者、だからだろ？　超能力って言い方はあんまり聞かないけど、魔法だって言ってみれば超がつく能力だしな」


    　答えると、こるりは、正解、と言ったあとに、


    「ただし、この場合、答えは複数あったりする」


    　と付け加えた。


    「うん……？」


    　きょとんと、目を丸くしていると、こるりはさらに続けた。


    「ボクは魔女だから超能力者に該当し、さらに、百五十年後の未来からやってきた人間だから、未来人にも該当する、というのが正しい答えだ」


    　超然とするわけでもなく、当然のように言い放った。


    　一瞬、思考が停止したが──こるりの言葉を三度、頭の中で繰り返すと、それだけで。


    「そうか……変わったやつだとは思ってたけど。まさかな……」


    　自分でも驚きだが、なんとなく納得できた。


    　むしろ、納得できないのはこるりの方で。


    「──おい！　さすがに今のだけで納得されても！」


    「だってさ。魔女で幼女で時計店の店主で元三み日か月づき卿きよう──っていう、おまえを表わす言葉にね。未来人ってのが付け加えられても違和感ないから……そうなのかぁ、と頷うなずけるんだよね」


    　それに、噓うそか本当かなんて、僕には見極められない。本人が未来人だって言うんなら、それでいいと思う。僕が困るわけじゃないし。


    「そうかもしれないけど……証拠見せろ、とか言われると思ってた」


    「え？　なんかあるの？　見たい！」


    「今は持ってないよ。見せたとしても、理解できないと思うから意味ないし──この間、君に渡してたウサギちゃんバッジも、携帯電話っていう端末を進化させたものなんだ。未来の道具ってやつさ」


    　ウサギちゃんバッジっていうと、遠く離れていてもお互い会話ができた、あの便利な道具か。僕は知らずに未来の道具を使いこなしてたって考えると、なんか、凄すごいな。


    「言っとくがあれは魔法じゃないぜ。科学の領域だ。魔法による意思伝達しか使わないってこだわってるやつもいるけど、なんだかんだ言って科学も便利なもんだからな」


    「うーん、？　魔法と科学がごちゃ混ぜなのか？　未来って不思議だな。じゃあ、おまえが未来からこの時代にやってきたのは──どっちの力を使ったんだ？」


    「もちろん、魔法さ。ボクは時を支配する魔女、だと自負しているからね」


    　そういえば、以前、こるりの魔法を見たことがあった。三日月卿事件の最中、昏こん睡すいした夕ゆう日ひちゃんを治してくれたときだ。


    　確か、こるりはたくさんの懐中時計を使った儀ぎ式しきを行おこなっていた。時計は時を司つかさどる道具。あの魔法も、時間を操あやつるものだったのかも。


    「時を自由に移動できる魔法か──夢が広がるっていうか、便利そうだな、それ」


    「まぁね。使いこなせたら、の話だけど」


    「だっておまえはこの時代にやってきたんだし、できるんだろ……？」


    「残念。ここにいるのは偶然さ。事故だったんだ」


    　こるりは、さっきから一度もこっちを振り向かず、淡々と語っている。


    「時を支配するのは容易ではなく、ボクはまだまだ未熟だった──だから研究に没頭し、あるとき、実験をしてみたんだけど……」


    「まさか……失敗、したのか？」


    「うん──とんでもなくしくじっちゃった」


    　こるりは、ぽりぽり、と頭をかいた。


    「干渉していた時じ空くうからわけのわからない力があふれ出しちゃって、世界に大穴あけちゃったっぽいんだ。あのときばかりは焦あせったぜ。最小でこの列島、最大で世界もろとも吹っ飛んでるだろうなぁ……で、本当ならボクも巻き込まれて死んでるはずなのに、気付いたら百五十年前の、つまりはこの帝てい都とにいたの。ツイてるんだかツイてないんだか……」


    「あ……あぁ……」


    　開いた口が塞ふさがらなかった。


    　さらっと、なんてこと言いやがった。


    「な──！　それ失敗で片付くようなことじゃないだろ。世界、終わってんじゃねぇか!?」


    「まーいいじゃん。やっちゃったことは仕方ないんだし。過去なんて振り返らないで、ボクはこの時代を楽しむことに決めたんだ！」


    　からから、と元気に笑う。


    「……おまえ、金こん輪りん際ざい時間を移動する類たぐいの魔法は使うな。ちょっとした実験でもダメだ。いいか、わかったな！」


    「怖い声出さなくても、もうやらないよ。ボクは今この時を生きることが好きだし、同じ失敗は繰り返さない……これでも魔女の誇りは失っていないつもりなんでね」


    「自分勝手な誇りだな……って言っても、未来のことは僕にはどうもできないし。仕方ないと割り切るしかないか──」


    「そう言ってくれるとありがたいね。別にやりたくてやったわけじゃないし、責められても困るから──それと、だいたい察しはついてると思うけど、ボクがウサギ団の一員だったのって、百五十年後の未来でってことで、しかもボクは未来でも帝都に住んでいた。だから、ね……」


    　その先を、こるりはあえて濁にごした。


    　でも言わなくてもわかる──百五十年経たってもウサギ団が健在ってことは、帝都侵略は成功してしまったということなんだろう。


    　そんなこと、信じたくないし、認めもしないが。


    「ウサギ団についてくわしいのも、そういうわけか……まさか、未来のウサギ団と知らずに友人になってたなんてな」


    「黙ってて悪かったね。ウサギ団だって知ったら、もう友人だって思ってくれないかい？」


    「なんでそうなるんだよ。僕はおまえの肩書きやら所属を見て友人やってるわけじゃないんだ。なんとなく、おまえとは気が合うし、一緒にいると楽しいから。そういうのが友人ってやつだろ？」


    　恥ずかしいと思いつつも、真剣な想おもいを口にすると──こるりは、数秒間まをあけて、ふっ、と吹き出した。


    「笑うなって！」


    「違うよ、君を笑ったんじゃない。友人を止やめないでくれ、って頼んでるような質問をしたボク自身を滑こつ稽けいだと思ったのさ。君は、大した理由もなくボクを気に入ってくれる、珍しいやつなんだよな」


    「……んー？　理由とかいるか？　気付いたらいつの間にかお互い友人だと思ってたしな」


    「そうだね。理由なんてさして問題じゃないな……いつの間にか、か。意識してて、その後、気持ちに気付いて──ボクにだって一人くらい、理由もなく傍そばにいてほしいと願う存在がいてもいいんじゃないかって。ガラにもなく思っちゃって。ははっ、寂しかっただけかもな」


    「いいんじゃないか？　一人が寂しいのなんて当たり前だろ。誰かを求めたくなるのも、普通だって……ま、僕はおまえに求められるほど、たいそうなもんじゃないけどな」


    　僕がそう言うと、こるりは再び、ふっ、と笑った。今度の笑いは、きっと青臭いこと言ってる僕を、笑ったんだろ。


    　脇わき道みちに逸それた話を戻すと──とにかく、だいたいの事情は呑のみ込めてきた。


    　けれど、疑問も残る。


    「──じゃあ、目的ってなんだ？　この時代にやってきたのは偶然なのに、おまえには目的があるって言ってたよな」


    　その目的は、ウサギ団を倒そうとするしーちゃんと重なるところがある、とも。


    　だから、こるりはしーちゃんと手を結んだ。


    　僕は、さっきからうっすらと頭の隅すみに残留し続けていたことを、口に出してみた。


    「歴史を変える──そのつもりなんじゃないのか？」


    　ふふっ、とこるりの口から声が漏もれた。


    　表情は見えないが、僕の発言をあざ笑っているような気がした。


    「簡単に言うね──だが、はたしてそんなことできると思うかい？」


    「できるだろ。例えば、おまえがこれからウサギ団を倒せば、百五十年後のウサギ団なんていなくなるはず」


    「となると、ウサギ団が帝てい都と侵略したあとに誕生することとなったボクという存在はどうなる？」


    「え？　そんなのは……だってこるりはここにいて……」


    　どうなるんだろう？　こるりが生まれるきっかけを潰つぶしてしまったら、こるりは生まれず、過去にやってくることもなく、そして──あぁ、わけがわからない。


    「どうなるかなんて、ボクにだってわからないよ。時間移動ってのはボクにとって初めてのことだし、ボク以外の前例も確認できていない。だから、この世界に干渉してなにが起こるか、予測もつかない。もしかしてボクは過去にやってきたと思っているけれど、ここが異世界である可能性も零ゼロではない。その場合、ボクの知る歴史と重なる部分もあるから、多元世界という認識になるかもしれないが」


    「急に話がわかんなくなったんだけど……」


    「ようは、予測不可能」


    　こるりは言い切った──今までこるりにわからないことなんてない、と僕は漠然と思っていたものだから、衝撃的な響きだ。


    「そうとしか言えない。実際になにが起こるかは、ボク自身が確かめるしかないんだよ──それを踏まえて、ボクはウサギ団を倒そうと思ってる。そしてあいつらの一人がこの体にかけた魔法を──」


    　そうまで言って、こるりの口が止まった。


    　その原因は、僕にもわかる。


    　蜂はち。


    　黄金色に輝く蜂が、僕らを囲むように飛んでいる。


    　こんな上空を蜂が飛ぶ──わけがなく。この蜂は本物じゃないのはあきらかだ。


    「──ちっ、こんなとこでか」


    　こるりが舌打ちをした。


    　周りを飛ぶのは──夕ゆう日ひちゃんの呪のろい、黄おう金ごん蜜みつ蜂ばち。


    　本来なら、蜂の針を介して呪いを相手に注入し、肉体を意のままに操あやつってしまう──そういう効果のある術なのだけれど。


    　ここで黄金蜜蜂を使う必要なんてないはず、と夕日ちゃんへ目を向けた瞬間。


    　そこには予想をはるかに超えた光景があった。


    「え？　なにを……？」


    　夕日ちゃんは、黄金に輝く雲のような──密集した黄金蜜蜂の群れの上に、立っていた。


    　しかも、立つだけでなく、こっちに向かって歩いてくる。夕日ちゃんと僕らは、ある程度距離をとって、平行に箒ほうきで飛行していたのだけれど──僕らと夕日ちゃんとの距離、一メートルほどの空間に、黄おう金ごん蜜みつ蜂ばちが集積し、黄金に輝く絨じゆう毯たんのような足場となっている。


    　そして、ばきり、と足あし下もとに転がっていた箒ほうきを踏み砕くだく夕ゆう日ひちゃんの顔は、無表情だった。怒りも威圧感もまったくわからず、ゆらりゆらりと、こっちに向かって歩いてくる。まただ、旅館のときと一緒の状態。いつもの激情を散らす夕日ちゃんとはあきらかに違う。　


    「あら……お喋しやべりはおしまい？　いいのよ、もう少し……話していても。最後の楽しい一ひと時ときに……なるかもしれないのだから」


    　その言葉は、こるりに向けてのものらしい。


    　同時に、ごぉ、と体から数匹の炎えん獄ごく蝶ちようがわき上がった。


    　おかしい──黄金蜜蜂はそれほどたくさんは作れないと以前言っていたのに、足場にするほどの量を作り出し、さらに炎獄蝶まで操あやつっている。


    　実力が上がっている？　それとも、今まで噓うそをついていたのか。いや、それよりも呪のろいを使ってるのに感情が昂たかぶらないのがおかしい。


    「──違う。そんなこと考えてる場合じゃない！」


    　僕は至近距離まで迫った夕日ちゃんに向かって、声を張り上げた。


    「夕日ちゃん！　なんのつもりか知りませんが、呪いを抑えてください。ここに敵はいません！」


    「どう、かしらね。……こるりちゃんは、私の敵なのかも──久く郎ろうにとっては……なに？　ただの友達？　向こうは違うのかも……」


    「夕日ちゃん、余計なことを言うんだったら、今すぐ黙らせてやってもいいんだぜ」


    　気付けば、こるりも殺気立っていた。箒の軌道を変え、夕日ちゃんと向かい合っている。


    「なんだよ、二人して。僕にもわかるように──」


    　説明してくれ、と言おうと思ったが、二人は僕の言葉になんて反応すらしない。


    「……魔女の契約なんてものじゃ、久郎を手に入れるのは……無理」


    「けっ、久郎君の気持ちに応こたえてすらやらなかったくせしてよく言うぜ──箒に乗せておけば自由は利きかないと思ってたが、空の上でやり合う気かよ」


    「邪魔する者がいなくて……やりやすいの。さ、準備は……いい？」


    　二人は僕を置いてけぼりにして、すでに臨りん戦せん態勢に入っている。


    　止めるのが僕の役目だろうけど、どうやって？　──と、悩んでいると、急にこるりが振り向いた。


    「君を守ってる余裕もなさそうだ。仕方ない」


    　言い切るやいなや、こるりが不意にどん、と強く僕の体を押した。


    　ぐらり、と僕は後ろに大きくのけぞり、一度体勢を崩すともう立て直すことはできなかった。


    　つまり、箒から落っこちて、宙に投げ出されたのだ。


    「鎖くさりは操れるんだろ。だったら自分でなんとかしろよ──心配するな、すぐに追いつく」


    　早口でこるりがまくし立てる。


    　そのすぐ横から、弾丸のような速度で炎えん獄ごく蝶ちようが迫っていて──どぉん、と僕の見ている中、こるりを巻き込み爆発が巻き起こった。


    　僕の体は爆風に煽あおられ、紙切れのように宙を舞った。


    「──！」


    　言葉もなく、為なす術すべもなく、僕は落下を始めていた。


    　爆発の中からこるりの姿らしきものが、夕ゆう日ひちゃんに向かって飛びかかっていくのが見えたけれど、それもすぐに小さくなっていく。


    　大切な友人と大好きな妹が──本気の戦いを始めた。


    　おまけに僕は、空高くから落下中。


    　なんという、散々な状況。


    「あぁぁぁぁぁっ、ったく好き勝手しやがって──！」


    　声を張り上げ、わめき散らした。


    　ウサギ団の侵略という大問題と、友人と妹の仲が最悪という個人的問題が頭の中でごっちゃ混ぜになって、叫び出さずにはいられないほど、混乱していた。


    　それでも僕の体は、風を切って、落下する速度はますます上がっていく。


    　このままだと地面に追突して死んでしまう。今の僕は荊いばらの力も使えないから不死身じゃない。
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    「なにか……引っかかるところがあれば」


    　頼みの綱は右腕の鎖くさり。


    　これをどこかに絡からみつかせられれば、地面に衝突するのだけは避けられる。


    「あるのか、そんな都合のいいもの……？」


    　考えているうちに、どんどんと、地面が近くなってきた。


    　米粒ほどだった町並みもはっきりと見えてくる。


    　目をこらし、ビルヂングだとか塔だとか、そういう絡みつかせやすそうなものを探すが、見当たらない。


    　しくじれば死ぬ──そう思うとどんどんと焦あせりが増してくる。鎖を握る手はじっとりと汗ばみ、心臓が高鳴り思考は千ち々ぢに乱れる。ダメだ、集中できない。死ぬ。それはいやだ。


    　そんなとき、空の彼方かなたから聞こえてきたのは。


    　ごぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ──。


    　という、風切り音。


    　その音はどんどんと大きくなって聞こえてくる──何かが、こっちに向かってくる。


    「こるりか……？」


    　意外と早く助けにきてくれたのかも、と期待したが、その期待はすぐさま泡のように弾はじけて消えた。


    　なぜなら。


    　ものすごい速度で向かってくるものの正体が、はっきりとこの目に映ったからだ。


    「正義の味方はピンチのときに必ず現れるって……こういうときのことじゃないよな？」


    　それは正義の味方が駆る巨大兵器だった。


    　無数の腕を持ち、その腕の一つ一つに武器を携たずさえた、白銀の西洋甲かつ冑ちゆうに身を包んだ巨人。今はその背中に、プラズマの翼まで生はやし、颯さつ爽そうと空を飛んでいる。


    　全長二〇メートル。総重量五トン。一ひと月つき前に戦ったときはそう説明された。


    　その名も──駆く逐ちく型がた巨きよ大だい電ロボ人ツト、千せん手じゆ。


    　神こう々ごうしいまでの容姿をした白銀の巨大騎き士しは、千せん燈とう機関の最終兵器であり、中には電人刑事が乗り込み操縦しているはずだと思うんだけど。


    　それってたぶん……。


    「かかっ──」


    　聞き覚えのある笑い声。


    　千手は落下する僕に高速接近すると、一〇メートルはあろう見上げるほどの巨大な剣を握りしめ、僕めがけて振り下ろしてきた。千手は巨大であるが故ゆえ、間合いも広く、間近に接近しなくても軽く攻撃が届いてしまう。


    　それに、でかいからといって、動きが鈍いわけじゃない。突風が巻き上がるほどの凄すさまじい速度から繰り出される剣撃──疾しつ風ぷう迅じん雷らいの一刀。


    「先せん手て必勝！　一いつ刀とう両りよう断だん──っ！　真まっ向こう勝負だ化け物野郎！」


    　紅葉もみじひなと──まぎれもなくあのチンピラ青年刑事の声が、空に響き渡った。


    「これのどこが真っ向勝負だ！　頭わいてんのか！」


    　文句は言うが、内心では、またとない救いの手だと思っていた。さっきまでの焦あせりが、一気に吹き飛んでいく。紅葉のばかっぽい声を聞いたら、恐怖なんて吹き飛んでしまったみたいだ。


    　千せん手じゆに摑つかまっていれば、このまま地面に叩たたき付けられることだけは免まぬがれそうだ。


    　僕は右手の鎖くさりを、襲おそい来る剣に巻き付け、鎖を引き寄せるとひしっ、と剣の腹へとしがみついた。


    　ぶわぁっ、と大剣が空気を裂いた。それだけで僕の体は吹き飛ばされそうになるけど、なにがなんでもしがみつき、そして、その動きが止まったところで──。


    「えぇいっ！」


    　滑すべり落ちないように注意しながら、剣の腹を駆け上がり、千手の腕へ、そして腕から肩へと飛び降りた。


    　ちょうどいいことに、肩にはしがみつきやすいような取っ手が付いていて、しかも足場もわりと平らになっていた。


    「──ふぅ」


    　額ひたいに浮かんだ汗を拭ぬぐい、一息つく。


    　とりあえずの安全は確保できた。どうやって地上に降りるか、という根本的な問題は解決できていないものの、ここにいれば、宙を落下しているよりもはるかにマシだ。


    　やれやれ、なんて呟つぶやいていると、ぐるん、と兜かぶとに覆おおわれた千手の顔が、こっちを向いた。　千手に見られている気がする、と思った矢先。


    「てめぇ、俺の千手に取り付くな！　っていうか、勝負しろっつってんだろ！」


    　ぐおんぐおん、と稼か働どう音を響かせ、千手の腕が僕を引きはがそうと寄ってくる。


    「止やめろ、紅葉！　こんなの卑ひ怯きようだ！」


    「おまえ、俺を卑怯って言ったか？　正義の味方のこの俺を！」


    「だってそうだろ！　弱い僕を、力ごなしに千手でひねり潰つぶそうなんて。そんなの悪者のすることだ！」


    「おまえが弱いんだったらな、おまえにぶっ倒された千手の立場がねーだろ。くだんねぇ言い訳してねーで、さっさと全力出して黒い荊いばらで攻撃してこい！」


    「今はあれ使えない……こっちにも事情があるんだ」


    　こるりは、夕ゆう日ひちゃん相手に戦ってて、僕に力を貸してくれる余裕なんてない。


    「それじゃあ勝負になんねーだろうーが！　帝てい都との空中飛び回ってやっと見つけたのによぉ。──あぁっ、むかつくぜ。そこで待ってろよ、てめぇ」


    　一いつ旦たん、会話が途切れたと思うと──間まをあけて、甲かつ冑ちゆうの胸のあたりがぱかりと開き、中から出てきたのは。


    　お決まりの格好の電ロボ人ツト刑事──しかも小柄なその姿は、間違いなく紅葉もみじだろう。


    　紅葉は僕がいる肩のところまで駆け上がってくると、乱暴にドクロの仮面を脱いだ。


    　相変わらず、女の子に見間違えるほどに可愛かわいらしい顔つきだ。


    　おまけに、声も小鳥の鳴き声のようなのだが、言うことはチンピラのそれなので、口を開いた途端、非常に残念な気持ちになる。


    「よぉ、紅葉。元気だったか？　僕は結構大変だったんだよ。それがさぁ──」


    　なるべく友好的に話を進めようと思ったが、やはりというべきか。


    　僕の言葉を遮さえぎって、紅葉が拳こぶしを顔ぎりぎりに突き出してきた。


    「挨あい拶さつなんてどーでもいい。あのわけのわかんねー力が使えねぇってどういうことだよ。噓うそついてんじゃねぇぞ」


    「噓じゃないって。あれは僕の師匠と協力しないと使えないやつなの……で、今、師匠は取り込み中だからさ」


    「そんじゃ、おまえ一人の力じゃねーってことか……あぁ？　だったらよぉ、俺、おまえに負けてねぇわ。ぜんぜん負けてねぇ。だって一人で戦ってなかったってことだもんなぁ」


    　紅葉は顎あごに手を当てると、嬉うれしそうに口元を緩ゆるめている。


    　この前、僕が荊いばら姫ひめの力で千せん手じゆを倒したこと、ずっと根に持っていたみたいだ。あんなの、すぐに忘れてくれたっていいのに。


    「勝ち負けとか、すごいどーでもいいことなんだけど……って、それより紅葉、出てきちゃっていいのか!?　操縦は！」


    「なに慌あわててやがんだ──操縦なら東しの雲のめと不死しなず川がわのやつに任せてるよ。これ、三人で操縦してるからな。戦闘でもしない限り、一人抜けたってかまわねー」


    「そうなのか……紅葉の声しか聞こえないから、一人で操縦してるもんだとばかり……」


    　そういえば、三人で乗り込んでいく光景をどこかで見たような気もしなくもない──いや、ってことはおまえも一人で戦ってないじゃん。まあいいか。


    「あいつらすげー無口だからな。一緒にいてもほとんど喋しやべらねぇんだ」


    「紅葉みたいにべらべら喋るよりもいいよね。僕、そういう人の方が好きだな」


    「てめぇの好みなんてどーでもいいんだよ。あと、俺のことお喋り扱いしてんじゃねぇ……っと、そうだ。おまえと喋るために出てきたんじゃねぇんだった」


    　紅葉は、ドクロの仮面を被かぶり直し、いつでも胸ぐら摑つかめるくらいまで接近していた僕との距離から三歩下がって──拳を構えた。


    「千手だと卑ひ怯きよう者呼ばわりされるからな──拳だけで叩たたきのめしてやる。だったら、問題ねぇよな。おまえにだって異能力は備わってんだしよぉ」


    　ばちばちっ。


    　紅葉もみじの両手が、電気を帯びてまばゆい輝きを放つ。


    「百万ボルトの拳こぶしだぜ。っつても雷かみなりなんかにゃ及ばねーけど、人間なら感電死確定だ」


    　意い気き揚よう々ようと、凶器と化した拳を握り込む。紅葉は、こっちの意見なんてお構いなしに、とにかく戦わなければ気が済まないみたいだ。


    「仕事熱心ってより戦闘中毒だよな──まったく」


    　これ以上、ごまかすのは無理か、と観念し、僕は身構えた。


    　とはいえ、電ロボ人ツト刑事相手に生なま身みの僕じゃ相手にもならない。一方的に、そして徹底的に打ちのめされるのは目に見えている。


    「かかっ──刀もいいが、拳で戦うってのもいいもんだな。燃えてきた！」


    　ばちばち、ばちばちっ。


    　その拳に弾はじけんばかりに電気をため──紅葉は地を蹴けった。以前にも体感した、稲いな妻ずまのような速度。


    　当然、僕の目はそんな瞬速の動きなんて追うこともできず、そしてあの拳を一度でも受ければ死ぬのは確定している。


    　だったら、正攻法以外の方法をとるしか、道はない。姿勢を低くし、下から抉えぐるように拳を繰り出してくる紅葉に対し、僕は。


    「──っと」


    　うっかりすれば落ちてしまいそうな不安定な足場から──わざと、足を滑すべらせた。


    　ふわりと体は宙に浮き、重力に従い落下を始める。


    「なにぃぃぃ──！」


    　こっちの期待通り、紅葉が驚きの声を上げている。


    　しかも、目の前から標的が急にいなくなったものだから、拳は空くうを切り、しかも勢い余ってか、僕のあとを追うように足場を踏み外してしまっていた。


    「紅葉ならここから落ちても大丈夫でしょ？　僕は無理だけど」


    　真上から落ちてくる紅葉を見ながら、僕は右手を掲かかげた。


    　びん──と右手から伸びていた鎖くさりが張り、僕の体は宙ぶらりんになる。落ちる前に、鎖を蔦つたのように伸ばし、千せん手じゆの肩に付いていた取っ手へと複雑に絡からませていたのだ。


    「こんの卑ひ怯きよう者──！　てめぇだけ命綱かよ！」


    　叫びながらも、紅葉が僕の横を落下していく。不意打ち成功──にやりとほくそ笑む僕だったが、下から聞こえてくる音に顔を曇くもらせる。


    　キュィィィィィィィィィィィ──。


    　空が裂けるような音を響かせ、超高速で舞い戻ってきたのは──そんなことするやつは一人しか思い浮かばないけれど。


    「かっ──あんな卑ひ怯きような手に負けるか！　プラズマ翼よくが使えるのは千せん手じゆだけじゃねぇ！」


    　やっぱり、紅葉もみじだった。


    　背中に光る羽を生はやし、紅葉は千手の周りを疾しつ駆くしていた。それもツバメに匹ひつ敵てきするんじゃないかって速度で飛んでいて、紅葉の姿をしっかりと目で捉とらえることも難しい。


    　最先端の科学技術は空をも征せいする──か。確かに、千手のありえない技術を思えば、空くらい飛べても不思議じゃない。


    　さて。


    　驚いている場合じゃない──紅葉はまだ戦闘を続けるつもりだが、空まで飛ばれちゃ、勝ち目はいよいよなくなってきた。僕はひとまず鎖くさりを伝って、千手の肩に戻った。


    「……どうするかな。詰んでないかな、この状況」


    　というか、さっきの不意をついた回避で相手が狼ろう狽ばいしたところに、攻撃を仕掛けていればあるいは勝負がついていたかもしれない。


    　でも、僕はその機会を逃のがしてしまい──次の策は、今のところ思いつかない。


    「無駄とわかってても、これしかないか」


    　鎖を握ると、空の上からこっちを見下ろす紅葉に狙ねらいを定めた。空飛ぶ千手の頭上を、平行を保ちつつ紅葉も飛んでいる。肩に摑つかまっている僕との距離はざっと六、七メートルくらいか。でも風の動きも読んで鎖を投げないと、狙いがはずれてしまう。難しいな……。


    　でも僕にできるのは、真まっ向こうから攻撃を仕掛ける。それだけだ。


    「それでいいんだよ！　小細工なんてしてねぇで、力と力ぶつけ合うのが男の勝負だろ！」


    　空を蹴けるようにして、紅葉が突っ込んできた。


    　拳こぶしどころか、全身が電気に覆おおわれ光り輝き──その姿は稲いな妻ずまの化け身しんだ。僕との間合いは、一秒と待たずに詰められる。


    「──っ！」


    　どうにでもなれ、と鎖を投げつけた。同時に、意識を集中し、鎖を枝分かれさせ増やしていく。さらに幾いく本ほんにも増やした鎖には、荊いばらのような棘とげを持たせるよう、想像すると──。


    「有ゆう棘きよく処しよ刑けい、檻おり式しき」


    　叫びと共に、じゃらららら、と投げつけた鎖が二本、四本、八本、と倍々に増えたのだが──ばしっ、とあっけなく片手で払われてしまった。完全に見切られている。


    　打つ手なし。防御してもあんなの受けきれない。


    　光り輝く紅葉の姿が、瞳ひとみいっぱいに映り込み──全身の毛穴がぶぁっ、と開いたところで。


    「──っ！」


    　紅葉の狙いが、ぎりぎり僕から逸それ、千手の背中に生える装そう甲こうに覆われた腕に紅葉は体ごと突っ込むと、鞠まりのように逆方向へ弾はじかれた。


    「…………？」


    　なにが起きたか、理解できない。


    　見れば、千せん手じゆの装そう甲こうには傷一つ付いておらず──空を飛ぶ紅葉もみじもまた、無事だった。


    　しかし無事ではあるが──平静ではなかった。


    「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　なんなんだよ、一体よぉぉぉ！」


    　仮面をむしり取り、素顔をさらして紅葉が唸うなり、空中でじたばたと足をばたつかせた。


    　僕はぽかんとした表情で、紅葉の奇行を眺めてしまう。


    　電気の浴びすぎで、頭がおかしくなったのかと、真剣に思った。


    　紅葉は突然急接近し、僕の隣へと降り立つと──胸ぐらを乱暴に引っ摑つかんできた。


    「なんなんだ、おまえは！　どーして俺がこんな気持ちになんないといけねぇんだ！　説明しろ、こら！」


    「い、いや……ごめ、なんのこと……」


    　話が見えず、紅葉は一方的にまくし立ててくる。


    「おまえが悪いんだからな！　そうだ、あのときからだよ。墓はか場ば博士の事件……炎の化け物と戦ったときだ！」


    「もっとくわしく話せ！　じゃないとなんのことだか！」


    　胸を摑む紅葉の手をふりほどき、僕は怒ど鳴なった。


    　すると、紅葉は若じやつ干かんではあるが、落ち着きを取り戻し話し始める。


    「──おまえは俺の敵だ。雨あま宮みや司令にも倒せって言われてるし、個人的にも気に喰くわねぇ……でもよ。心のどこかで、おまえのことダチだと思ってるよーな気がすんだよ」


    「ダ、ダチ……？　なんでそうなる？」


    「一緒に命張って同じ敵倒すために戦ったやつは俺にとってダチなんだよ！　だからさ、この間、炎の化け物と戦ったとき、俺、ちょっと、おまえのことダチかなー、とか思っちゃって……あぁっ、なんでおまえなんかが！　ちくしょう！」


    　なるほど──呆あきれるほどに、ばかなんだな。


    　なんだその理由は。


    　一ひと月つき前に墓場博士が操あやつる妖よう精せい、炎の妖精ジニーとの戦いに、紅葉は千手を駆り参戦していた。確かにあのときは、僕も紅葉もジニーを倒そうと力を振り絞しぼっていたが、だからといって共きよう闘とうしたわけではない。


    　それどころか、紅葉は僕らもろともジニーを倒そうとしていたし、僕は敵だと認識していたんだけど……紅葉はあんなんで友情を感じてしまったらしい。


    「すっきりしねーな！　俺はおまえを倒したい、けど、いざ戦うとためらっちまう。うっとうしいこと、この上ねぇよ」


    　頭を抱える紅葉を見て、そんなこと知らねぇよ、と心底思ったが、口には出さない。


    　こいつはばかだけど──使える。


    　圧倒的に不利な状況から一転させるにはここしかない、と僕は心の中でほくそ笑んだ。


    「……そんなことか」


    　冷静を装って、呟つぶやく。すると案あんの定じよう、紅葉もみじが食ってかかってきた。


    「こっちは苦しい思いしてんのによ、そんなこととは聞き捨てなんねーな！」


    「だって、そんなわかりきったことで、悩む必要なんかないだろ」


    「なんだって……？　わかってんなら教えてくれよ。どうしたらこの気持ちは晴れるんだ？」


    「簡単じゃん──」


    　ぽん、と馴なれ馴れしく紅葉の肩に手を置く。


    「僕と紅葉は──とっくに友達だろ。それを認めれば、すっきりするに決まってる」


    「な──！　おまえも、俺のことダチだと思って……！」


    「当然だ、そんなの。いちいち口で言わないとわかんないのか？」


    「う……悪い、俺……そんな風に思ってるなんて知らなくて……」


    　じんわりと、紅葉の瞳ひとみに涙が溜たまっている。


    　絶対女の子だろ、と突っ込みたくなるほど可愛かわいらしい、しおらしい表情で見つめてくる紅葉に──おもわず吹き出しそうになった。


    　言ってて恥ずかしくなるような台詞せりふの連続と紅葉の態度、これが笑わずにいられるか──という状況だけど、堪こらえるんだ。


    　今は、うまいこと紅葉を騙だまして、味方に付ける方が先決だ。


    　こるりから荊いばら姫ひめの力を引き出してもらえないこの状況では、僕一人よりも紅葉や千せん手じゆを戦力に引き込んだ方が、絶対に有利だ。


    　だから、僕は演技を続ける。


    　今の紅葉なら、僕の流れに呑のまれてるし、なにを言っても信じるはずだ。


    「さっきさ、おまえが千手に乗って飛んできたとき──僕、心強いやつが来てくれたって、嬉うれしかったんだ」


    「でも……おまえに喧けん嘩かふっかけに来たんだぜ？」


    「それは挨あい拶さつみたいなもんだろ。紅葉は絶対、僕に協力してくれると信じてる──紅葉、今の帝てい都との状況、わかってるか？」


    「あぁ、街中、化け物だらけだ。だけどよ、千手がいるから安心しろよな」


    「そんな簡単なものじゃないんだ……事情を説明してる暇ひまはないけど、帝都に張り巡めぐらされた結けつ界かいが破られたら、千手でもどうにもできない最悪な事態になる──僕はその最悪な事態を止めるために、動いてる最中なんだ」


    「どうやって止めんだよ──おまえはどこに行くつもりだ？」


    「結界を張ってる絶ぜつ界かい機関の本部に行く。敵の狙ねらいもそこだからな。そう──だから、紅葉にも一緒に戦ってほしいと思ったけど……」


    　僕は紅葉もみじに背を向け、独り言を言うように台詞せりふを吐いた。


    「友達と思ってたのは僕だけだもんな……それに帝都を侵略しようとする悪の組織なんて相手にするのは、誰だって怖いだろうし……巻き込めないよなぁ」


    　この場合、否定的な言葉の方が、逆に紅葉の心に火を付けられるだろう──正義の心を燃やさずにはいられなくなる、はずだ。


    　だんっ、と背後で千せん手じゆを殴なぐる音が聞こえた。


    　僕は、掛かった、と思いつつも、振り返る。


    　そこには、涙を拭ぬぐい──目を血走らせた紅葉が立っていた。


    「冗談じゃねぇ──俺を置いて、てめぇだけで戦う？　ありえねー。俺は正義の味方なんだぜ。悪をくじくのがその使命！　だったらよぉ、俺が戦わねーで、誰がやるんだ！　巻き込むとかそういうんじゃねぇ、これは俺の出番なんだよ！」


    　それに──と、言い、今度は紅葉が僕に背を向けた。


    　ぽりぽり、と恥ずかしそうに頰ほおを掻かきつつ。


    「──俺は、ダチを見捨てねぇ。一人で戦わせたりなんか、するもんか……だからよ、水くさいこと言うんじゃねー。わかったか」


    「……あぁ、わかった。頼りにしてる」


    　かかっ──といつもの笑い声を上げると、紅葉は腹のそこから声を出した。


    「聞いただろ──東しの雲のめ、不死しなず川がわ！　目的地は絶ぜつ界かい機関本部！　全速力でぶっ飛ばせ！」


    「……本気ですか？　命令違反ですよ？」


    　東雲さんか不死川さんか、どっちかわからないが、女性の声でそう訊たずねてきた。無口といえど、さすがに口を挟はさまないといけないと思ったらしい。


    　けれど、紅葉の熱血の勢いはもう止まらない。


    「帝てい都とを守る──ってのも命令されてんだろ！　口答えしてねぇで出力あげろ！」


    「了解──はぁ」


    　なんだか、ため息が聞こえたが、それでも紅葉には逆らえないようだ。おそらく、階級の問題なのだろう。


    　ぐんと速度を上げ、空を駆ける千手。眼下の町並みがみるみる過ぎ去っていく。


    　僕はそんな千手の肩に摑つかまり──夕ゆう日ひちゃんとこるりのことを考えていた。


    　どっちも傷ついてなんてほしくない。できれば仲直りしてほしいけど……。


    　二人のことは心配だ。でも、まずは僕のやるべきことをしっかりと──こるりの力を借りなくても、敵を倒してみせる。


    「紅葉もいるしな……」


    　正義ばかだとか、騙だましやすいやつと思いつつも──僕はまっすぐな性格の紅葉が、嫌いじゃない。


    　むしろ──本マ気ジで友達になりたいと、思い始めていたりした。
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    　空を駆ける千せん手じゆは、あっという間に絶ぜつ界かい機関の本部がある逢おう魔まヶが町ちよう上空まで、僕を運んでくれた。


    「──あそこだな」


    　僕は千手の肩に摑つかまったまま、眼下に広がる町並みを見下ろした。


    　逢魔ヶ町の中央を貫つらぬく大通り。横幅二〇メートル、車道と両脇わきには煉れん瓦が敷きの歩道が作られ、さらにその両外側にイチョウ並木がずらりと植えられた帝てい都と屈指の街道。季節にもなればイチョウが一いつ斉せいに黄色に色づく美観の名所となる場所が──今は異常な数のゾンビが、ひしめき歩いていた。


    　さっきの路地とは比べものにならない。千、いや万はいるか。上空から全ぜん貌ぼうを確認すると、冷や汗が吹き出る兵量だ。間違いなくあれが敵の主力部隊だ。


    　そしてその先頭を行くのが。


    「でかいのがいるな。あれが隊長かぁ？　いや、違ぇーな。あれの上に乗ってるやつだな」


    　紅葉もみじが僕の隣でそんなことを言っている。


    　電ロボ人ツト刑事の性能なのか、僕よりも視力がいいみたいだ。僕の目には、ゾンビの軍勢の先頭に巨大な影が見えるが、それがなんなのかははっきりとしない。


    「間に合ってよかったな──絶界機関には到達してねぇ。絶界機関っていうと、逢魔ヶ大橋を越えたとこだろ。あと、二キロってとこか。はっ、ちんたら行列作って歩いてるからだ」


    「余裕なんだろ……ずいぶん楽しんだみたいだな、あいつら」


    「あん？　なにを？」


    　僕はゾンビの軍勢が通ったであろう道を指さした。


    　おびただしい量の血が、道を真っ赤に染め、まるで川のようになっている。


    　そして、川に浮かぶのは、肉。骨。喰くい残し。


    　今日までは生きてきた、そしてこれからも生きられるはずだった者たちの、無残な姿。


    　人も犬も猫も、生きてるものだったらなんだって喰い散らし、自分たちの仲間に引き込んでいる。


    　隣で紅葉が、ぎぎぎぎ、と革の手袋をはめた拳こぶしを、強く強く握りしめている。おそらく、ドクロの仮面の下では、烈火のごとく怒りに燃えた瞳ひとみがあるに違いない。


    「上等だ──こっちだって、やつらの五体解体バラして三さん途ずの川に撒まいてやる」


    「物ぶつ騒そうなこと言うな。ゾンビは仕方ないが、人はあんまり殺すなよ。敵でもな」


    「おやさしーことで。俺は殺しを戸と惑まどったりはしねーけどな。これは命かけた戦いなんだからよ。単純に、悪いやつをぶっ殺しにいく、でいいじゃねぇか──んじゃ、俺は中に入って操縦する。おまえはどうする──？」


    　そこまで割り切ることはできないけど──でも悩んでいても仕方ない、とも思う。だから意識を切り替えて。


    「紅葉もみじ、やるなら一撃で、空から真っ先に隊長を狙ねらってくれ。ゾンビたちは相手にしてもキリがない」


    「わかってる。抵抗も命いのち乞ごいも、する暇ひまなく終わらせてやる」


    　そう言うと、操縦席へと繋つながってるであろう胸の部分へと、紅葉は入っていき──間まをおかずに。


    「いくぜぇ！」


    　紅葉の声が響き──千せん手じゆは敵の軍勢の先頭めがけて急降下を始めた。


    「──う！」


    　酸素も薄く感じるほどの上空から、雲を衝つくほど巨大なプラズマの翼を展開させ、獲物を仕留める鷹たかのごとき勢いで、千手は地上を目指す。


    　千手は背中から生はえる十数本の腕の一つ一つに大剣や槍やりを握りしめ、狙いは敵軍の先頭を行く巨大な塊かたまりへと定めている。


    「うらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ──！」


    　超速の急襲は、紅葉の咆ほう吼こうと共に直撃した──ずどんっ、と千手は加速の勢いを乗せ、同時に十数の腕を振るい、猛烈な連続斬ざん撃げきを浴びせかけた──そして攻撃を加えたら素早く敵軍と距離を取る。


    　一瞬の出来事に、正確に敵の姿を確認できなかったが──敵軍の先頭を進んでいた黒く大きな影は、攻撃の瞬間、地の底から響くようなうなり声を上げていた。


    　もうもうと砂ぼこりが巻き上がる中──千手はひらりと大地に降り立つ。そこは、敵軍の進行を妨さまたげ、向かい合う位置だった。敵軍との距離は、五〇メートル。千手ならおそらく瞬またたく間に、敵へと詰め寄れる。


    「やったのか！」


    　状況がわからず、僕は闇やみ雲くもに叫んだ。


    「わかんねー。手て応ごたえはあったが……つーか、なんだあれ。すげーでかかったぞ！」


    　そのとき──ごぉ、と千手の背中から敵軍に向けて風が吹いた。


    　風は巻き上がっていた砂ぼこりを残らずかき消し──敵軍の姿が目の前に現れる。


    　大通りを埋め尽くすのは、果ての見えないゾンビの群れ。


    　ゾンビの軍勢の前には、百人以上はいるだろうウサギ団少年兵の姿が見える。少年兵の年齢は十二、三歳くらいで統一されていた。皆、深緑色の軍服に、ウサギ耳姿だ。


    　僕は敵軍の先頭に目をこらす。そこにいたのは。


    「あんなのが──隊長？」


    　疑問を浮かべる紅葉だったが、僕だってすんなり首を縦には振れない。


    　遠くてよくは見えないが、少年兵たちと同い年ぐらいの、小柄で腕や足なんか枝のようにやせっぽちな少女が、こちらをまっすぐに見み据すえていた。


    　見た目は、統一された少年兵たちの軍服とは違い、半袖そでの黒いワンピースに同色の靴くつ。それと膝ひざまで覆おおう白いソックスという単調な格好。長い黒髪をきっちり真ん中で分け、頭の両端に太い三つ編みを二つ作ったその髪型からは、優等生という印象すら受ける。もちろん、彼女の頭にもウサギ耳は取り付けられていた。


    「……いや、それよりも、その下のやつ！　なんだよ、あれ！」


    　自然と目が釘くぎ付づけになってしまうのは、少女がその細い足ですっくと立っている場所。それは、巨大な化け物の頭頂部なのだ。


    　化け物は、千せん手じゆよりも二回りも大きく、近寄ればおそらく巨大な壁か山だと思うほどの、うすらでかい体たい軀くをしていた。顔はトカゲに似て、その体には鋼はがねのような鱗うろこを身にまとった二に足そく歩行するは虫類──と表現しても、それがしっくりくるとは言えない。神話に出てくる龍りゆうとはこういうものなのかもしれない。


    　ただし、神話に出てくるとしても神こう々ごうしい役ではなく、あきらかに魔物としての登場だろう。なぜなら、化け物の体は全身錆さび色に染まり、あちこちがぐちゃぐちゃに腐っていて、毒々しい悪臭を全身から放っているからだ。


    　こいつも、ゾンビの一種なのか？　匂においや体の感じが、化け物の足あし下もとにわらわらと群がっている武む者しやや足あし軽がる姿の人ひと型がたゾンビととても似通っている。


    「……屍し龍りゆう」


    　千手の中から、ごくりと唾つばを飲み込むかのような紅葉もみじの呟つぶやきが聞こえた。


    「屍龍？　あれのこと知ってるの、紅葉？」


    「知ってるっていうか、ガキの頃聞かされたおとぎ話に出てくんだよ。屍龍ってのは夜になると人を襲おそいにやってくる恐ろしい龍の化け物でさ。だから日が暮れるまでに子どもは家に帰ってこい、とかそんな話。そいつの見た目が、巨大で、体が腐ってて、鬼よりも怖い形ぎよう相そうしてるって、まんまあいつのことじゃん」


    　それで屍しかばねなる龍か。確かにぴったりの名前だ。と思った瞬間。


    「……ぐるるるるる」


    　屍龍が苦しそうに唸うなった。


    　屍龍の全身には千手の攻撃によって、何本もの巨大な剣が縦じゆう横おう無む尽じんに突き立てられている。あきらかに致命傷。二足で立っているのもやっとといった状態だろう。たとえゾンビといえど、これほどまでに攻撃を受けては、動くこともできないはずだ。


    「ともかくよ、奇襲は成功ってことだよな？　一番強そうなやつは始末できたんだからよ」


    「まだ安心はできない。死霊術士ネクロマンサーがいる限り、ゾンビは増え続けるんだから」


    「ネ、ネク、なんつった？」


    「ようするに、ウサギ耳付けてる少年兵倒さなきゃ、化け物はいくらだって復活するってこと！　もちろん、あの隊長っぽい女の子も含めてね」


    「はぁん──わかった。悪は根本から断つ、ってことだな！」


    　紅葉もみじがそう言い終わる頃には、千せん手じゆが白銀の脚あしで地を揺らし、駆けだしていた。背中から波のようにプラズマを噴出し、一気に超加速を生み出す。


    「うぅっ──！」


    　心の準備もできてなかった僕は、慌あわてて肩の取っ手にしがみついた。あまりの速度に、油断すると振り落とされてしまう。


    「しっかり摑つかまってろよ！」


    　山のように聳そびえる屍し龍りゆうとの距離を、想像していた通り、千手は白銀に輝く疾しつ風ぷうとなり、一瞬で詰めた。


    　あっという間に至近距離に接近され、三つ編みの少女は、くるん、と目を丸め驚きの表情を浮かべた。


    　千手は、手にした大剣を両手で握りしめ、深く屍龍の正面へと踏み込む。けれど、狙ねらうのは屍龍ではなく、その頭に乗る少女の方だ。


    　一いつ切さいの容よう赦しやなく、一〇メートルはある大剣が少女の小さな体を狙った──が。


    「うぐるるるるぅぅぅ！」


    　突如、屍龍の体が、機敏に動いた。


    　腐臭漂ただよう口をあんぐりと開け、千手に真正面から喰くらいつくと、腕を何本もまとめてばきばきと、けたたましい音を立て喰いちぎる。千手と屍龍とでは、大人と子どもくらいの体格差がある。力勝負となれば、白銀の巨大騎き士しといえど、押し切られる。


    　さらに、回し蹴げりをするかのように、ぐわん、と屍龍は足を軸にして体を回転させた──と、太いしっぽが鞭むちのようにしなり、千手の胴体を横薙なぎにした。


    　千手の体は、勢いに乗って宙へと飛ばされる。


    「ちぃっ──死に損ないじゃねーのかよ！」


    　紅葉の舌打ちが聞こえる。僕は千手から振り落とされないよう摑まっているのに必死すぎて、なにも反応できなかった。


    「退ひかねーからな！　ヤロゥ、絶対、仕留めてやる！」


    　プラズマ翼よくを展開させ、千手はそのまま屍龍の頭上高く浮上した。ここから見ると、あんなに巨大な屍龍も、僕の拳こぶしくらいの大きさの黒い塊かたまりに見える。


    　敵が不死身の化け物であっても、空にまでは攻撃は届かない。


    　千手は、腕をごっそりと持っていかれ、さらにしっぽで打たれた胴体部分は、べこりと装そう甲こうが凹へこんでいる──ここは一いつ旦たん体勢を立て直すべきと思うが、それでも紅葉は攻撃の手を止めない。攻めて攻めて、攻め抜くのが紅葉の戦い方。って言えば聞こえはいいが、ようするに頭に血が上のぼると無茶してでも突っ込んでいこうとする。


    「東しの雲のめ！　腕は何本残ってる！」


    「八本です。装備はすでに尽きています」


    　状況を報告する女性の声は、落ち着き払っていた。興奮して喚わめき散らしている紅葉もみじとは対照的だ。


    「よっしゃ、そんだけあれば上等！　全部お見舞いしてやる！」


    「落ち着け、紅葉！　なにするかくらい教えろ」


    「いいぜ、こうすんだよ！」


    　そう言うと、千せん手じゆの巨大な手が、ぐわっ、と近寄ってきて僕の体を摑つかんだ。


    「なっ──ちょ、放せ！」


    　握り潰つぶさないよう加減はされているが、僕の体は千手の手の中にすっぽり収まり、身動きが取れない。


    　じたばた暴れているうちに、千手は残った八本の腕を、地上にいる屍し龍りゆうへと向けていた。まるで、狙ねらいを定めるように。


    　すると、再び、千手の中から女性の声が響く。


    「──発射準備完了です。しかし、一度打つと、回収に時間がかかりますが、よろしいですか？」


    「は！　これで決めれば問題ねー。それにいざってときは、久く郎ろう！　おまえが直接やれよ」


    「だ、か、ら！　ちゃんと説明しろ」


    「してる暇ひまなんかねーよ！」


    　ギュインギュイン、と拳こぶしの付け根が唸うなり、千手の腕が熱を宿している──もう悪い予感しかしない。


    「やってやるぜ！」


    　熱血の気合いがこもった声で、紅葉は天高らかに叫ぶ。


    「天より打たれる破壊槌つち！　その身に天てん罰ばつ、ぶち込んでやる──必殺の飛翔鉄拳ロケツトパンチ八連！」


    　どどどどんっ、と耳をつんざく爆音に、びりり、鼓膜に痛みが走った──けど、そんな痛みを気にしている余裕は僕にはなかった。


    「い──っ！」


    　僕を握り込んだ拳を含め、千手に残っていた八つの拳全すべてが、火花をまき散らしながら手首から切り離され、発射されたのだ。


    　打ち出された拳は、大砲から発射される弾たまよりも、きっと加速している。僕はそんなものにしがみつき、眼下の屍龍めがけていた。正気の沙さ汰たとは思えない。


    「くそっ、マジで死ぬ！」


    　拳の間からなんとか這はい出ようとすると、拳が空を裂いて巻き起こる突風に、体ごと持っていかれそうになる。


    「──っ！　でも、やるしかないよな……」


    　鎖くさりに強く意識を集中し、僕は握られた拳こぶしの中から身を乗り出した。打ち出された拳は手首の付け根から炎を吹き上げ、加速を増している。狙ねらいは屍し龍りゆうの体──この加速だと、命中するのに五秒。


    「…………」


    　目を見開き──心の中で秒数を数える。一、二、三、四。


    「今だ──！」


    　拳が屍龍の分厚い肩へと命中する僅わずか手前で、僕は拳の中から飛び出した。だん、だだんっ、と八つの拳が次々に命中する中、僕は宙に投げ出されながらも、鎖を屍龍の頭上めがけて打ち出していた。


    　どすっ、と腐った肉に鎖が食い込む──よしっ。あとは鎖を縮めれば。


    　縮む鎖に引き寄せられ、僕の体は屍龍の頭上へと降り立った。


    　胴体に集中して八つの拳がめり込み、だらんと両の巨腕を力なく垂たれ下げた屍龍は、ぐぅぅぅぅぅ、と絶え絶えに唸うなり声を上げた。千せん手じゆの攻撃は確実に効いている。だったら、そのうちに僕がやるべきことは。


    「即、拘束！」


    　頭上に着地するやいなや、僕は鎖を打ち出していた。目にはすでに頭上にいるとわかっていた標的の姿が映っている──というか、着地した場所が、標的と数歩も離れていない、目と鼻の先だったのだ。


    「貴殿は──」


    　三つ編み眼め鏡がねの少女がなにか言ったが、問もん答どう無む用ようで全身を鎖で締め上げ、動きを封じる。


    「ぐ、ぐっ……」


    　捕ほ縛ばくした少女が、その場に両膝ひざをついた。僕は少女の脇わきに立ち、しっかりと鎖を握ると。


    「ふぅ……」


    　と、ようやく、一息ついた。


    　発射された拳で屍龍を打ち倒し、さらに拳に乗った僕が、頭上にいる隊長とおぼしき少女を捕縛する──というのが紅葉もみじの狙いだとしたら、それは成功したのだろう。


    「だけどさぁ……無茶苦茶なんだよ、作戦とも呼べないっての」


    　紅葉に文句の一つも言わないと気が済まず、頭上を見上げると──そこにはすでに千手の姿がなかった。


    「ん……？」


    「かかっ、それで終わりじゃねぇだろ──！」


    　紅葉独特の笑い声が、すぐ傍そばで聞こえた。


    　はっ、と捕まえた少女から目を逸そらし、顔を上げると、そこには千せん手じゆの顔が映り込んだ。


    　発射された拳こぶしを追うように降下したのか、千手が屍し龍りゆうと肩を並べる位置に、降り立っている。


    「トドメがなってねぇ！」


    　そう言って、千手の胸にある操縦席から紅葉もみじが飛び出してきた。ばちばちっ、と電気をまとった刀を携たずさえ、屍龍の体を駆け上り、気付いたときには、頭上に着地し、たたんっ、と地を蹴けり──矢のような速度で僕の隣をすり抜けていた。


    「え？」


    　なにをするつもりだ──と振り向いたときには。


    　紅葉は、一ひと太た刀ちの元に拘束された少女の首を飛ばし、返す刀で胴を薙ないだ。


    　さらにぐるん、と手の中で刀を回し、勢いをつけ、片腕を根元からぶった切っていた。


    　鎖くさりに絡からめ取られたまま、解体された少女の体がぼとぼとっ、と熟した果実のように赤い体液をまき散らし、散乱する。


    「ばか──！　なんで！」


    　即座に鎖を解き、紅葉へと駆け寄ると、紅葉は肩で息をしながら仮面を剝はぎ取った。


    「ばかはてめぇだ！　中途半端に生かしてんじゃねぇ。そんなもん反撃の機会を与えるのと一緒だ！」


    「だからって殺さなくても！　いや、僕だってこんなやつらの命なんて……たくさんの人を殺したし……でも！」


    「いいか──戦争なんだ。命取り合うのが当たり前で、それをやんなきゃ終わらねぇ。戦場に出てきてまで、うだうだ言うな」


    　吐き捨てるようにそう言うと、紅葉はきびすを返して千手へと向かっていく。


    　いつの間にか千手も屍龍も、顔をつき合わせて動きを止めていた。


    　僕はなにも言い返せず、ただ紅葉の背中を見ていると──声が聞こえてきた。


    　僕のものでも紅葉のものでもない、声が。


    「い、いいいい、いいでありますね。命を取り合う覚悟あるものが集つどう、戦場。死を振りまく私には、ぴったりであります」


    　少女特有の甘く幼い声、に似合わない軍人口調。


    　僕は背せ筋すじに寒いものを感じながら振り向き、それを見つけてぎょっと、目を剝むいた。


    　ごろ、ごろ、ごろ──とゆっくりと、少女の首が転がりながら。


    「うけけけけけけ……」


    　奇声じみた笑い声を上げている。


    「あ、あああぁっ！」


    　どさっ、とその場に尻しり餅もちをついて、それでも転んだまま後ずさる。腐った人間の次は、喋しやべる生なま首くび！　なんだってこんな気味の悪いものにばっかり遭遇するんだ。


    「うけけ、怖いでありますか？　貴殿が私をこうしたのでありますよ？」


    「ち、違う！　僕じゃない。僕は止めようとしたんだ！」


    　必死に言い訳をするあまり、口の端から白いあぶくが吹き出た。ごろごろと回っているのはあっちなのに、僕も目が回りそうだ。


    　すると少女の生なま首くびのすぐ後ろで、胴体がずるりと片腕を使って起き上がり、下半身を捜すとそれを摑つかみ上げ、下腹部の切り口をぴたりと合わせた。


    「うぎゃぁぁぁぁ！」


    　悲鳴を上げ、僕は四つん這ばいに這いずって逃げようとしたけど、屍し龍りゆうの頭上は足場も安定してないし、しかも狭い。畳たたみ三畳じよう分もないくらいの空間に逃げ場なんてなかった。


    　もう無理だ。あんなの見せつけられたら頭がおかしくなる。解体した体が動く？　ありえない？　そんなの魔法だ──。


    「ん……魔法」


    　その言葉が、僕に現実を直視する勇気をくれる、ような気がした。


    　ありえないこと、不気味なこと──それが起こるのは、魔法のせいだ。やつらは魔法使いなんだから、当たり前だ。そうだ、落ち着け、僕。


    「さ、体は繋つながったでありますよ」


    　少女の首がそう言うと、背後で首なしの体が立ち上がった。紅葉もみじが一いつ刀とう両りよう断だんしたはずの上半身と下半身は、傷跡すら残さず、ぴたりとくっついている。


    「んー。服までは直らないであります。替えを用意させるであります」


    　首なしの体が、半分の丈たけにされたワンピースを身にまとい、下半身は白い下着を露出したまま、ふらふらと歩き回っている。


    　そして、少女の首は座り込んでしまっている僕の膝ひざの上にごろりと、転がり──ぎょろり、と目だけで僕を見上げた。あまりの気持ち悪さに再び悲鳴を上げたくなったが、これは魔法だ、と何度も心の中で呟つぶやき、なんとか平静を保つ。


    「死体が動くのがそんなに珍しいでありますか？　たくさん見てきたはずでは？　動く屍しかばねを」


    　少女の生首が普通に会話を交わそうとしてくる。僕は、ごくりとツバを飲み込み、冷たい汗がぐっしょりと吹き出ている手のひらを、握り込んだ。


    「ゾンビはバラバラにされたらそれで終わりだった……君とは違う」


    「そうでありますな。違う、というより、私の方がより高性能なのでありますよ。高位の死霊術士ネクロマンサーは死体を生きているかのように操あやつれるであります。さて、問題であります──私はどんな死体を死し霊りよう術で操っているでしょう？」


    「そりゃ、この屍龍とか……あとは」


    　少女の生首を直視するのはやっぱり気持ち悪くて、僕は視線をふらふらと左右に逸そらしながら思考を巡めぐらし──あることに気付き、さぁ、と顔から血の気が引いていった。


    「あ……まさか、君……自分自身を──」


    「そう、ゾンビ化したであります。こうすれば不老不死の術など不要。手入れさえ怠おこたらなければ、腐りもせず、一生変わらない体が得られるであります。下等な即席ゾンビと一緒にしないでほしいでありますよ？　私には意志も心も魂たましいも、宿っているのでありますから」


    　おぞましい所業を口にする、少女の生なま首くびに影が差した。


    　見上げると──そこに真新しい黒のワンピースに着替え終わっている、少女の体が立っていた。少女の体は、枝のように細い腕を伸ばし、軽々と自分の頭を摑つかみ上げる。


    　そして、真っ平らに斬きられた首の断面に、生首を乗せた。


    　みるみるうちに首が繋つながる。最後に、こきゃり、と首の骨を鳴らして、少女はにたりと笑った。


    「あぁ。名乗りを上げてなかったであります。殺し合う間柄なのに失礼。私は、帝てい都と侵略第一陣、死し霊りよう部隊隊長──ウェンズデー＝ヴォルケルであります。それで、貴殿は？　我われらに反抗する存在であるのは、見てわかるでありますが」


    「僕は病わくら葉ば久く郎ろう。帝都を守る、呪まじない師だ」


    「そんで──俺が」


    　声と共に、背後から襟えり首くびを摑まれ、座り込んだままだった僕の体は無理やり引きずり上げられた。
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    「悪をくじく正義の味方、千せん燈とう機関所属の電ロボ人ツト刑事、紅葉もみじひなとだ」


    　板いたに付いた名乗りを上げてから、紅葉は僕の襟えり元もとから手を放すと、いつまでも腰抜かしてんじゃねぇ、と忠告するかのような目線を僕へと向けてきた。


    　てっきり千せん手じゆに乗り込んでいるかと思ってたけど、僕と少女、ウェンズデーとのやりとりを見ていたらしい。


    　屍し龍りゆうの頭頂部で、僕と紅葉は、敵の隊長と向かい合う。お互いの距離は密接していて、腕を伸ばせば届く──つまりは、ウェンズデーは僕と紅葉の攻撃射程内にいるということだ。倒すなら、今しかないし、この機会を逃のがす気もない。


    「ただのツギハギ人形だ。不死身ってわけじゃねぇ──相手に呑のまれんな」


    　紅葉は敵をまっすぐに睨にらみ付けたまま、僕へと耳打ちする。僕はうん、と小さく頷うなずいて、右腕の鎖くさりに意識を集中させた。


    　ぴん、と空気が張り詰めたのも、ほんの一いつ時とき──先に動いたのは。


    「うけけっ──！」


    　奇妙な笑い声を上げ、ウェンズデーが後方に素早く飛び退のいていた。紅葉が斬きった片腕は、まだ再生させていない。そんな状況では戦闘よりも一時離脱を考えたのか──と思ったそのとき。


    「改造手しゆ腕わん──獣けものの三号、転送であります！」


    　ウェンズデーが口早に唱えた瞬間──斬られた肩の付け根あたりから灰色の腕──のように見えるが、しかしその正体は、十を越える数の一メートル以上もある大だい蛇じやが、うじゃうじゃと絡からまり、人の腕の形を成しているものが、現れていた。


    　大蛇の腕を摑つかみ取り、ウェンズデーは片腕の切り口に押しつける。なんと、切り口と蛇へびの腕を融合させているのだ。


    「接続完了したであります。この腕は私の作品──作品名『腐蛇達の宴バタリアン』」


    　そんな解説を、聞いている暇ひまはない。


    　飛び退くウェンズデーとは逆に、大蛇の腕は、野生動物が獲物を狙ねらうとき特有の素早い動きでこっちに伸びてくる。


    　避けることは不可能──なぜなら頭部のどこにいようと大蛇の腕の攻撃は届いてしまうから。しかも大蛇の腕を使って直接嚙かみついてくるのではなく、絡みつく十数匹の蛇の口から一いつ斉せいに、びゅっ、と液体を吐き出してきた。


    　紫色をした、あきらかに毒々しい液体が雨のように降り注いでくる。


    「編み上がる鎖の盾たて──僕を守れ！」


    　言葉にすることで想像をより明確にし──腕から垂たらした鎖を、高速で編み上げ、僕の体を覆おおう鎖の盾を作り出した。


    　盾を作り出した途端、ぶしゅうぅぅぅぅ、と、紫色の液体が盾に降りかかり、どろりと、盾が原形を留とどめないまでに溶解していく。


    　僕の横では、紅葉もみじが稲いな妻ずまをまとった刀を振るい、液体を切り裂き、瞬時に蒸発させていた。


    「どろっどろであります！　体にかかれば、ゾンビそっくりになれるでありますよ？」


    　ふざけた言葉を口にして、ウェンズデーは僕らを見てけらけらと笑った。が、どう見ても笑っている場合じゃない。飛び退のいたウェンズデーは、屍し龍りゆうの頭部をあっさりと踏み外し、その体は足場のない宙に投げ出されている。


    「おいっ、あいつ逃げる気だ！」


    　目を丸くして、ウェンズデーの行動に驚いているのは、僕だけだった。紅葉はプラズマ翼よくを展開し、落下していくウェンズデーを追いかける。


    「……そっか！」


    　紅葉の後ろ姿を見て、やっと僕も気付いた。ウェンズデーが頭部から落ちたのは故意。つまり、僕らと距離を取るのが目的──。


    「でも、鎖くさりが……」


    　さっきどろどろに溶けてしまった鎖は、自動修復機能があるものの、まだ直ってはいなかった。僕は為なす術すべもなく頭部から身を乗り出して、ウェンズデーを追う紅葉の動向を見守ることしかできない。


    　落雷のようにまばゆい光をたなびかせ、紅葉はウェンズデーに急速接近している。手にした刀を真下に向けて、プラズマ翼の加速を利用してウェンズデーの体を貫つらぬくつもりのようだが。


    　しかし、ウェンズデーも次の行動に打って出ていた。


    「改造脚きやく足そく──鋼はがねの六号、転送であります！」


    　ウェンズデーは新たな部位を出現させていた。それと同時に、蛇へびの腕を使って、自分の両足をもぎ取っている。


    　現れたのは、すらりとした少女の足──しかし太ももがあるべき場所には、黄金色をした太いバネがむき出しになっていた。


    「作品名『腐乱バネ脚ドーン・オブ・ザ・デツド』。空飛ぶバネ脚あし少女になるであります！」


    　言うやいなや、ウェンズデーはもぎ取った足の付け根にバネ脚を接続すると、真横にあった屍龍の体を新しい脚で蹴けりつけ、びよん、と飛び上がった。


    　一度の跳躍で、五メートル以上は飛び上がっている。


    「向かってくんなら、好都合──！」


    　一直線にウェンズデーめがけて急降下していた紅葉との距離を、ウェンズデーは一足で詰めた。両者は鼻先をつき合わせ、交差する。雷かみなりが迸ほとばしる雷いか鳴ずち丸まるの突きに向かって、絡からみつく十数匹の蛇が皆、大口を裂いて襲おそいかかった。


    「かはっ……！」


    　と、苦く悶もんの声を上げたのは紅葉の方だった。真正面からぶつかり合い、斬ざん撃げきをきらめかせ、紅葉もみじは大だい蛇じやの腕を根元から斬きり落としていた。けれど、紅葉の右肩も、斬られる寸前の大蛇の一ひと嚙かみによって、電ロボ人ツト刑事の服とその下の皮ひ膚ふが引き裂かれ、ぶしゅっ、と血が噴ふき出していた。


    「くっ……そ……」


    　紅葉の体が宙でよろめき──力を失ったトンボのように、くるくると旋回しながら落下していく。まずい、ゾンビの蛇に嚙まれた!?


    「紅葉っ──！」


    　屍し龍りゆうの頭上から力いっぱい叫んだが、紅葉の体は屍龍の足あし下もとへと消えていく。足下には、武む者しやや足あし軽がるといった武装ゾンビがひしめいている。あんなところに落ちたら、命はない。助けにいかなきゃ……。


    「でも、どうやって……」


    　右腕からボロ切れのように無残に垂たれ下がる修復中の鎖くさりに目を向ける。紅葉が危ないってのに、こんなときになにもできないなんて。


    「うけけっ、舞い戻ってきたでありますよ。退屈していなかったでありますか？」


    「!?」


    　ばっ、と顔を上げると、どす黒い暗雲を背負い、ウェンズデーが僕の頭上に飛び上がっていた。バネ脚あしを使った驚異の脚力で、屍龍の体を蹴けり上げ、あっという間に戻ってきたのだ。


    「まーた腕がなくなったであります。だったら、こいつを起こすであります」


    　僕に向かって片腕を突き出しながら落下してくるウェンズデーは、体中から魔法符マジツクカードをあふれさせていた。


    　今の状態じゃ、交戦するのも無理がある。けど、やるしかない。そう思って、拳こぶしを握り込んだところで──ぐらぐらっ、と地震のように足場が上下に大きく揺れた。


    　今までぴくりとも動かなくなっていた屍龍が、頭を激しく振っている！


    「あっ……！」


    　なんの支えもなく、僕はあっけなく屍龍の頭部から振り落とされた。見れば、ウェンズデーはさっきまで僕が立っていた場所に、すっくと降り立ち、にやにやと僕のことを見下ろしていた。


    「中途半端な損傷で、ゾンビを倒した気になっていてはダメでありますよ。死霊術士ネクロマンサーがいれば、あっという間に再生させることが可能！」


    　ウェンズデーの言葉と共に、屍龍の体が動いた。体にめり込んでいた千せん手じゆの腕や、深々と突き立てられていたはずの大剣の数々が、ぶるるっ、と屍龍が身震いしただけで吹き飛ばされていく。巨体に無数にできていた傷も、みるみる塞ふさがっていく。


    「……せっかく、追い詰めたと思ったのに」


    　歯がみしても、もう遅かった。


    　復活した屍し龍りゆうは、肩を並べて立っていた千せん手じゆを、下からすくい上げるように豪腕を唸うならせ、力の限り殴なぐりつけていた。圧倒的な力が爆発し──暴力の拳こぶしが千手の顎あごを打ち砕くだく。


    　三人で操縦しなければ戦闘はできない──そう言っていた紅葉もみじは、屍龍の足あし下もとに墜落している。ということは、今の千手に為なす術すべはない。


    「僕だって……どうすれば!?」


    　僕の体はみるみる地面に向かっていく。どうやって助かればいいんだよ！


    　鎖くさりは使えない、なら屍龍にしがみつくか。いや、激しく動いているから無理だ。じゃあ、どうすれば、どうすれば、どうすれば──びきっ。


    　なにかに亀き裂れつが入る音が聞こえた。屍龍は、右から左から、崩れることも許されないほどに滅めつ多た打ちに千手を殴りつけている。そんな屍龍の足下、つまり今の僕が落ちていこうとしている先から──音が、聞こえてきた。


    　びきっ、びき。何一つ助かる方法が浮かばない、けれど地面までもう一〇メートルを切っている。絶望的すぎる状況なのに、僕の意識は、ただひたすらに、地面から聞こえる不自然な亀裂音にばかり集中していた。


    「──！」


    　直感が、なにか起きると告げていた。その直後。


    



    　びきびきっ──びき。


    



    　屍龍が踏みしめていた地面が──決けつ壊かいした。


    　地面に走る無数の亀裂が、一気に崩れ去っていく。地割れだ。屍龍は落とし穴を踏み抜いたかのように、ぐわんと、体勢をのけぞらせた。


    「なんでありますか！」


    　ウェンズデーの怒ど声せいが聞こえる。屍龍が大地を踏み抜くなんて、彼女にだって予想できなかったことだ。ざまあみろ、と思うけれど。


    「でも、でも──だからって助かるわけじゃない！」


    　僕が激突するはずだった場所は砕け、僕の体は地面のさらに奥へと呑のみ込まれていく。


    　地面の奥。そこは暗く、広い、空間へと繋つながっていた。


    　地面の下に──空洞がある!?　いや、それよりも助かる方法は？　このままじゃ崩れた土ど砂しやの中に埋まってしまう……。


    　そう思ったときには、半なかば反射的に、僕を助けてくれるなにかがあるかもしれない、と闇やみの中にがむしゃらに手を伸ばしていた。


    「なにか！　なんでもいいから！」


    　でも、伸ばした腕の先には、何もなく。どころか。


    　がつんっ、と後頭部に、岩か土の塊かたまりか、ともかく固く重いものが直撃し──。


    「あぁ、無理だよ……」


    　意識が飛んでいく。


    　そんな中で、僕の耳に届いたのは。


    「助けてやろうか？　その代わり──対価はいただくぜ」


    　聞き覚えのある、あいつの声だった。

  


  
    ◆　　６章　兄きよう妹だい回想

  


  
    



    



    「んー、こんなもんかな？　出血は完全に止まったし、問題ないだろ」


    　ぺしぺし、とこるりが僕の後頭部を乱雑に叩たたく。


    　あたりは闇やみに包まれた洞どう窟くつ。こるりの声が闇に吸い込まれるように消えていくあたり、洞窟の規模はかなりのものだろう。全ぜん貌ぼうは把握できず、こるりが持っていた小さなランプだけが唯ゆい一いつの明かりとして、僕らの周りを頼りなく照らしていた。


    　僕らはごつごつとした岩場に腰を下ろし、しん、と冷える空気に身を震ふるわせる。


    「ありがと──マジでおまえってなんでもできるやつだよな」


    　さっきまで血がにじみ出ていた後頭部をさすってみると、傷やかさぶたすらない、まったくの元通りに治っていた。


    「小こ手て先さきの技術だよ。時間を操あやつる術の応用でさ、傷口の周りだけ時間を巻き戻したんだ──傷が付く前の状態にね」


    「便利だな、時間魔法ってのはさ」


    「そうでもないよ？　時間制御っていってもボクの場合は不完全で、人体にしか魔法をかけられないし」


    「それって、どういうこと？」


    「できないことがたくさんある。例えばゾンビたちの体に時間魔法をかけるのは無理だ。あれはもう人体じゃないからな──だからゾンビの蛇に嚙かまれてた紅葉もみじにはあせったぞ。なんとか治せたけどな。それに時間魔法はエーテルの消耗が激しいから、節約しないと保もたない」


    「長所があれば短所もあるってのは、僕の呪のろいと一緒か……なぁ。じゃあ僕のも、もっと応用できるものなのかな？」


    「できるさ。荊いばら姫ひめなんてそもそも想像力が鍵かぎになる力なんだし、いくらだって使い方はある──と、それよりさ。夕ゆう日ひちゃんとのこと、聞かないのかい？」


    　ランプの光に照らされたこるりの顔が、真剣なものに変わった。


    　僕は、あぁ、と頷うなずく。


    「そりゃ聞きたいさ。おまえがここにいる理由や、夕日ちゃんはどうしてるか、とかさ」


    　僕は真上を見上げる。


    　黒い絵の具で塗りつぶしたかのような、闇が広がっている。そして闇の中にぽつんと、一か所だけ、はるか頭上高くに光が見えた。あれが、僕が落ちた穴。地上世界の光だ。


    　深さにして五〇メートル、いやもっと深くか……とにかくあんな高さから、気を失った状態で落下してきたらまず命はなかった。まわりには砕くだけた地表の欠片かけらが一緒になって落ちてきていたからなおさら危険度は増していた。


    　そんな絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいな状況に颯さつ爽そうと現れたこるりは、僕を箒ほうきへと乗せ、降り注ぐ土ど砂しやを避けて洞どう窟くつの底に連れてきてくれた──らしい。途中から気を失って覚えてないのだ。ついでに言えば、負傷した紅葉もみじもこるりによって助けられ、同じように洞窟の底へと連れてこられたようだ。


    　僕が目覚めたときには、頭の傷は治りかけていたし、こるりと紅葉は互いに自己紹介を終えていた。紅葉が肩に負った傷もこるりが治したらしく、そのせいか、異能力者嫌いの紅葉にしては珍しく、こるりと打ち解けていた。


    　そして紅葉はといえば、この正体不明の洞窟を偵てい察さつに行っている最中だ。


    「そう心配そうな顔するな。ボクがすでに夕ゆう日ひちゃんを始末して、君の元へと駆けつけた──なんてことは言わないさ。君に恨うらまれたくはないからねぇ」


    　こるりは軽い調子で言っているが、僕は本当に心配したんだ。真剣に戦い合って、その結果、どっちかが死んじゃうんじゃないかって。


    　ひとまず、僕の心配は杞き憂ゆうに終わったようで、安心した。


    「にしても癪しやくだが、さすがは夕日ちゃんと言わざるを得ないね。適当にあしらってやるつもりだったが、ずるずる長引いてしまったよ。いい加減、君のことも気になったからまいてきたんだけど──さぁて、そろそろ見つかるかもなぁ」


    「うぅん……でもなんで夕日ちゃんは急にこるりに襲おそいかかったんだか。感情の赴おもむくままに行動するのはいつものことだけど、今日のはそれとは違うような……」


    　腰を落ち着けていた固い岩場の上で僕はあぐらをかいた。うぅん、といくら唸うなってみても、答えは見つからない。すると、こるりがランプを手に僕の目の前にやってきて、ちょこんとその場にしゃがみ込んだ。深しん紅くの瞳ひとみが僕の悩み顔を見上げている。


    「ひなと君もまだ戻ってこなさそうだ──ちょいと話を聞かせてくれよ。込み入った君ら兄きよう妹だいの話をさ。夕日ちゃんの奇妙な態度の理由がわかるかもしれない」


    「って言っても。なにを話せばいいんだかわかんないよ」


    「ほら、今日の夕日ちゃんって、時折やたら無表情な、人形みたいな顔して喋しやべってただろ？　あれって、君も初めて見る表情なのかい？　……と、これよかったら君もどうだ？」


    　そう言って、こるりは懐ふところから和紙の包みを取り出した。中には色とりどりのコンペイトウが入っていた。僕はそれを一粒口へと放り込み、ぽりり、と嚙かむ──と、口いっぱいにやさしい甘さが広がった。


    「おいしい……なんか、ほっとするし、言いにくいことも言えそう……あのさ、夕日ちゃんの顔から一いつ切さい、感情が抜けちゃってるみたいなあれね。見たことあるよ。もうずっと昔の夕日ちゃんに、そっくりなんだ」


    「昔って、君らが故郷にいた頃、とか？」


    　こくり、と僕は頷うなずいた。


    「故郷──怨おん念ねん島とうでの話さ」


    　帝てい都との東に広がる海を五〇キロばかり行くと、そこにぽつりと現れる島が、怨念島だ。呪まじない師の家系、病わくら葉ば一族総勢三百名余りが暮らしていた、小さな島。僕の故郷ではあるけれど、いい思い出なんてちっともない、口に出すのもいやな場所だ。


    「あそこで、僕は一族の長ちようの子として生まれた。けど、生まれた直後に呪のろいをまき散らし、出産を見守っていた一族の長老たちを何人も呪い殺しちゃったんだって。もちろん、覚えてなんてないよ？　で、そっからがひどくてさ、一族に災わざわいをもたらす子、とか言われて、すぐさま赤ん坊の僕を小舟に乗せて海へと流した。島の誰もが呪われた子を直接殺あやめるのがいやで、そんな方法を取ったらしいんだけど」


    「ようするに、みんなが知らないところで死んでくれってわけだ」


    「そう。でも僕は一命を取り留とめた。一族の中でも呪いが一いつ切さい使えなくて、虐しいたげられてたある女の人が、僕の乗った小舟をこっそり引き上げてくれたんだ。そんで、島のはずれの人も寄りつかない深い荊いばらの森の中で、僕を育て始めた」


    「運がよかったな。でも、なんでまたその人は君を育てる気になったんだろ？」


    「わかんないんだよ、それがさ。その女の人、面倒は見てくれるのに、ほとんど会話を交わしてくれなくて。寝泊まり用の穴ぐらを用意してくれたり、食べ物を運んできてくれたりはするんだけどね。会話といえば、言葉を覚えるための必要最低限のものくらいしか」


    「不幸な境遇の久く郎ろう君を哀れんだのか……なんか隠れて犬猫飼うみたいな接し方だな」


    「本当にそうだよね。おかげで僕は、夕ゆう日ひちゃんに会うまで自分の名前や家族すら、知らなかったくらいだし」


    　久郎──僕をそう呼ぶ少女が、誰も近づかないはずの荊の森に現れたとき、僕の心は破裂しそうなほどに昂たかぶった。六歳になっていた僕と八歳の夕日ちゃんとの初めての出会い。きらびやかな朱色の着物に包まれた美しい姿の少女は、感情がまったくない声こわ色いろで、僕をずっと捜していた、と告げた。一瞬のうちに、魂たましいをわし摑づかみにされた気がした。少女の正体を知る前から、僕は夕日ちゃんに心を奪われてしまったのだ。


    　孤独な生活の中、初めて見た年の近い異性。そして、少女は僕の存在を認めてくれた。それがどんなに嬉うれしかったか。気付けば、僕は少女の柔らかな手を、とっていた。


    「ははん。刷すり込みってやつだな」


    「たとえそうであったとしても、当時の僕の胸に走った衝撃は凄すごかったんだ。生まれた瞬間から、忌いみ嫌われて、捨てられ、森の中で動物みたいな生活してた僕の前にね、会いたかったって言ってくれる人が現れるなんて。好きになって当然だろ。それまで僕は、生まれてこない方がよかった、って当たり前のように考えていた。けど、それからは違う。僕を必要としてくれる夕日ちゃんのために生きようって。そう思えるようになったんだ」


    　希望の欠片かけらもなかった辛つらく苦しい世界の中で僕の名を呼ぶ夕日ちゃんだけが、光り輝いて見えた。僕はその光を、いつまでも傍そばに置いておきたいと願った──それが、人を恋するという気持ち。


    「女日ひ照でりだったところに、夕ゆう日ひちゃんが現れて鮮烈な刺激を叩たたき込まれただけに思えるけどな……まぁ、いいや。で、君の出しゆつ生しようやら思い出話やらにようやく夕日ちゃんが出てきたわけだ」


    　ひょい、とコンペイトウを指で弾はじいて暗くら闇やみの中に飛ばすと、落ちてきたそれをこるりはぱくり、と器用に口で受け取った。こっちは思い出すだけで気が重くなるような話をしてるのに、のんきなものだ。


    　でも、神妙な顔で聞かれるよりは、心が楽になるのはどうしてだろう。


    「そうだった、重要なのは夕日ちゃんのことだよな。初めて出会ったあとも、夕日ちゃんはちょくちょく僕に会いに来てくれて、色んな話を聞かせてくれた。僕や夕日ちゃんが姉きよう弟だいだってこと、夕日ちゃんが病わくら葉ば一族の次期当主だということ。そして、そんな自分が周りにどんな扱いを受けているかも──」


    「そりゃ、次期当主だから、お姫様扱いなんだろう。今でもわがままなままだし」


    「それが違うんだ──その頃の夕日ちゃんは、人形みたいに感情がない、無表情で無口な、少女だった。なんの主張もしない、次期当主の側近たちの意のままに動く、傀かい儡らい。幼い頃から、そうあるように側近たちに求められた結果だ。それこそ、刷すり込みみたいに、感情を持つことを許されなかった」


    「まさか……あの気の強い夕日ちゃんがか？　呪のろいを使ってないときは根暗っぽい感じだけど、言うことはちゃんと言うぞ」


    「色々あって、今があるのさ。昔は一族みんなから夕ゆう姫ひめなんて呼ばれてて」


    　言いながら、僕は足あし下もとの地面に指で「夕姫」と書き、その横に「幽ゆう姫ひめ」とも書き加えた。こるりは薄暗い足下をのぞき込み、首をひねった。


    「表向きは夕日お姫様って意味、でも実は幽霊みたいに感情も意志もないお姫様、だから幽姫。そうやって一族から陰で笑いものになってたのさ。ほら、夕日ちゃんが幽霊とかお化けが嫌いなのは、幽霊みたいだった自分が嫌いだから、なんだ」


    「苦手じゃなくて、嫌いなだけって言い張ってたのは昔の自分を否定したいからか……だんだんわかってきたな。その頃の、幽霊みたいな夕日ちゃんの表情が、今日見せたあれか」


    「うん。でも、なんで今になってあんな顔するんだろ。夕日ちゃんは幽霊みたいだ、ってばかにされる自分をずっと変えたいと思っていた。だから僕と会ってからは、感情を表に出せるように頑張って、ようやく今みたいになれたのに」


    　六歳の頃といえば、僕だってまともな感情表現ができなかったから、黒い森の中で二人っきり、鏡を見ては表情を研究した。ぎこちなく両のほっぺを吊つり上げて笑みだと言い張った夕日ちゃんの、初めての笑顔は忘れられない。本家の屋敷に帰りたくない、とむずがった夕日ちゃんを見たときは、ようやく感情を口にしてくれた、と感動して泣いてしまったくらいだ。


    「ようするに、今の夕日ちゃんの破滅的な人格は、君が原因ってわけか……仕方ないか、君もろくな環境で育ってないからな。うまくいくはずないよな」


    「こるりがどんなにばかにしようが、僕は今の夕ゆう日ひちゃんが好きなんだよ。人間らしく、わがままで、守ってあげたくなるあの夕日ちゃんがね！」


    「──でもそんな夕日ちゃんは君の傍そばにいるのがイヤになったみたいだよ？」


    　こともなげに言い放ち、かりっ、とこるりがコンペイトウを嚙かみ砕くだく。その音だけが洞どう窟くつ内に響き、僕は目を丸くしたまま絶句して目の前にしゃがみ込み、こるりの顔を、凝ぎよう視ししてしまった。


    　頭が真っ白になって、なんのことだかわからなかった。いや、わかりたくなかった。とりあえず、震ふるえる喉のどを絞しぼり上げ、否定しなければ──。


    「噓うそ……だろ？　そんなこと、言うはずない……」


    　けれど、こるりは噓だと言ってくれるほど、やさしくない。死刑を言い放つ判事のような冷徹さで、首を横へと振った。


    「夕日ちゃんは君の傍にいるのが、辛つらいんだってさ。だから、自分はいなくなった方がいいと、ボクと戦っている最中に、そう口走っていた。噓だと、思うかい？」


    　いいや、こるりは闇やみ雲くもにボクを傷つけるような噓をつくやつじゃない。そう信じてる──けど、それならなおさら。


    「なんでだよ！　なんでそーなるんだよ！」


    　僕は立ち上がり、こるりに吐きかけるように叫んだ。


    「教えてくれよ、こるり。おまえはわかってるんだろ。夕日ちゃんが昔みたいに戻っちゃって、僕の傍にいたくない理由がさ！　僕にはわかんねーよ！　兄きよう妹だいずっと一緒だって言ったのに！」


    「声を荒らげても、教えてやらないからな。君自身が気付かなきゃ意味がない──なんでもかんでも人任せにするな」


    「っ！　おまえはいつだって、そうやって上段に構えて、僕の悩みなんてちっぽけなものみたいな目をして！　そんで──師匠っぽい助言して、それはきっと正しくて……！」


    　うっ、という嗚お咽えつと共に、涙があふれ頰ほおを伝っていた。泣けてくるのは、こるりの言葉が胸を刺したからだ。かっ、となってこるりに怒りをぶつけて、自分ではなんにも考えないで答えを得ようとする自分が情けない。だから夕日ちゃんが傍にいてくれなくなるんだ。


    　涙を抑えようと、僕は袖そででごしごしと拭ぬぐった。そんな僕に、こるりは淡々と問いかけてくる。


    「ずっとここで泣いているかい？　それもいいさ。前はフラれて、今回は拒否られて、そこまでされても好きでいる理由なんて、ないだろ？　ここらで退ひいてもいいと思うけど」


    「──いいや、違うよ」


    　どんなに拭ふき取っても、涙が頰を伝っていく。それでも否定はできる。きっぱりと。


    「フラれるとか拒否られるとか、そんなことが夕日ちゃんを嫌いになる理由にはならない。それだけは言い切れる。初めて僕の存在を認めてくれて、求めてくれた人なんだ。なにがあっても、大好きなんだ。この想おもいだけは決してなくなったりしない」


    「もうわかったよ。よくもそんな恥ずかしいこと言えるよな──そこまで言うなら、諦あきらめるつもりはないんだな？」


    「もちろん……僕から離れていく理由がわからないんなら、確かめるよ。夕ゆう日ひちゃんに会って──僕は夕日ちゃんを繋つなぎ止めたい」


    　言葉にすると、強く意志が固まっていく。僕がこうして生きてこられたのは、夕日ちゃんがいたからで──強くなろうと、頼れる男になろうと、頑張っているのも夕日ちゃんに好かれたいからだ。いなくなるなんて、絶対にいやだ。


    「ったく、なんでそんなに一いち途ずなんだか……」


    　唐とう突とつにこるりは両手を伸ばし、するすると流れるように自分の胸へと僕の頭を抱き込んだ。そこは、まな板のようで、柔らかさの欠片かけらもなかったが、やさしいぬくもりと、小刻みに鼓動する心しん音おんが感じ取れた。


    「くじけなかったから、ご褒ほう美びをあげよう。幼女の胸を堪たん能のうしたまえ」


    　ゆっくりと髪を撫なでられる。心地よくって、やめろとも言えない。


    「君は性格がねじ曲がってるややこしいやつだが、夕日ちゃんに対する想いだけは、まっすぐだよな……うらやましいな。ボクにだって……」


    「ん？　……聞こえないよ？　なんて？」


    　訊たずねるとこるりは僕の耳を両手で塞ふさぎ──。


    「………………」


    　小声でなにか言っていたが──あいにくなにも聞こえなかった。


    　こるりは、なんだか顔を真っ赤にして、僕をじっと見ている。


    「？？？？」


    　きょとん、としているとこるりは耳から手を離し、べー、と舌を出した。


    「君の悪口言ってただけさ。くやしいだろー」


    　くすくすと自分だけで笑って、こるりはいつもの調子に戻っていた。


    　なんだったんだろう……と、首をひねると──視界の先に、二つの赤い光がゆらゆら揺れているのが見えた。


    「あぁ──帰ってきたな。じゃ、話はここまで。久く郎ろう君、涙、拭ぬぐっとけよ。ばれるよ」


    「そーするよ」


    　ごしごしと袖そでで目をこすっている間に、赤い光はすぐ傍そばまでやってきていた。この光は、紅葉もみじの被かぶっている仮面の、目の部分から発せられているものだ。


    　電ロボ人ツト刑事はこんな暗くら闇やみの中でも、仮面を被っていれば視界を遮さえぎられることもなく活動ができるらしい。魔法とは違うが、科学の力も便利だと実感する。


    　紅葉は僕らの傍までやってくると、目の部分から放っている光を止め、仮面を脱いだ。


    　そして開かい口こう一番。


    「お、怪け我が治ったのか。どうなんだ？　戦いの方、続けられんだろうな！」


    　耳がきんきんと痛くなるような勢いのある声に、おもわず顔をしかめてしまう。今までのしんみりした雰囲気が、一気にかき消えていく気がした。


    「うるさいな──治ったよ。おまえはどうなんだよ？　電ロボ人ツトの服、破れてんじゃん」


    　見れば、左肩の部分がちょうど大人の手のひらほどの規模で乱雑に破り取られ、肌がむき出しになっている。肩に負った傷の方は、跡あと形かたもなく消え去っていた。こるりの時間魔法は人体にしか作用しないってのが、はっきりわかる姿だ。


    「これか？　問題ねー。斬きられたり破れたりってのは戦闘じゃ当たり前だからな。この程度で機能を果たさなくなるわけねぇよ……ま、お互いあの程度じゃやられねーよな！」


    「はっ、久く郎ろう君が頭から血、噴ふき出してたとき──死んでねぇよな！　助かるよな！　なんて騒ぎながら半泣き状態でうろうろしてたのは、どこのどいつだっけかなぁ？」


    　にしししし、とこるりが笑いを嚙かみ殺しながら言うと、紅葉もみじはバツの悪い顔をして、明後日あさつての方を向いてしまった。


    　超恥ずかしそうにしている顔をのぞき込んでやろうと思ったが、絶対にこっちに顔を向けない。


    「あー、もう、いいんだよ。そんなことは！　それより、偵てい察さつの結果、聞きたくねーのか？」


    　これ以上、紅葉をからかい続けると、暴れ出すかもしれないから、ほどほどにしておいて。


    「うん、聞きたいな。どうだった？」


    「あぁ。ざっと見てきた限りだと、あっちに千せん手じゆが倒れてた。俺らと一緒に落ちてきたんだろうな。ありゃ、一いつ旦たん本部に戻って本格的に修理しなきゃ動かねーわ」


    「回収するのも大変そうだな、こんな場所だとさ。で、操縦してた人たちは？」


    「脱出済み。千手には緊急脱出装置が付いてるからな。たぶん落ちる前に脱出したんだろ……あ、それとな、出口も見つからねーな。この洞どう窟くつはかなりでかい。しかも道が入り組んで迷路みたいになってて、うかつに進むと迷うぜ、絶対」


    　紅葉の報告を聞くと、おもむろにこるりはランプを手に取った。ランプの明かりは洞窟の壁を照らし出す。


    　そこには壁が崩れてこないよう、木材で補強されている形跡があった。


    「天然の洞窟……ってわけじゃなく、入り組んだ造りにわざとしてあるとすると──もしものときの逃げ道ってやつなのかも。未来の帝てい都とにはこんなの残ってなかったけど」


    　未来、と口にするこるりに対し、紅葉はなんのことかわからず、きょとんとした表情を浮かべているが、その辺の説明は別に省はぶいたって構わないだろう。


    　こるりの秘密はこるりの口から教えられればいいのだし──なので、僕は紅葉を無視して質問する。


    「それって、誰のための？」


    「例えば──王族とかね。帝てい都とがめちゃくちゃになったときでも、ここに隠れていれば難を逃のがれることができるからさ。お偉い方々はとりあえず避難してるんじゃないの？」


    「なるほどなー、確かにありそーな話だよな」


    　うんうん、と頷うなずいて紅葉もみじは納得している。


    　ということは、逢おう魔まヶが町ちようの地下に広がるこの洞どう窟くつは、隣接する王宮の地下とも繋つながっているかもしれない。


    　なんだか、謎なぞめいた洞窟だけど──今の僕たちは、この洞窟を探検するのが目的じゃない。


    「それで──敵は？　ウェンズデーたちはいた？」


    「いや、いなかった。ゾンビの一匹もな」


    　やっぱりか。僕らと一緒に落ちてきたとしたら、このあたりにもゾンビがいるはずだしな。でもどうやって、地面を踏み抜いた屍し龍りゆうの落下を阻そ止ししたんだか──ともかく、敵は、僕らの追撃よりも絶ぜつ界かい機関を襲おそうことを優先したらしい。当たり前の判断だ。


    「あいつらもろとも落ちててくれれば、都合がよかったのに」


    「そーだよな。屍龍が暴れたせいだっつーのによ。自分たちだけうまく逃げやがったんだ」


    　ちくしょう、と紅葉は足あし下もとの石を蹴け飛とばした。


    　すると、僕の隣にいたこるりがぴくりと反応して、顔を上げる。


    「屍龍？　……あぁ、地上にいた恐竜のゾンビのことか。アロサウルスを元にして巨大化させたっぽいよな」


    　わけのわからない言葉を呟つぶやくこるりに対し、紅葉が眉まゆをひそめている。


    「さっきから釈しや迦か堂どうってちょいちょいわかんねーこと言うよな。ま、めんどくせーから深くは聞かねぇけどさ──それより」


    　紅葉は神妙な顔で、真上に見える地上の光を見上げた。


    「もたついてる暇ひまもねぇし、死し霊りよう部隊をどーやって倒すのか考えようぜ」


    「そうだな……僕も紅葉も回復したんだから、まずは地上に戻ろう。紅葉の話じゃ、洞窟を進んで脱出ってのも無理そうだから──」


    「飛んで脱出が手っ取り早いぜ。俺は自前の翼つばさがあるけど、久く郎ろうと釈迦堂はどうする？」


    　それなら、とこるりは頷うなずいて、振り袖そでの奥から箒ほうきを取り出そうとしたけれど、僕はそれをすっ、と手で押しとどめた。


    「箒で飛ぶにもエーテルが必要なんだろ？　時間魔法はエーテルを消耗しやすいって言ってたし、ここは節約しよう」


    「なら、どうするんだい？」


    「呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめ、を応用してみたい。力、引き出してくれないかな？」


    　いいけど、とこるりは釈然としないままに、それでも力のこもった視線を僕へと向けた──すぐに、体から黒い荊いばらがあふれ出す。荊と髪は混じり合い、腰まで長くたなびき、手足は黒く染め上げられ、荊の模様が全身に刻まれる。


    　荊化が、成功したのを確認すると──僕はこるりの手をとり引き寄せ、ひょい、とお姫様だっこをした。こるりの体は羽根のように軽かった。


    「久く郎ろう君！　いきなりどうした？　ボクの体に欲情でもしたか!?」


    「するかよ、こんなお子様体型に。じゃなくて、こうしないと一緒に飛べないだろ」


    　説明するより、見せた方が早い。僕は心の中で強く、明確に思い描いた。


    　羽。空を自在に飛ぶ二枚の羽が僕の背中から生はえている姿。空を飛ぶ紅葉もみじを見たときから、自分もあんな風に飛べたらと、ちょっと憧あこがれてた。


    　暗い洞どう窟くつの中で思い描くからか、頭に浮かんだのはコウモリの羽だった。黒く大きな──人の体で飛ぶなら、片翼よく二メートルは必要か。


    「空へと誘いざなう、黒き羽──！」


    　想像し、言葉にし──そして具現化する。背中からあふれた黒い荊が、複雑に絡からみ合い、二枚の大きなコウモリの羽を作り出した。


    「できた……！」


    　背中に顔を向けて、黒い羽をばさりと一度羽ばたかせてみる。僕の思った通りに動いてくれる。おおっ、と紅葉が驚きの声を上げた。


    「飛ぶって、こういうことか……いきなり抱っこするから変な期待しちゃったじゃないか」


    「なんだよ、期待って。僕とおまえの仲だし、抱き上げるくらい平気じゃん」


    「う、る、さ、い！　君は乙おと女め心ってのがなにもわかってないな！」


    　顔を真っ赤にして、こるりが腕の中でじたばた暴れる。なにをそんなに怒ってんだよ。


    「あのよぉ、どーでもいいけど早くしてくんねぇかな。時間がもったいねぇよ」


    　苛いら立だたしげに紅葉が催促してくる。こるりはむすっとした顔をしているが、これ以上構っている暇ひまはない。


    「悪い、すぐに行こう──こるり、もう暴れるなよ。初めて飛ぶんだし」


    　一応、忠告してみたが、こるりは、知らない、と言ったきり、僕の胸に顔を埋うずめてしまった。


    「んじゃ、血の匂におい漂ただよう戦場に、舞い戻ろーじゃねぇか！」


    　その言葉を合図に、紅葉は背中からまばゆい光を放ち飛び上がった。プラズマ翼の閃せん光こうは、これから向かう地上へと通じる頭上の空間を明るく照らした。どうやら僕らは半球状の巨大な空洞に落ちていたと、このときようやく確認できた。けれど、プラズマ翼の光も洞窟の隅々までもは届かず、計り知れない闇やみがそこかしこに広がっていた。


    　僕も、紅葉のまとう光を頼りに、あとを追う。両の羽を同時に羽ばたかせると、ばふっ、と空気に弾はじかれるように、体が宙へと浮き上がる。


    「地面を蹴けって飛び上がるのと一緒だ。羽で空気を蹴って、勢いをつけろ」


    　機嫌を損ねたはずのこるりが、胸に顔を埋うずめたまま、なんだかんだで助言してくれた。


    「うん、やってみる……ありがと」


    　空気を蹴ける──僕は力強く、何度も何度も羽を動かし続ける。すると、羽ばたく度たびに加速がついていく。宙に舞い上がる爽そう快かい感に、心が躍おどった。


    「久く郎ろう！　遅おせーぞ。もたもたすんな！」


    　上を行く紅葉もみじが怒鳴った。僕はよりいっそうの力を込めて、なんとか紅葉に追いつこうとするが、紅葉は飛び慣れているし、そもそも出しゆつ力りよくが違いすぎて、ぜんぜん追いつけない。


    「ちょっとはこっちのこと考えろよな！」


    　そうは言っても、どんどん離されていくのは癪しやくに障さわる。僕ももっと速く、もっともっと速く、とがむしゃらに翼つばさを動かすと──見えてきたのは地上の光。洞どう窟くつの底から地上まで、果てしない距離のように感じたが、翼を使って上昇すれば、三分もかからず昇りつめることができた。


    「なんだ、飛ぶのって意外と簡単じゃん！」


    　全身に冷たく透すき通った地上の風を浴びて、僕は割れた地面の隙すき間まを突き抜けた。そして、勢いを止めず、暗雲広がる帝てい都との空の中へと、吸い込まれていくように上昇していく。


    　そして、その前を飛ぶのは。


    「かかっ、なかなか様さまになってるぜ」


    　紅葉は、鷹たかのように空中でくるりと旋回していた。あんな風に自由自在に飛べるまでには、相当練習を積まないといけないだろう。


    「けど、今は飛べればいい──このままウェンズデーの元に行こう」


    　街の様子を観察できるよう、通りに並ぶイチョウの木よりもほんの少し高い場所で、風に乗ったまま姿勢を崩さないで飛行する。


    　見れば、僕らが落ちた穴の付近はすでにゾンビの姿がまばらになっていた。徒と党とうを組んでいるわけでもなく、一匹ずつでうろうろしている。その姿は、普通の着物姿だから、もしかしたらゾンビにされた帝都の住人なのかもしれない。


    　ウェンズデー率いる少年結社ウサギ団や大通りを埋め尽くしていた万にもおよぶゾンビの軍勢が、どこにも見えない。


    　ただ、気になるのは、大通りの地面のいたるところに黒い焼け跡があるということだ。


    「夕ゆう日ひちゃんの呪のろいの気配がする……このあたりで、炎えん獄ごく蝶ちよう、使ったんだ」


    「ってことは近くにいるな。ボクを襲おそってくるかもしれない」


    　こるりがとげとげしい雰囲気を発している。意識を研とぎ澄まし、夕日ちゃんを警戒していた──と、僕と人間一人分くらいの空間をあけ、平行に飛んでいた紅葉が声を上げた。


    「おいっ、死し霊りよう部隊は絶ぜつ界かい機関の本部手前にある逢おう魔まヶが大おお橋はしを通過中、だとよ」


    　どうして状況が手にとるようにわかるんだろう、という表情を浮かべていると、紅葉はドクロの仮面を親指で、くい、と指した。


    「この仮面の内部に電波通信機能が備わってて。って説明してもおまえにはわかんねーだろうが、ともかく、地上に残ってた不死しなず川がわと東しの雲のめと連絡が取れるんだ。深い洞どう窟くつの中じゃ無理だったけどな」


    　電ロボ人ツト刑事の機能に感心してもいられない──二人の電人刑事だけで敵の動きを食い止めるなんて、おそらく無理だ。


    　逢おう魔まヶが大おお橋はしといえば、絶ぜつ界かい機関本部の目の前を流れる川にかかる橋。つまりそこを越えれば敵勢は本部へと進行していしまう。


    「安心しろ。まだ間に合うってよ。よくわかんねーが、不測の事態に陥おちいってて、敵は足止めくらってるらしい──早く追いつこうぜ」


    　ばしゅん、とプラズマ翼よくが盛大に吹き上がり、紅葉もみじが加速した。


    　僕も風を切り、その後を追う。


    　そうして、まっすぐに、大通りを突き抜ける先に見えてきたのは。


    　──紅ぐ蓮れんの炎に包まれた、屍し龍りゆうの巨体だった。


    



    　　　　　◆◆◆


    



    「ぐぁぁぁるぅぅぅあ！」


    　それはまぎれもなく悲鳴で。


    　その悲鳴を上げているのは、僕らの前に立ちはだかったあの屍龍だった。


    　そこは逢魔ヶ大橋。長さはおおよそ百メートル、横幅も二〇メートル近くある、緩ゆるやかな曲線を描いたその石橋の──手前で、巨大で獰どう猛もうで、暴力の塊かたまりのようだった化け物が、全身くまなく炎に包まれ、その身を苦しそうに悶もだえさせている。足あし下もとには人ひと型がたのゾンビも群がり、一緒になって燃えていた。


    　屍龍と何千ものゾンビたちが、逢魔ヶ大橋に到達することもなく、ことごとく燃え尽きようとしているのだ。


    　橋の下に流れる大きな川には、ウサギ団の少年兵たちの死体がいくつも浮かび、さらに炎に照らされてるせいで川全体が赤く染め上げられ──まるで地獄絵図のような景色が出来上がっていた。


    　そして、橋の上には、横たわる二人の電人刑事の姿があった。


    「おまえら──！」


    　電人刑事の姿を見つけ、紅葉は急いで橋の上へと降下していく。


    　なにがあった──と、紅葉は倒れている電人刑事を抱き上げ呼びかけている。


    　こんなことするのは、思いつく限り一人しかいない。だからここで起きたことは、一方的な破壊活動だ。


    「……夕ゆう日ひちゃんの仕し業わざだろうな。なにを思ってやったかは知らないが」


    　こるりが冷静な声で言った。その身からはぴりぴりと緊張感を放っている。


    「ともかくだ。紅葉もみじの元へ行こう──」


    　こるりを抱え橋の上に着地すると、すぐに背中の羽を解き、元の荊いばらに変えた。


    　石橋だけあって、足場はしっかりとしていた。炎では燃え落ちることもなさそうだ。


    　あたりを見渡せば、無数の炎えん獄ごく蝶ちようがひらりひらりと、いたるところに炎をまき散らし、思うままに舞っている。


    　紅葉は、電ロボ人ツト刑事たちを抱きかかえ、しきりに名を呼びかけていた。


    「どう？　まさか、死んでたり……？」


    「電人刑事は無敵の超人──こんなことじゃくたばらねぇ……ただ、かろうじて意識が残ってるだけで、話は聞けそうにないな。さっきまで通信してたっていうのによ」


    　うっ……、と倒れている電人刑事からうめき声が聞こえてきた。意識はあるといっても、相当の深手を負っているのだろう。


    　なら、もっと安全な場所に移した方がいいな、と、視線を上げると、そこには。


    「また会ったでありますな、病わくら葉ば久く郎ろう！　再会喜ばしい、と言いたいところではありますが──まさか、あのような小娘を伏ふく兵へいに使うとは、こざかしい真ま似ねを！」


    　ぞろぞろと少年兵を引き連れたウェンズデーが、橋の向こうから迫ってきた。


    　僕らは絶ぜつ界かい機関本部を背に立ち、死し霊りよう部隊と一〇メートルという切迫した距離で向かい合う。


    　彼らの姿はあきらかに疲ひ弊へいしていた。服はぼろぼろ、出血や火傷やけどを負っている者も大勢いて──なにより、兵の数が激減していた。


    　百人はいたであろう少年兵たちが、今や半分以下の数になっている。


    「満まん身しん創そう痍いだな。おまえらを襲おそったのって、黒髪巻き毛の女の子じゃなかったか？」


    　問いかけると、ウェンズデーはあからさまに不機嫌な顔になり、だんだん、と地じ団だん駄だを踏んだ。


    「そうであります！　突然現れ、我われらの部隊に大打撃を与え──さらには私のお気に入りの作品である恐竜ゾンビまで壊されたであります。至し極ごく憤ふん慨がい！　あの小娘だけは屍し肉にくも残さずボロクズのように殺してやるであります！」


    　血も通っていなそうな青白いこめかみがぴくぴくと引きつっている。それだけ、自分の作品に愛着を持っていたようだけれど──僕には関係ない。


    「こっちにとっては好都合だ。疲弊したおまえらにここでトドメを刺してやる」


    　わらわらと、足あし下もとから長く伸びる影のように、荊をあふれさせる。この荊を使って、ウェンズデーを含めた残りの兵を一いち網もう打だ尽じんに捕まえてやる。


    　僕は敵の位置を見計らう──と、ウェンズデーが唐とう突とつに奇声を上げた。


    「うけけけけけけけっ──島国のクズどもに、甘く見られたものでありますな！」


    「あん？　誰がクズだと！」


    　ここぞとばかりに挑発に乗る紅葉もみじ。血の気が多すぎるって。僕は紅葉を抑えつつも、ウェンズデーに鋭い眼まな差ざしを向けた。


    　ウェンズデーは腕や足に細かな擦すり傷や切り傷を無数につけた、満まん身しん創そう痍いの姿だというのに、僕らに向かって、薄っぺらな胸をこれでもかと反そり返らせた。


    「我々が疲ひ弊へいしている？　たかが兵とゾンビの群れを失った程度で、我われら死し霊りよう部隊を倒したつもりでありますか！　笑わせる！」


    　ウェンズデーが生なま白しろい細腕を指揮者のように振り上げると、ばさばさばさばさっ、と魔法符マジツクカードの束たばが腕からあふれ出した──同時に、少年兵たちも自らの手から、大量の魔法符をばら撒まいていく。まるで紙束の洪水のような光景──橋が白く覆おおい尽くされる。


    「またゾンビか……！」


    　でも、足あし下もとに流れるのは川だ。地中に眠る死者を蘇よみがえらせるのとは勝手が違うはず。


    　ただのはったりかもしれない。相手の出方を待ってないで、今すぐに仕掛けるべきか──迷っていると、ウェンズデーは僕の迷いを見み透すかしたかのように、ふんっ、と鼻で笑った。


    「ゾンビを作り出すことだけが、死霊部隊の力ではないであります！　見るがいいであります、我らの本領。英国より従えし、死霊の軍勢を！」


    　魔法符が、竜巻のように舞い上がり、敵勢を包み込んだ。


    「うっ……く！」


    　魔法符の巻き起こす突風に、体が押され、視界も紙の束に遮さえぎられ、なにが起こっているのかまったくわからない。


    　魔法符の竜巻は勢いよく宙へと舞い上がると、次々に塵ちりへと変わっていた──僕は、宙に撒かれた魔法符にばかり気を取られてしまっていたが、死霊部隊の魔法は別の場所から効果を発揮していた。


    　どどどどどどど──橋が揺れ始めた。


    　何事だ、と身構えた次の瞬間、ざばぁん、と橋の下を流れる川から現れたのは──大海を渡るような巨大な船、だった。


    「…………！」


    　予測してなかった出来事に、僕は瞬まばたきも忘れ、噴ふき上がった飛沫しぶきを雨のように浴びながら、現れた船を見上げてしまった。


    「なにが起こるかわからない。身構えとけよ」


    　こるりがぴしゃりと、叱しかるよう言い放ち、僕ははたと我に返り、気を引き締めた。


    　そして、改めて、船を見る。今度は注意深く、相手を見定めるために。


    　こんな川の底がすぐに見えるような浅い場所に浮かぶはずもない、木製の巨大な帆はん船せんは、しかし朽くちかけていた。船の側面を覆おおう木材は、黒茶けて腐り、穴があき、コケまで生はえている。張られている帆ほも、ずたずたに破れているが、帆の中央に描かれた大きな黒い、笑うドクロの印しるしはかろうじて見て取れた。


    　ドクロの帆を掲かかげる、朽ちた船。


    　その甲かん板ぱんから身を乗り出し、次々と勢いよく橋の上に飛び乗ってくるのは、ゾンビではなく──何十人もの幽霊の軍団だった。


    　青白く光る人の形をした、半透明の幽霊。誰もが、二メートルは越えるかというほどの巨体で、顔は西洋人特有の高い鼻にほりが深く、しかも怒り昂たかぶっているのか、顔面を歪ゆがめ、大口を開き、雄お叫たけびを上げながら、橋へと飛び移ってくる。


    　荒々しく息巻く幽霊たちは共通した格好をしていない。頭にボロきれ同然の手て拭ぬぐいを巻き上半身は裸になっている者や、かと思えば貴族が着るような立派なコートを羽は織おっている者もいる。ある者は目に眼帯をし、ある者はカギ爪づめになった義ぎ手しゆをはめ、そして肩に巨大な怪鳥を乗せている者までいた。唯ゆい一いつ共通点と言えば、皆、その手にはサーベルやピストルといった武器を携たずさえていることだ。


    「幽霊船に、海賊の死し霊りよう──さすがは死霊術士ネクロマンサー、悪趣味な兵を連れてきたな」


    　軽口を叩たたくこるりだが、余裕の表情を浮かべているわけではなく、どころか、引きつっているようにも見えた。


    　でも、僕には海賊の死霊、とやらがそれほど厄やつ介かいな相手とも思えない。たかが幽霊だろ。ゾンビや生なま首くびだけで動くウェンズデーを見てきたから、自然と恐怖心は湧わかない。


    　船から降りた海賊たちは、ぞろぞろとウェンズデーの周りへと集結し、青白く光る凶悪な眼まな差ざしで僕らをじっとりと見つめていた──が、そんな視線に威圧されることなく、冷静に敵の数を把握する。


    　二十名には満たない、これなら苦もなく捌さばききれそうだ──荊いばらに意識を集中する。


    「うけけけけっ。ヨーソロー！　面おも舵かじいっぱい！　偉大なる英国の海賊たちよ、殺して奪う！　それが海賊の不ふ文ぶん律りつであります！　さぁ、略奪を開始せよ！」


    　拳こぶしを振り上げたウェンズデーの命令と共に、どっ、と海賊たちが動き出した。


    　海賊たちは口々に、オォォォォォォ、という洞どう窟くつに吹く風のような不気味な声を上げ、武器を振りかざし走ってきた。


    「ここで決着をつける──この先には、行かせない！」


    　僕は足あし下もとから荊を伸ばし、走り出した。策なんていらない、真まっ向こう勝負で充分だ。


    　紅葉もみじも刀を構え、全身から電気を迸ほとばしらせ──初速から超加速し、海賊の軍勢に突っ込んでいこうとしたが──後ろからこるりの引き留める声が聞こえた。


    「おいっ、死霊ってのは厄やつ介かいで──って、ちぃっ！」


    「──ん？　こるり？」


    　不自然に途絶えるこるりの声。気になって振り返ると、そこには──。


    　姿どころか、たった今まで、気配すら感じなかったというのに。


    　炎の衣ころもをまとうように、炎えん獄ごく蝶ちようを引き連れた夕ゆう日ひちゃんが、今まさにこるりに襲おそいかかろうとしていた。


    「見つけたわ──さぁ、続きをするの」


    　夕日ちゃんは淡々と言い、炎獄蝶を解き放つ。


    　ごぉっ、と辺り一面が炎に包まれ、こるりと夕日ちゃんの姿も炎の中に呑のまれていく。


    「夕日ちゃん──！」


    　僕は腹の底から叫んだが、爆音によってかき消されてしまった。


    　そんな僕の腕を摑つかみ、無理やりに引っぱったのは──紅葉もみじだった。


    「あっちはあとだ──敵に集中しろ！」


    　紅葉に一いつ喝かつされ、僕は前方の敵へと振り返った。そうだ──早急に敵を倒し、それから夕日ちゃんを止めるんだ。


    　全力を出して、一気に敵勢を打ち砕くだいてやる──そんな強い意志を、身にまとった荊いばらへと向けようとした、けれども。


    「あ……？　え？」


    　いつの間にか、荊いばら姫ひめの力が解除され、普通の体に戻っていた。おもわず、走っていた足が止まり、前につんのめる。


    　あと三歩でも踏み込めば、そこで海賊たちとぶつかり合う──そんな距離で。


    「──！」


    　こるりからの補助が絶たれた。当たり前だ、夕日ちゃんと戦闘になっているのに、僕に力を送っている余裕なんてあるはずない。


    「でも、鎖くさりがある！」


    　一瞬で思考を切り替え、右腕に巻き付けてあった鎖を、海賊に向かって放つ。足は止めない。至近距離から放った鎖は──けれど、眼前の海賊に命中することはなかった。


    　避けられたわけではない。すっ、と海賊の体の中を通過してしまったのだ。霧きりの中へと鎖を投げ込んだかのような、肩すかしな感覚を味わう。


    「実体が、ない!?」


    　気付いたときには、僕も紅葉も、海賊の群れにまとわりつかれていた。


    　オォォォォォォ──という声が、幾いく重えにも耳に届き、不快だ。


    　けれど、それ以外にはなにもない。まとわりつかれても、相手が僕を攻撃してくることもなく、それどころか海賊たちは僕の体をすり抜けていく。一人の海賊が手にしたサーベルを、僕へと振り下ろすが、やっぱりすぅ、と何事もなく通過していくだけだ。海賊たちも、僕に触れられない。


    「なんのつもりで──」


    　効果はないとわかっていても、両腕をしきりに振って、海賊たちを払いのけようとしてしまう。


    　こんなの意味がない。攻撃ですらない。嫌がらせか？　──いや、違う。海賊を使って僕らを攪かく乱らんし、ウェンズデーたちが直接攻撃に打って出る、つもりだとしたら。


    「こんな海賊、ほっといて……」


    　海賊にまとわりつかれたところで、動くことはできる。まずはウェンズデーから先に倒してしまえ──そう思って、一歩踏み出すと、がくん、とそのまま片膝ひざをついてしまった。


    「え……？」


    　思ってもみなかった、不調。力が入らない。踏ん張りが利きかず、体全体にずっしりと鉛なまりの塊かたまりでも乗っているような、けだるさだ。


    「なんで急に……こんなこと……」


    　なんとか顔を上げて、ウェンズデーの方を見ると、やつらは襲おそってこようともせず、にたにたと笑みを浮かべて這はいつくばる僕の様子を眺めていた。


    「く、くくくくく……」


    　必死に堪こらえてみても、けだるさは全身に充満し、敵へと向かっていく気力が湧わかない。


    　僕がすでに立ち上がるのも精一杯だとわかると、ウェンズデーが、すっと、片手を上げた。すると、僕にまとわりついていた海賊たちが、途端にウェンズデーの元へと引き上げていく。


    　どさり、とすぐ傍そばで音がした。


    　見れば、紅葉もみじが橋の上に倒れ込み、ぐったりと動かなくなっていた。


    「なんだこれ。僕らになにをした……？」


    「おや、意識だけは残しておいてやろうと思ったでありますが、そっちのおチビさんは堪えられなかったようでありますな」


    　ウェンズデーが、つかつかとこっちに向かって歩き、僕の真正面、手の届く場所で足を止めた。その姿はあまりにも無防備だったが、僕には攻撃するだけの力がない。


    「どうでありますか？　死し霊りように生せい気きを吸われた感想は？　海賊の家業は、すなわち略奪。貴殿らは、生気、気力と言い換えてもいいでありますが、肉体を動かすための精神の力を、奪われたのでありますよ──。それが死霊の能力。不死の肉体を持つ者を殺すには、うってつけの方法。精神まで不滅な存在は、そうはいないであります！」


    「ちっ……えげつないな。体が動けば、おまえなんてすぐに絡からめ取ってやるのに」


    「無理であります。抵抗できない程度に生気を残したでありますからな。いいザマであります。死霊術士ネクロマンサーを甘く見るから──さて、トドメは私が」


    　じゅるり、舌なめずりをし、ウェンズデーが右手を掲かかげた。ぎらり、と右手が光っている。ナイフでも握られているのかと思ったが、違う。ウェンズデーの右手の指の五本すべて、小こ太だ刀ちほどの刃渡りをした、鋭い刃物と化している。指を動かすように、ウェンズデーはがちがちと五本の刃やいばを打ち鳴らす。


    　得意の改造手しゆ腕わんか……まずいな、と思いつつも、頭が朦もう朧ろうとして働かない。


    「『血濡れの握手フレデイ・ハンド』──貴殿を殺す、作品の名であります！」


    　飛び出すほどに目をむき出し、ウェンズデーは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。そして、凶器と化した右手を、僕の胸に向かって突き出す──僕はその一撃を避けるため、後ろへ飛び退のこうと、最後の力を振り絞しぼった。


    　すべての生せい気きを奪われたわけじゃない。飛び退くくらいできるはずだ。その後のことはわからないが、今ここで死ぬわけにはいかない。


    　全身に力を込めた──そのときだった。


    「──くっ、やっぱり私より……こるりちゃんの方が。でも、でも！」


    　夕ゆう日ひちゃんが、あろうことか僕とウェンズデーの間に、飛び込んできた。


    「──っ！」


    　こるりとの戦いに夢中になっていて、夕日ちゃんはこっちの状況なんてお構いなしだ。


    「うけけけけっ！　小娘ぇぇ！」


    　ウェンズデーが甲かん高だかい奇声を上げた。その瞳ひとみは夕日ちゃんを捉とらえ、攻撃の対象は確実にそっちに移っている。
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    　考えるよりも先に、僕は夕ゆう日ひちゃんを守るため、飛び出していた。


    　夕ゆう日ひちゃんが気付いたところで、今から攻撃を避けるのは間に合わない。なら、僕が！


    「このぉっ──！」


    　夕日ちゃんを守る──その一心で生せい気きが尽きかけていた体が機敏に動いた。夕日ちゃんに覆おおい被かぶさるように抱きかかえると──ウェンズデーはすでに右手を振り下ろしていた。


    　刃やいばが僕の身を切り裂く、その寸前──夕日ちゃんの体の周りを飛んでいた一匹の炎えん獄ごく蝶ちようが、爆発した。


    　炎をまき散らし、爆風が広がる。灼しやく熱ねつの風が僕の背中を直撃し、一瞬にして服が焼き切れ、皮ひ膚ふを焦こがした。


    　背中の生なま皮かわを無理やり剝はぎ取られたかのような激痛に、意識が途絶えそうになる。


    　すると、視界に広がる炎の渦うずの中から、ぬっ、と銀色に光る指先が伸びてきた。


    「──うけけっ」


    　全身火だるまになりながらも、ウェンズデーはそれでもまだ僕に向かって、右手を繰り出した。


    　僕の目に、刃のきらめきが、はっきりと映った。


    　その結果。


    「ぐあぁぁぁぁっ！」


    　顔面からおびただしい量の血が、噴ふき出した。あまりの痛みに、顔面がごっそりと抉えぐられたかと思ったが、触さわってみると──左目のあたりに縦に一直線、傷がある。傷口に手が触れると、それだけで心臓が止まりそうなほどの鋭い痛みが走った。


    　当然、左目の視界はまったくない。


    「いやぁぁぁぁっ！　久く郎ろう！　久郎！」


    　ようやく事態を把握した夕日ちゃんが、僕の胸の中で悲鳴を上げる。僕の顔からあふれ出る血が、夕日ちゃんの顔にぽたぽたとかかると、夕日ちゃんはその身を震ふるわせた。


    「私のせいなの。私が、また……どうして、いつも、いつも……」


    　夕日ちゃんは今にも泣き出しそうな声をしていた。だから、大丈夫だと、こんな傷問題ないと言ってあげたかったけれど。


    「うぐぅぅぅっ……」


    　痛みを堪こらえる嗚お咽えつしか、出なかった。


    　けれど、僕は夕日ちゃんの肩を借りて立ち上がる。どんな傷を負おうとも、僕は夕日ちゃんを守らないといけない。


    「──ウェンズデー……どこだ。戦ってやるぞ……」


    　視界がぐらぐら揺れて定まらない。口からは勝手に言葉が漏もれ出してくる。気を抜けば即座に倒れてしまうだろう。今の僕は夕日ちゃんへの思いだけで、動いていた。


    　そんな僕に、夕ゆう日ひちゃんはすがりつく。


    「ダメなの……おとなしくしてないと、ほんとに死んじゃう。敵なら私が戦うから……」


    「ううん……ダメなんです。僕が……やる」


    　全身に走る痛みは、退ひくどころかどんどんと増していく。流れ出した血は、足あし下もとで血だまりとなっている。痛くて熱くて──自分の体が、鉛なまりのように重く、動かなくなっていくのがわかる。


    　それでも僕は、視力の残っている右目に意識を集中し、ウェンズデーの姿を捜した。


    　しかし、そこに敵の姿はなく、あるのは僕らを覆おおう炎の壁だった。見れば、壁は群がる炎えん獄ごく蝶ちようによって構成されている。夕日ちゃんの仕し業わざか。


    「行かせないわ──だって無理だもの。そんな体じゃ」


    　滲にじんだ涙を袖そでで拭ぬぐい、きっ、と夕日ちゃんは鋭い目で僕を見み据すえた。


    　なにがなんでも、僕に戦わせないつもりか──でもダメだ。炎獄蝶の壁だって、実体を持たない死し霊りようならなんなくすり抜けてしまう。


    「炎を、消してください……」


    　夕日ちゃんに訴うつたえかけるも、夕日ちゃんは強い眼まな差ざしで僕を見つめ、首を横に振った。


    　それに、僕を止めたいのは、夕日ちゃんだけじゃないらしく。


    「久く郎ろう君──もういいぞ。それ以上、動くな」


    　背後から聞こえたこるりの声に振り返ると、重そうに紅葉もみじを背負っているこるりが、悲痛な表情を浮かべて立っていた。


    「──一応、ひなと君も助けてやっておいた」


    　ぐったりと動かなくなっている紅葉を横たわらせ、こるりがこっちにやってくる。その光景を見ていると──自然と体から力が抜け、その場に倒れ込んでいた。


    　びちゃり、と自分から出た血だまりに突っ伏す感触は、最悪に気持ち悪い。が、同時に生ぬるい血のぬくもりの中で、このまま眠りにつきたいような感覚にとらわれた。痛みは、いつの間にか感じなくなっている。痛い方が、生きているって感じがするんだけどな……。


    「あれ……どうして僕。戦わないといけないのに……」


    　体がぴくりとも動かない。夕日ちゃんやこるりの声が、なんだか遠くに聞こえる。


    「いいの。久郎、こんなにぼろぼろ。私の、せいなの……なんてこと……」


    　僕の体にすがりつき、夕日ちゃんがくすん、くすんと泣いている。


    　また僕は夕日ちゃんを泣かせてしまった。なにが悪かったんだろう──自分なりに、頑張ってみたつもりだったのに。


    　そんなことをぼんやり考えているうちに、どんどん視界が白くなっていく。


    「……やば。ほんとにダメ……かも」


    　と、呟つぶやけたかどうかも定かじゃない。


    　死がそこまで迫っていると、心の底から実感できた。


    　ゆっくりとまぶたが下りてきて、逆らうことなんてできなかった。


    　くやしいな、こんなところで死ぬなんて……最後の最後に耳に届くのが、夕ゆう日ひちゃんの泣き声なんて、最悪だ──あぁ、生きていたい。僕はまだ死にたくない！


    「出血がひどいな──それに奪われた生せい気きまでは、すぐには回復できない。死し霊りようとは……また厄やつ介かいなもの使われたな」


    　こるりの声が聞こえた。それに、なんだか体中いじり回されているような気がする。


    　途絶えかけていた意識だったが、急にぼんやりとした思考と視界が、戻ってきた。


    　この状況──僕は、こるりの治療を受けている、のか？　僕は死んじゃいない？


    　すがるように、こるりの名を呼ぼうと思った矢先。


    「……ごふっ」


    　喉のどの奥から血があふれてきた。


    「吐血か……まいったな、余計な体力を消費すると取り返しがつかなくなる──おい、意識はあるか？　寝るなよ？」


    　呼びかけられても、返事ができない。こるりは、険しい顔でため息をついた。僕に意識がないものと見なしたのかもしれない。


    　こるりは、てきぱきと休みなく手を動かしていた。その手には、様々な道具がとっかえひっかえ持たれている。そして、徐々にではあるが、全身をくまなく覆おおっていた激痛が、和やわらいでいっていた。


    　こるりの横では、僕の様子を心配そうにのぞき込んでいる夕日ちゃんの顔が見えた。感覚はないが、夕日ちゃんは僕の手を強く握りしめている。


    　どうやら夕日ちゃんも、僕に意識があるとは思っていないようで、しきりに僕の名を呼び、意識を呼び戻そうとしていた。


    「久く郎ろう……久郎。おねがい、起きて──私が久郎を……こんなにしちゃったの。私のせいだ……」


    　私のせい、その言葉を夕日ちゃんは何度も呟つぶやいていた。握られた手に、夕日ちゃんの頰ほおからこぼれ落ちた涙の雫しずくが、いく粒も降りかかっていた。


    「夕日ちゃん、泣き言なら他よ所そで言ってくれ。治療の邪魔だ……それより、炎えん獄ごく蝶ちようの防御壁の方は大丈夫なんだろうな？」


    「ちゃんとやってるわ。誰も近づかせない……あいつらも、今のところ近づくつもりはなさそうなの」


    「そうか……あっちの隊長も火だるまになってたからな。今は修理中か、こっちの様子見でもしてるのかもな」


    「そんなことより！　……こるりちゃんこそどうなの？　久郎、治る？　治らなかったら……私、こるりちゃんのこと……」


    　吊つり上がった目で夕ゆう日ひちゃんがこるりをぎろりと睨にらむが、こるりは動じることなく、治療を続ける手を止めない。


    「君のせいだっていうのに、勝手なこと言うな──君に言われなくたって絶対に治してやるさ。久く郎ろう君はボクのものだからな、こんなところで失うわけにはいかない」


    「そう……私は久郎を傷つけて、助けてあげられるのが、こるりちゃん──だったら……」


    　夕日ちゃんの言葉からみるみる感情がなくなっていく。おぼろに見える夕日ちゃんの顔は、まるで幽霊みたいに青ざめていた。


    「……だったら、私よりこるりちゃんの方が……久郎の傍そばにいるのに、相応ふさわしいの、かも。認めたくないけど……」


    「それが君の本心か──ばかばかしい。相応しいとか、相応しくないとか……久郎君の意志なんてまるで無視して……いや、それはボクも同じか」


    　こるりの手が止まった。


    　そして、初めてまっすぐに、夕日ちゃんと向き合った。お互い、真剣な眼まな差ざしを交わし合っている。


    　口を開いたのは、こるりの方だった。


    「夕日ちゃん──もう気付いてると思うけど、一応言っておくよ……ボクは、久郎君のことが、好きなんだ」


    　突然の告白に、僕は再び口から血がむせ返りそうなほどに驚いた……けど、聞き間違いじゃない。確かに今、僕はこるりの想おもいを、耳にした。


    　いつも僕をからかってばかりで、そんな素そ振ぶり見せたこともないのに。僕に意識がないと思ってるから、口にしたのかもしれない。盗み聞きしてるみたいで悪いけど──そう、なのか。そのことを知って、僕はどうすればいい？


    　夕日ちゃんはこるりの言葉を聞いて、しゅん、と肩を落とした。


    「知ってるわ。知ってるから──」


    「ボクを試したんだろう？　突然襲おそいかかってきて、こっちの実力を測るためにさ」


    　うん、と夕日ちゃんは頷うなずいた。するとこるりはくすり、とかすかに笑ってから、ため息をついた。


    「──ふぅ、ボクも君も、間違ってばかりだな……これじゃ、久郎君をばかになんてできやしない」


    「どういう……意味？」


    「ボクはね、夕日ちゃん。正直に告白すると、君の代わりになりたかったんだ。君に取って代わって、久郎君の傍にいたいと思っていた──でもそれは間違いで、そんなことしても久郎君のすべてを得られるわけじゃない。想ってもらえるわけでもない。──だから、ボクは自分だけの方法で、久く郎ろう君の傍そばにいることにする。まだその方法はわからないけれど……いつか、落としてみせるよ、久郎君を。ボクからの、宣戦布告だ」


    「こるりちゃん、どうして久郎のこと……」


    「好きかって？　君ら兄きよう妹だいみたいな鮮烈な出会いがあったわけでも、二人きりしか求め合える人がいなかったわけでもないさ。ただの平凡な恋。友人となって、一緒に話して、久郎君は時折嬉うれしくなるようなこと言ってくれて、女の子と一緒の姿を見るといらっとするようになって──そういうことの積み重ね。で、気付いたら、好きだった。そんなもんさ、特別なことなんてなにもない」


    「うん……普通。こるりちゃんらしくない」


    「だろうね。魔女の愛情はもっと陰湿で破滅的なものであるべきかもしれない。けど、ボクは普通の恋に憧あこがれていた。だから、年頃の女の子が自然にするような、些さ細さいなきっかけから生じる、そんな恋をしてみようと思ったんだ」


    「その相手に久郎を選ぶなんて、選択肢を間違ってると思う。久郎、変態だから普通の恋なんてできない……」


    「ごもっとも。でも、好きになっちゃったからさ、仕方ないよ。笑い話にもならないな」


    　自分に言い聞かせるようにこるりは言う。非常識な知識と能力を有する魔女の望みが、平凡な恋愛だなんて。それは笑い話じゃなくて、おとぎ話だ。


    　素敵な望み。小さいけれど光り輝く宝石みたいな願いを、こるりは持っている。僕はそれがとても尊とうといものに思える──だから、僕はこるりの想おもいを、正面から受け止めよう。受け止めなければ、こるりの想いを侮ぶ辱じよくしたことになる。


    　と、何秒かの間まを打ち壊し、こるりは夕ゆう日ひちゃんに訊たずねた。


    「──で、君はどうする？」


    　今度は夕日ちゃんが、自分の気持ちを口にする番だ。


    「私は……私が傍にいると、久郎がこんな目にばっかり遭あって、だからダメなの。私は、こるりちゃんなんか大嫌い……でも、私といるよりずっといいと思うから──」


    「譲ってやるって？　そんなのごめんだね。勝ち逃げじゃないか……君がいなくなったら、久郎君は悲しみ途方にくれて、きっと絶望するよ。もしかしたらまた呪のろいを暴走させるかもしれない。くやしいけれど、君がいないことが久郎君にとってなによりも苦痛なんだ──それでも、去るというのかい？」


    「じゃあどうしたらいいの？　わからないの。私、久郎と一緒にいたい、甘えたい、意地悪したい、好きでいてもらいたい──でも、迷惑かけて、傷つけ続けるのは、いやなの！　そんなことし続けたら、久郎はきっといつか私のことを嫌いになるもん！」


    　──それだ。


    　僕に嫌われたくない。それが、夕日ちゃんを悩ませ、苦しめていた原因。夕日ちゃんの胸のうちに、ずっとわだかまり続け、あげくの果てには僕の元を去る、なんて無茶な結論に至ってしまったものの根源が、わかった。


    　そのことにようやく気付けた──夕ゆう日ひちゃん、もう大丈夫だから。


    　手を伸ばして、今すぐ抱きしめてあげます。


    　重傷だろうが、死んでいようが──そんなの関係ない。僕が夕日ちゃんの苦しみを和やわらげることを、涙を拭ぬぐってあげることを、妨さまたげられる障害なんて、なにもない。あるはずない。


    　だから僕は、ぼんやりとしていた意識を現実に引き戻し、軋きしむ体に鞭むち打うって──全身の筋肉という筋肉に、活かつを入れて、起き上がった。


    「……怖かった、ですよね、一人で苦しむのは──」


    　ずっと握ってくれていた夕日ちゃんの手を引き、僕はその小さな体をやさしく抱きしめる。


    　夕日ちゃんの体から漂ただよう花の蜜みつめいた甘い香りに、漂っていた血なまぐさい戦場の匂においが、薄れていくような気がした。


    「え……く、久く郎ろう？　聞いて、たの？」


    　きょとん、と目を丸くして僕の顔を見上げた夕日ちゃんだったけど、すぐに目を伏せて感情をすべて消し去ってしまう。


    「そんな顔、しないでください──気付いてますか？　夕日ちゃん、初めて会ったときみたいな顔してますよ？」


    「そう……なの？　私、そんな顔してる……？」


    　自分の顔に手を当てて、ようやく気付いたようだ。無意識のうちに、なっていたようだ。


    「私……いやだったの。久郎から離れるの……でも、仕方なくて……だから辛つらい思いするくらいなら、感情なんてなくなっちゃえって思って……だから、だから……」


    「幽霊みたいだった自分に、戻っちゃったのですね。そんなになるまで無理させてしまって、悩ませてしまってごめんなさい……夕日ちゃん、大丈夫ですから。どんなに傷ついても、辛い目に遭あっても、僕は嫌いになったりしませんよ。僕が夕日ちゃんを好きな気持ちは、なにがあっても揺るぎません」


    「そんなの……噓うそなの。今はそう思ってても、これからのことはわからない。どうして久郎が……そんなに好きでいてくれるのかも、わからないもの」


    　両手で僕を押し退のけて、こるりちゃんは僕から離れていこうとする。


    「放しません。今放したら、夕日ちゃんは僕の傍そばからいなくなってしまう。そんなのいやです──夕日ちゃんと一緒にいられたから、僕の人生には光が差して、報むくわれるものがあったんです。だから、これからもずっと、僕の傍にいてください」


    　強く強く、僕は夕日ちゃんを抱きしめる。


    　決して、僕らの絆きずなが途絶えないように。


    「まだ幽霊みたいなままですよ？　怒り方も笑い方も、忘れてしまいましたか？　それなら、また最初から始めましょう。鏡を買って、練習して──ありのままの夕ゆう日ひちゃんでいられるように。僕も付き合いますから」


    「く、ろう……」


    　僕の名を呼ぶ夕日ちゃんの顔に、表情が戻ってきた。顔をくしゃくしゃにして、涙をあふれさせている。僕を押し退のけていた手には、もう力は入ってなくて──なにより、涙の流れる目を細め、うっすらと、笑いかけてくれた。


    　初めて夕日ちゃんの笑顔を見たときのような、感動が胸一杯に満ちていく。


    「鏡なんていらない。久く郎ろうが、ずっと一緒にいていいっていうなら、それだけで笑えるの。久郎の言葉を、信じたい」


    「はい、信じてください」


    「嫌いになったら、刺しちゃうんだから……」


    「えぇ、構いませんよ。そんなことにはなりませんから」


    「……私、久郎の妹でい続けたい……久郎にたくさん甘えて、自由に生きられるの。私だって呪のろわれた人生の中で、久郎といるときだけ、光が差してるみたいだって、思ってたの」


    「それなら、夕日ちゃんの望むままに。僕は、夕日ちゃんが妹でいてくれて、幸せです」


    　頰ほおを赤く染め、夕日ちゃんは深く頷うなずいた。そして、僕の胸の中に、ばふっ、と顔を埋うずめ、ごしごしとこすっている。どうやら、涙を拭ぬぐっているみたいだ。


    　もう一度、顔を上げたときには、泣いてなんかいないもん、と言わんばかりの、つんとした表情に戻っていて、その強がりっぷりが可愛かわいくて、にやけずにはいられなかったけれど。


    「──おい、いつまでボクのこと無視してるつもりなんだ？　この変態イチャラブカップルめ」


    　超絶不機嫌な顔をしたこるりが、こめかみをひくつかせて、抱きしめ合う僕らを見下ろしていた。


    「言っておくがまだ戦闘の最中だし、それに久郎君の傷も治りきってはいないんだからな。全身の火傷やけどと出血は止めたが、まだ左目は治してないんだ……下へ手たに動くと、治療が失敗に終わるぞ」


    「あ……こるり。ごめん。つい、夢中になってて──じゃなくて」


    　こるりにも言わないといけないことが、あるんだ。


    　僕は夕日ちゃんから離れると、よっ、と全身に力を入れて立ち上がり、そしてこるりの正面に立った。こるりは顔をしかめて僕を見上げている。


    「こるり、悪いと思ったんだけどさ。あの、今までの夕日ちゃんとこるりとの会話、聞こえてたんだ。だから、その……」


    「──っ！」


    　こるりの白雪みたいな頰が、一気に赤くなっていく。目を大きく見開いて、驚きの表情を浮かべたあと、じとり、とうらやましげに睨にらみ付けてきた。


    「……全部、聞いてたんだな？」


    　うん、と頷うなずく。


    「…………ちっ、うかつだった。悔やんでも遅いな。忘れてくれとも言えないし」


    「忘れるなんて──こるり、お前の気持ちは、ちゃんと受け取る。好きって言ってくれて、嬉うれしい」


    「君は！　今しがた、妹相手に愛の言葉囁ささやいてたやつが言うことか！」


    「いや、だから……僕の想おもいは、見ててわかっただろ。僕は夕ゆう日ひちゃんが好きだ。こるりが僕のこと好きでも、その気持ちに応こたえてはやれない。ただ、受け取ることはできる」


    「そんなこといちいち言わなくてもいい。ボクは勝手にやらせてもらうから、そんな申し訳なさそうな顔されると腹が立つ。いいか、絶対に意識するなよ！」


    　それは無理だろ、さすがに。こるりの気持ちを知ってしまった今となっては、意識せずにはいられない……けど、ここはこるりが凶悪な瞳ひとみで押し迫ってくるから、とりあえず頷いておいた。


    「もう一度言う。まだ戦闘中だ。好いた惚ほれたは生き延びてからだ……で、どーなんだ？　体の方、不具合はないのか？」


    　言われて、体の色んな部分を動かしてみたけど、左目が暗くら闇やみに閉ざされていること以外は、問題なさそうだった。こるりの言ったとおり、火傷やけどの跡もなくなっているし、もう血も流れていない。驚いたのは、死し霊りように奪うばわれた生せい気きまでそれなりに回復していたことだ。これなら、戦いを再開できる。


    「ありがと……おまえの魔法に世話になってばかりだな」


    「魔法で治したのは外傷だけさ。傷を受ける前の状態まで時間を巻き戻した──洞どう窟くつでやったように、早送りしたって治りそうな傷じゃなかったからな。ったく、余計な手間かけさせやがって。時間逆行の魔法の方が、はるかにエーテルの消費量が多いんだぞ」


    「助かったよ。……でも生気の方はどうやって？」


    「簡単なことだ。生気はボクのを分けてやった。魔女と弟子の関係だからできる技ってとこだ。おかげで、こっちは体がだるい……さ、あとは仕上げだ。左目、見えないんだろ？　治してやるよ」


    「いいの……これはこのままで。左目だけは──私が救う」


    　夕日ちゃんは向かい合う僕とこるりとの間に割って入り、僕の頭に腕を回し、自分の顔へと近づけた。


    「夕日ちゃん、なにを……？」


    　訊たずねると、夕日ちゃんはそっと僕の頭を撫なでる。


    「今のこるりちゃんに……もう一度、久く郎ろうから荊いばら姫ひめの力引き出してあげる力、残ってるの？」


    　夕日ちゃんに聞かれると、こるりは声こわ色いろを落として返事をした。


    「無理だな──君との戦いや、久く郎ろう君の治療でエーテルを使いすぎてしまった。荊いばら姫ひめの制御にはかなりの力が必要だし……」


    「そう……やっぱり無理なのね。だったら、久郎が自分の身を守るための力を──私が与えてあげる」


    「君になにができる……久郎君に力を与えるなんて、できるはず」


    「ううん──できるわ。こうすれば」


    　おもむろに、夕ゆう日ひちゃんが顔を近づけてきた。まるで口づけするかのように、僕の顔──負傷した左目のまぶたの上に、くちびるが触れる。


    　温かく柔らかく、そしてほんのり湿っている感触を、味わうその前に。


    「病わくら葉ば……呪じゆ……介入……左目……脳……これより……簡略し……」


    　うまく聞き取れないほどの小声で、それでいて早口で夕日ちゃんは呪じゆ文もんめいた言葉を口走っている。


    　その途端。


    　傷つき、見えないはずの左目が、熱くうずき始めた。


    「ぐぅぅぅぅ……なに、これ。燃えるよう……」


    「呪じゆ眼がん、会え得とく──」


    　その言葉と共に夕日ちゃんは僕の頭から手を離す。


    　呪眼？　なんだそれ。なにをした──左目が痛い。傷ついて痛いんじゃない。脈打つみたいに、ずきずきする。


    　左目を押さえる僕の足取りはふらついた──と、夕日ちゃんが僕に手を差しのべていた。


    　僕はその手を迷わず摑つかむ。


    「久郎の見えない左目、作り替えてあげた。私の目と、繋つながるよう呪のろいをかけて、ね」


    「わかりません……この熱いのは、なに？　それに、見えるんだ……」


    　なにも見えなかったはずの左目に、ぼんやりと景色が映り込んできて、その景色は。まるで、カメラのピントを合わせるかのように、次第に鮮明なものになっていく


    「なんだ……？　この、禍まが々まがしい景色は……」


    　炎えん獄ごく蝶ちようの壁で囲われた僕らの周囲に、どす黒い霧きりが充満していた。


    　黒い霧は、地面すれすれに広がっているものもあれば、空を漂ただよっているものもあり──いずれも、定まった形や大きさはなくて、常に形を変化させ蠢うごめいていた。


    「その左目は私の呪いで見えている。久郎と私が深く繋がると見えるようになる呪い。こるりちゃんみたいに、治したわけじゃないの……大事なのは、私と久郎の繋がりなの。大丈夫、私たちは兄きよう妹だいだもの。誰よりも深く繋がる仲だもの……きっと、見えるようになるはずなの」


    　なにが、見えるのか──疑問を抱いだくと、即座に夕日ちゃんが答えを口にした。まるで、気持ちが筒つつ抜ぬけのようだ。


    「久く郎ろうの作り替えられた左目に映るのは、私が見ている景色。病わくら葉ば一族で唯ゆい一いつ、当主にしか受け継がれない秘術により、会え得とくした瞳ひとみが映すもの」


    「こんなものが、秘術？　穢けがらわしくて、おぞましい黒い霧きりが、色んなところにあふれてる……」


    「……よかった。見ることができたのね。やっぱり、私と久く郎ろうの間には強い絆きずながあるの……その黒い霧は、人々からあふれ出し、世の中に漂ただよう負の感情」


    「……！」


    　僕も負の感情を呪じゆ力りよくに変え、呪のろいを使っているけれど、負の感情は自分の心の中だけに留とどまり、溜たまっていくものだと思っていた。だから、世界にあふれ出している負の感情なんて、初めて見た。


    　僕は驚きよう愕がくのあまり夕ゆう日ひちゃんの瞳をのぞき込む。そこに映っていた僕の姿──僕の左目は、黒目は闇やみのように深く染まり、白目の部分には黒く細い荊いばらの模様が黒目を囲むように刻み込まれていた。


    「呪まじない仕掛けの異い形ぎようの瞳、か」


    　不機嫌な顔で、こるりは僕の左目をのぞき込む。


    「気に入らないな……君たちにだけ使える技ってわけか。病葉の血なら、ボクも久郎君から少しはもらっているのだがな」


    「確かに血は強い繋つながりを生む。けれど、それよりも深く深く──心通わせなければ、私の視覚を共有することはできない。こるりちゃんには、無理よ」


    　そう言われると、こるりはむっ、と口を一文字に閉じてしまった。けれど、しっかりと僕らの様子を観察する鋭い眼光に、抜かりはない。


    「夕日ちゃんはいつも──こんな景色を見ていたんですか？」


    「うん、いつも傍そばにあった。怨おん念ねん島とうに住んでたときも、帝てい都とに来てからも、ずっと。──人はね、無意識に周囲へと負の感情をまき散らす、そんな汚きたない生き物なの。まき散らされた負の感情は世の中に限りなく、漂っている」


    「まさか、そんなものを常に見つづけて──正気を保てるはずが……！」


    　こるりは夕日ちゃんの言葉を信じられないようだ。無理もない。僕だって、左目に映る景色を見ていると、どんどんと気分が悪くなる。心が荒すさみ、残酷な気持ちがあふれてくる。


    　これは、荊いばら姫ひめを使っているときと、同じ感覚。


    「あら、こるりちゃん。私のこと、正気だとでも思ってたの？　とっくに心なんて壊れているわ──ただ、久郎と一緒にいると、壊れた心を取り戻せる気がするの」


    　手を握る、夕日ちゃんの力が強くなった。僕と夕日ちゃんは、今──一いつ心しん同どう体たい。


    「敵を、片付けるの。久郎、私と一緒に戦って。そうすれば、久郎を守ることができるから──炎えん獄ごく蝶ちようの防御壁を、消すわ」


    「──やってください」


    　その言葉と共に、目の前の炎の壁が、一瞬にしてかき消えた。


    　その先で待ち構えていたのは──焼け焦こげた体を一新させた、ウェンズデー率いる海賊の軍勢。


    　傷一つない新品の体に変わったウェンズデーは、着替え途中だったらしく白い下着姿のまま、背せ筋すじを伸ばし、腰に手を当て、炎の中から現れた僕らと対たい峙じした。


    　お互い、駆けだせば数秒もかからずぶつかる位置に立っている。


    　ウェンズデーの隣では、少年兵が慌あわててウェンズデーに黒いワンピースを着せていた。


    「これはこれは、こっちも全身の新調が終わったばかりでありますが──そちらも、無事のようで。ゴキブリ並みにしつこい生命力でありますなぁ」


    「そっちはゴキブリ以下のゾンビ女だろ……ま、お互い復活したんだ。そろそろ決着をつけようか」


    「望むところであります。今度こそ、私のこの手で八つ裂きにしてやるであります」


    　がちがちと、刃やいばを弾はじき合わせる──右手の『血濡れの握手フレデイ・ハンド』は健在だ。


    　すると、夕ゆう日ひちゃんが耳元で囁ささやいた。


    「久く郎ろう、大丈夫だから……病わくら葉ば呪じゆ術じゆつ最大の秘術は負の感情を見ることができるだけじゃない。……他人の負の感情を取り込み、自らの呪力へと変える──それが神しん髄ずい。私が無む尽じん蔵ぞうに呪のろいを行こう使しできるのはそのせいなの」


    「……！　だから、いつも……！」


    「久郎にはこんな景色、見せたくなかった。それに中途半端な実力じゃ、負の感情に呑のみ込まれちゃう──だから、内緒にしてたの。でも二人でなら、大丈夫」


    　夕日ちゃんは、決意のこもった瞳ひとみで、僕を見つめる。握られた手は、燃えるように熱い。反面、ぶるる、と夕日ちゃんの肩が震ふるえている。その理由は、あきらかだ。


    「夕日ちゃんの方こそ、大丈夫ですよ。あんな死し霊りよう、怖くないです。だって、今の夕日ちゃんは、幽霊みたいなんかじゃありません！」


    「そう……よね。私は、あんなのとは違う。励ましてくれて、その、ありがと──おにーちゃん」


    「あ……えと、今、なんて？」


    　突然のことに戸と惑まどっていると、夕日ちゃんは敵を見み据すえながらも、ぺろりと、小さな舌をのぞかせた。


    「だって、妹でいていいって言ったから。今まで姉なのか妹なのか自分でも落ち着かなかったけど──決めたの。妹だから、おにーちゃん、なの」


    「いや、でもいきなり──」


    　でも、赤面してもいられない──なぜならウェンズデーの号令によって、海賊たちがどっ、となだれを打って駆けだしてきたからだ。


    「行こう──おにーちゃん、もう見えてるわよね？」


    　あぁ、と返事をして、僕と夕ゆう日ひちゃんは飛び出した。


    　見えている、とは、海賊たちの正体だ。左目をこらせば、簡単にわかることだった。


    　死し霊りようの体からあふれている黒い霧きり──負の感情。


    「あいつら、凝こり固まった怨おん念ねんの塊かたまりだ。この世に留とどまり続けた死者の負の感情──それが、海賊の姿のまま、この世に留まっている」


    　オォォォォォォ、と咆ほえる海賊の懐ふところに飛び込み、僕は腕を突き出した。


    　禍まが々まがしく負を摑つかむ腕──それで片付く。


    　突き出した手のひらへと、海賊の体が螺ら旋せんにうねりながら呑のみ込まれていった──どくん、と負の感情が、僕の中に流れ込んでくる。


    　これが、他人の感情を吸収するということか……気持ち悪い。とっさに、手を出してしまったけれど、勝手に負の感情を呼び込んでいるような、そんな感覚だ。


    「吸収の仕方、わかった？」


    「はい、なんとなく……息を吸い込むみたいな感じでした」


    「そう──なら次が来てるの」


    　夕日ちゃんも、僕と同じように腕を突き出し、次々に海賊たちを吸収していく。僕よりも、吸収する速度が速い。一人あたり一秒もかからず、腕から呑み込んでいる。


    「このっ──！」


    　僕も夕日ちゃんの足手まといにならないよう、海賊を吸い取っていく。その度たびに、どくん、どくん、と心の中が脈動し、負の感情が呪じゆ力りよくに変わりどんどんと溜たまっていく。


    「これじゃ保もたない……すぐに呪力があふれてしまう」


    　僕は夕日ちゃんほど多くの呪力を溜められない。大勢の海賊たちを片っ端から吸収していたら、呪力に呑み込まれ、心が壊れてしまう。


    　それに他人の負の感情は、思った以上に気持ちが悪い。


    「うっ、く……」


    　あまりの気持ち悪さに、足がふらつくと、夕日ちゃんが、とっさに僕の腕を摑み上げ、体勢を立て直してくれた。


    「慣れてないから……だったら呪力をどんどん消費すればいいの。荊いばら姫ひめの力を存分に使って」


    「でも、あれはこるりがいないと……一人じゃ無理です」


    「私が傍そばにいるのに、そんなこと言うのね。ひどい。拗すねちゃうから──」


    　と言いつつも、夕日ちゃんは、くすっと笑った。


    　──すると、僕と夕日ちゃんの繋つないだ手から、黒い荊があふれ出してきた。


    　まぎれもなく、呪じゆ界かい・荊姫。


    　黒い荊いばらは、僕の体だけじゃなく、夕ゆう日ひちゃんの体も覆おおい、黒く染め上げていく。夕日ちゃんの体には荊の模様が刻まれ、着ていた服は漆しつ黒こくのドレスへと変へん貌ぼうを遂げた。


    　夕日ちゃんまで、荊化している……。


    「こるりちゃんに倣ならって、限定的に使用するの。私なら、力を同調させて制御できる。おにーちゃんの呪のろいは、この身に何度も受けているもの。ちゃんと把握してるの」


    　さすがは天才呪まじない師──いや、感心するのはあとだ。


    　僕と夕日ちゃんは揃そろって、荊に覆われた腕を海賊へと繰り出す。


    「はぁ──！　死し霊りようども、僕の心に呑のまれて消えろ！」


    　腕だけじゃなく、黒い荊が、地中から溶液を吸い取るように、海賊たちを吸収していく。


    　負の感情を吸収し、それをすぐに荊へと変える。足あし下もとからあふれ出る荊は、海賊たちを残らず吸収しきった頃には、橋全体を黒く覆い尽くしていた。


    「これで、この橋は荊いばら姫ひめの領域だ……」


    　無敵を謳うたった海賊たちは、跡あと形かたもなく消え失うせた。


    　そして、残るはウェンズデーと疲ひ弊へいした少年兵のみ。


    　荊で橋を覆い尽くしているから、どこからだって攻撃を仕掛けられる。


    「ぐぬぬぬぬぬぬぬっ……いい気になるなであります！」


    　ウェンズデーは憤ふん怒ぬのあまり顔を歪ゆがめ、僕らに向かって右手の凶器を掲かかげて跳躍するが。


    「お止やめください！　やつらの術、得え体たいが知れません。まずは我われらが！」


    　少年兵たちが、必死になってウェンズデーを押しとどめた。


    　しかし、ウェンズデーは少年兵を振り払い、怒ど鳴なり散らした。


    「放すであります！　シャーロット様よりの信頼厚いこの私が、あんなやつらに負けるとでも！　笑い話にもならないであります！　ゾンビがダメでも、死霊がダメでも、我が屍し肉にくの一片でも残っている限り、戦うであります！」


    　ついにウェンズデーは少年兵たちの制止も払いのけ、放たれた矢のように、突っ込んできた。間合いは一瞬で詰まる。すでに僕の胸に向けて、冷酷に光る刃やいばが振り下ろされようとしている。


    「キシャァァァァァァッ、八つ裂きぃぃぃぃぃっ──！」


    　防御する間もなく、ウェンズデーの刃となった右手が、僕の胸に深々と突き刺さり、血しぶきが噴ふき出た。心臓を、ぐちゃぐちゃに切り刻まれる。


    「がはっ……！　いぐぅぅぅぅ！」


    　反射的に背せ筋すじがのけぞり、口から血があふれた。痛ってぇぇぇ！　──でも、まだだ！


    　思い描けば、瞬時に体を再生する──荊姫の特性は健在。瞬時に抉えぐられた胸を再生し、槍やりのように鋭く尖とがらせた荊を、ウェンズデーの体めがけて突き立てた。


    　互いの体に、強い想おもいの込められた一撃が届き──決着の時が、訪れた。


    「『荊の磔たつ刑けい』──おまえの負けだ」


    　荊いばらの槍やりがウェンズデーの胸を貫つらぬくと同時に、夕ゆう日ひちゃんが荊を操あやつって、十字架を作り上げ、磔はりつけにしていた。両手両足には、荊の杭くいが打ち込んである。改造した体も、身動きできないよう捕らえてしまえば、力は発揮できないだろう。


    　しかし、夕日ちゃんはそれだけでは済まさなかった。


    「おにーちゃん、ダメよ。こいつは捕まえて拷ごう問もんしたって、音ねを上げるようなやつじゃない。痛みなんて、感じない」


    「そうか……自分の体をちぎるようなやつだし──だったら、どうやれば」


    「無理やり、改心させてやるの──久く郎ろう、この女の胸に巣くう負の感情を、奪ってやるわ」


    「そんなこと……できるんですか？」


    　こくり、と夕日ちゃんは頷うなずいた。


    「呪まじない師は、負の感情を支配する者。見抜いて。あの女の心を」


    　射い貫ぬくような視線で、夕日ちゃんはウェンズデーの胸を見つめている。僕も左目に力を込め、同じように視線を移すと──そこには、ウェンズデーの胸元に留とどまっている、黒い霧きりが見えた。


    「あれが……人の心に宿る、負の感情？」


    「そうなの──じゃあ、やるわ」


    　深く息を吸い込み、夕日ちゃんがなにかを唱え始めた。


    「心を裂くは、罪の左手。感情抉えぐるは、罰ばつなる右手──病わくら葉ば呪じゆ罰ばつに救いはないわ」


    　夕日ちゃんの口から漏もれるのは、呪のろいの言葉。


    　その言葉と共に僕の右手が、マグマのように熱く鼓動し、赤く染まっていく。


    　右手が炎そのものとなってしまったかのようだ。


    「私の左手がこの女の心をこじ開ける。久郎の右手は──負の感情を抉り取る」


    　夕日ちゃんの右手も、僕と同じように真っ赤に染まっていた。


    　その手を、夕日ちゃんはウェンズデーの胸へと持っていくと──びりりりっ、とウェンズデーの胸に縦にぱっくりと亀き裂れつが入った。けれど、血があふれたりはしない。肉体ではなく、精神を裂いている。


    「ぐぐっがぁっ──なにをぉぉぉぉぉっっっ！」


    　ウェンズデーは引き裂かれていく自分の胸を見て、驚きよう愕がくの声を上げている。


    　僕らは、裂かれた胸の奥へと手を差し込む。


    　そこは人に見せることもない心の奥底。邪悪な感情がはびこる場所。


    「うけけけけけけっ──けけーっ！」


    　ウェンズデーはぐるぐる眼球を回転させ、奇声を上げ、がくがくと首を震ふるわせていた。


    　それでも、僕は構わず、腕を深く差し込んだ。その先に見える、黒い塊かたまりを摑つかみ上げるために。


    「惨みじめに無ぶ様ざまに、死体になって生き続けたおまえにっ！　心を持つ資格はない！」


    　剝むき出しにされた心に、ウェンズデーは堪こらえきれず、のたうち回り。


    　僕は暴君のように、歪いびつな笑みを浮かべ、容よう赦しやなく。負の感情、心の一部を抉えぐり取った。


    「人でいることにすがってんじゃねぇ──これでおまえは、正しよう真しん正しよう銘めい人でなしだ！」


    　ぐっ、と手を握りしめると、そこにはもう取り出した黒い塊かたまりは消え失うせていた。


    　僕と夕ゆう日ひちゃんは、赤く染まった手を引き、ウェンズデーから離れた。


    「あ、ががが……がが……」


    　ウェンズデーは体をぶるぶる震ふるえさせていたが、そのうち、動かなくなってしまった。


    　口からなにか言葉らしきものが漏もれてくるが……意識はなさそうだ。


    「無理やり感情の一部を奪われれば人の心は壊れてしまうの。そんなに頑がん丈じようにはできていないから……この女はもう元には戻らない」


    「地獄に行かせるなんて生ぬるい──心は壊れても罪は消えない。これからはこの世ここがおまえの地獄になるんだ」


    　人の心をこじ開けて、負の感情を取り除く──僕と夕日ちゃんの二人で成し遂げた、心を壊す呪のろい。


    「さてと──」


    　ぎろり、と僕が少年兵たちに視線を向けると、それだけで少年兵はどよめきながら一歩二歩と後ずさった。
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    　隊長があまりに無残な姿で負けたことで、残りの兵も闘争心を砕くだかれたようだ。一人残らず相手にするより、このまま降参してくれた方が好都合。


    「おまえたちを許すつもりはない──けど、今は疲れてるんだ。逃げ出すなら今だ。さっさと行けよ……」


    　僕の言葉に、少年兵たちは蜘く蛛もの子を散らすように、去っていった。


    　あとには、無数のゾンビの死体と海賊船──そして壊れたウェンズデーが残るだけだ。


    「いいの？　あいつらも同じ目に遭あわせてやればいいのに」


    「いいんです。逃がせば、あいつらはきっと、空に浮かぶ城にいる、他のウサギ団のやつらに、ウェンズデーの有あり様さまを伝えます。そしたら、恐れをなして襲おそってこなくなるかも」


    「ふぅん……そんな甘くないと思うわ。でもいいの。おにーちゃんがそう言うなら」


    「それより──そろそろ。うっ……」


    　ずきり、と左目が痛んだ。痛みは目を通り越し、その奥の脳にまで達していた。


    　どうも、まだ負の感情が漂ただよう世界を見るのに慣れていないせいか、左目を使っていると、とてつもなく体力を削られる。それに、心の中も、黒い感情であふれてしまいそうだ。


    「やっぱり、おにーちゃんはあまり見続けない方がいい。じゃあ、手を放すわ」


    　ぱっ、と繋つないでいた手が離れると、荊いばらがかき消えていく。でも手にはまだ夕ゆう日ひちゃんのぬくもりが残っていた。


    「ふふっ──」


    　僕はその手をじっと見つめた。夕日ちゃんの手は、熱く、そしてやさしさが伝わってきた。


    「自分の手を見てにやにやするなよ……気持ち悪い」


    　僕らの戦いを見届けていたこるりが、つかつかと歩み寄ってくる。こんなときでも、悪あく態たいをつくのを忘れないとは、さすがというべきか。


    「気持ち悪いは言い過ぎだろ……って、あれ？　紅葉もみじは？　まだ倒れたまま？」


    「さぁな。戦いに決着ついたところで、連れの二人がひなと君を担いでどっか連れてっちゃったからなぁ。今頃、千せん燈とう機関に運ばれてるんじゃない？」


    「そっか……紅葉とも一緒に勝利を喜びたかったのに……そうだ、こるりは見ててくれたよな。僕ら、頑張ったんだから」


    「あぁ──むごい戦い方だな。呪まじない師とはつくづく性しよう根ねの悪い連中だ」


    　こるりは橋の上で呆ほうけているウェンズデーをちらりと見て、すぐに目を逸そらした。


    「帝てい都とは極悪な呪い師が守ってるからって、ウサギ団もしっぽ巻いて撤てつ退たいしてくれればいいけどね」


    「そうはいかないさ。君よりもあいつらの方が何倍もエグイ。これから先、もっと素敵な地獄が拝めるだろうよ」


    　どんな地獄だろうと、目を背そむけたりはしない。戦いを終わらせるための戦いを、僕はする。──夕ゆう日ひちゃんを守るためにも。


    　僕は夕日ちゃんへ視線を移した、するとちょうど、夕日ちゃんが口を開いた。


    「──ねぇ……あそこからいやな気配がする……」


    　いつものしゃべり方に戻った夕日ちゃんが、唐とう突とつに橋の向こうを指している。


    　橋の向こうにあるのは──巨大な屋敷。その屋敷こそ、目の前に川、周りは森に囲まれた自然の防壁の中に佇たたずむ、絶ぜつ界かい機関の本部だ。


    「──！　ウサギ団は食い止めたのに、いやな気配って……？」


    　驚く僕に対し、うーん、とこるりは唸うなったものの、考えたところでわかるはずはなく、結局、


    「……行って確かめるしかないようだね」


    　と続けた。


    　ちょうど、そのとき。僕の頰ほおにぽつりと、なにかが当たった。見上げれば、雨が降り始めていた。


    　僕らは、だんだんと強さを増す雨の中、足早に絶界機関本部へと向かう。


    　冷たい雨は、まるでこれから起きる不吉の象徴のように──僕らへと降り注いでいた。

  


  
    ◆　　７章　英国飛躍

  


  
    



    



    　絶ぜつ界かい機関本部の屋敷の中は、殺さつ戮りくの限りを尽くされたあとだった。


    　絶界機関はすでに崩壊していた。生き残っている局員が、まったく見当たらない。


    　屋敷に足を踏み入れると同時に、血なまぐさい臭においが鼻をつき、顔をしかめてしまう。その臭いは屋敷中に充満していて、長い廊下には点々と、まるで目印のように、絶界機関の制服に身を包んだ局員たちの死体が、転がっていた。


    　中には、胸に刀を突き立てられた姿で、壁に磔はりつけにされて死んでいる人や、凄すさまじい圧力で頭上から押し潰つぶされたとしか思えない状態で床に張り付いて死んでいる人までいた。


    　殺し方が、いちいち残ざん虐ぎやくでしつこい。効率的に、任務の一環として行おこなった殺しではなく、殺す行為自体を楽しんでいる、そんな印象を受ける。


    「この部屋で……行き止まりだ」


    　いくつもの部屋が連なる巨大な屋敷の中で、血と死体を追ってやってきたのは、二階の最奥。赤絨じゆう毯たんの敷かれた廊下の突き当たりにある、重厚な扉とびらの前だった。


    　両の扉に、対ついになるように龍りゆうの姿が刻まれている。豪華な装飾を見る限り、この部屋が屋敷において特別な役割をもっているだろうことは、容易に想像がついた。


    　僕が扉に手を掛けると、こるりが念を押すように囁ささやいた。


    「血の匂いが濃すぎて鼻が利きかないが──それでも中から匂ってくるぜ。悪党のゲスな匂いが、ぷんぷんとさ。……いきなり襲おそわれても対処できるように、気を張っとけよ」


    「うん……じゃあ、二人とも、開けるからね」


    　こるりと夕ゆう日ひちゃんの顔を交互に見てから、僕は勢いよく扉を引いた。


    　ばんっ、と派手な音と共に扉を開けると、僕らに向かって、いくつもの視線が一いつ斉せいに差し向けられた。


    　広々とした部屋の中は、薄暗いせいで細部の様子がよくわからない。真正面が大きなガラス窓になってるのが見える。雨がしきりにその窓へと当たっていた。そんな中──何者かが複数人立ち並び、皆、僕らに顔を向けている。


    　とっさに、人数を把握する……六人。薄うす闇やみに目をこらしてみても、六人の姿はつぶさには確認できない。けれど誰もがその身に、血を求める野獣めいた、むき出しの殺気をまとっていた。


    　その殺気だけで、僕は気け圧おされてしまいそうになるけれど、相手に呑のまれないよう、心を強く保つ。


    　すると、その中の一人が、こっちへ近づいてきた。


    「おやぁ……誰かと思えば、久く郎ろう君じゃないか。可愛かわいい女の子を両手に花で、デートかな。ふふふふふふ、うらやましいねぇ」


    　近づいてきたのは、僕より一回りほど小さな背せ丈たけの、少年だった。しかし、少年のくせに、その喋しやべり方は妙にねちっこく、陰気だ。腰まで伸びた長髪は、美しい白髪。分厚く度の強そうな丸眼め鏡がねは、少年の小さな顔には不釣り合いな大きさだ。


    　白髪の少年は、僕の目の前までやってくると、切れ長の涼やかな瞳ひとみで見上げてきた。


    　色白な肌がやや不健康そうだが、整った顔の作りをした、少年……なぜだろう。初めて会ったような気がしない。


    「君は……以前どこかで？」


    「もう忘れてしまったのかい？　残念だな、強烈な思い出を君に与えたつもりなのだがな。あのくらいじゃ、私を覚えておいてくれないというのなら──今度はもっと素敵な戦いをしようじゃないか」


    　少年が、すっ、と腕を上げようとしたところで、少年の両側から、こるりと夕ゆう日ひちゃんが同時に牽けん制せいを仕掛けていた。


    　こるりは箒ほうきを、夕日ちゃんは黄おう金ごん蜜みつ蜂ばちを、共に少年の顔へと向けている。すると、少年は、ふっ、と笑って、手のひらをこっちに向けて掲かかげる、降参の姿勢を取った。


    「久く郎ろう君、気付けよな。こいつの正体は──」


    　相手が降参しているというのに、こるりはそう言って差し向けた箒を一向に下ろさない。


    　すると夕日ちゃんが、ふんっ、と鼻を鳴らし、不機嫌そうに目を細めた。
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    「墓はか場ば博士──この間の続きでも、する？」


    「あ、え？　墓場博士？　この子が？」


    　わかってないのは僕だけみたいで、こるりと夕ゆう日ひちゃんと──さらには少年までもが、あっさりと、頷うなずいた。


    　少年──となった墓場博士は、にんまりと笑みを浮かべる。


    「いやいや、驚いてくれてなにより。こんな姿になったかいがあったよ……なぁに、不思議に思うこともないだろう。私も少年結社ウサギ団の一員だ。だから、少年の姿に若返らせてもらったまでだ」


    「若返りって……ウサギ団はそんなことまでできるのか？　じゃあ、僕らが戦った少年兵も元は……」


    「ほとんどが、若返りの秘術をかけられている。こいつらが用いる若返りってのは、人体の成長に関わる時間を逆戻しし、さらに少年のままの時間で固定する術さ。ボクと同じ、時間を制御する魔法だ」


    　そう説明するこるりの顔は、なぜだか忌いまいましげに歪ゆがんでいた。ウサギ団の使う時間魔法に、なにか恨うらみでもあるんだろうか？


    「おやおや、くわしいんだな君は。んー、見ない顔だが、君もシャーロット様と関わりがあるのかな？」


    　鋭い視線をこるりへと向ける墓場博士だったが、こるりは吐き捨てるように否定した。


    「ないさ。あんなやつ、ボクとはなんの関わりもない。赤の他人もいいとこだ──ふんっ、そんなことより。お前の後ろにいる怪しげな連中を、紹介してもらいたいところだけどな」


    「彼らかい？　私の同志だよ。しばらく会ってなかったが、また一緒に仕事ができるようになってね。嬉うれしいことだ──」


    　ぴかっ、と窓の外が光り、ごろごろ、と雷かみなりの音が響いた。その雷光で、薄暗かった部屋が一瞬、明るくなる。


    　その一瞬の間に、僕は見てしまった。墓場博士の後ろに立ち並ぶ五人の姿。揃そろって着ている、見覚えのある黒こく衣い。


    　雷が鳴り響いた隙すきをついて、墓場博士は、三歩ほど後ろへと退いていた。そして、改めて、五人の同志の名を口にした。


    「彼らは鬼灯機関実戦部隊の一員──今は夜ぬば色たま機関の内部部隊だけどね。ふふっ、私もかつて、参さん謀ぼうを務めていたことは君らも知っているだろう？　懐なつかしき同志さ」


    　墓場博士の不気味な笑いが、部屋中にこだました。


    　 僕は、おもわず後ずさってしまう。


    　一度見たら、目に焼き付いて離れないその姿。実戦部隊だけが着ることを許されている、体をすっぽりと包む、漆しつ黒こくの外がい套とう。それは、人でなし部隊、と忌き避ひされる彼らの象徴であり、同時に畏い怖ふと暴力の証あかしでもある、と言われている。


    　味方であっても、なにをしでかすかわからない。だからせめて一ひと目めで実戦部隊とわかる隊服を与えられ、黒こく衣いを羽は織おる者には近づいてはならない、というのが、鬼ほお灯ずき機関に関わって、最初に教えられたことだ。


    　だから、こうして目の前に実戦部隊がいるというだけで、おもわず臆おくしてしまう。


    「けど……逃げたりしないからな──僕には戦う理由があるから」


    　今日一日で、改めて決意した。僕は、夕ゆう日ひちゃんに頼られるような男になる。一人の男として好かれるには、まだ実力不足だ。だから僕は、どんなに恐ろしい相手でも、立ち向かわないといけないんだ──僕は、もっともっと、心も体も強くならないといけない。


    「おやおや、ずいぶんとやる気出してるねぇ。相手してあげてもいいけど、でも大丈夫？　ウェンズデー相手に、かなり力を使っちゃったんでしょ？」


    「なんでそのこと……僕らのこと、監視してたのか？」


    「監視なんてしなくても、君らがここにたどり着いたのを見て、だいたい想像がつく。ウェンズデー率いる死し霊りよう部隊は君らに壊滅させられた……でもいいのさ。ウェンズデーの役目は、派手に暴れて、ウサギ団に楯たて突つく者たちの注意を引くことだ。その点に関して、彼女は任務を成功させている」


    「そして、その間におまえらが絶ぜつ界かい機関へと忍び込み、結けつ界かいを消すための工作をしたってわけか……うかつだったな、火か具ぐ夜や親しん王のうとウサギ団が通じてる時点でこの展開は想像できた」


    　こるりの言葉に、僕はやっと話を呑のみ込めた。──ウェンズデー以外の別動隊がいたのか。僕らが到着したときには手遅れだったってことか。


    「さすがに結界と封印の専門集団だけあって、この屋敷にも結界が張ってあってなかなか入りづらかったよ。私たちが侵入できたのは、君らがくるほんの少し前。だから、惜しかったねぇ。帝てい都と全域に結界を張っていた、絶界機関の術士は皆殺しにした。ついでに、ここにいる絶界機関司令様もね──」


    　ぎぃ、と墓場博士は部屋の奥にあったアームチェアをこちらに向けた。


    　そこには、体中に何十本と刀が突き立てられ、苦しみに満ちた壮絶な表情で息絶えている、血まみれの老紳士が座らされていた。


    　あまりのむごたらしさに、目を背そむけたくなるけど──視線を外せば、その隙すきに墓場博士がどんな行動に出るかわからない。辛つらいけれど、僕は老紳士の死体を見つめた。


    「さぁ、これで結界は消え、黒き樹海が、この街を妖よう精せいあふれる楽園へと変えてくれる。──君たちは無事にいられるんだからいいじゃないか？　なんなら、今からでもウサギ団に入れてあげるよ。私は心が広いからね、一度断られたって水に流してあげるのさ」


    「おい──お喋しやべり博士」


    　流れるような博士の言葉を止めたのは、こるりだった。


    「なんだい？　お喋しやべり博士なんて素敵なあだ名をありがとう。で、なにか用かな、お嬢さん」


    「勝ち誇るのはまだ早いぜ。お前らの任務は失敗だ。ほら──死人が喋り始めた」


    　くっくっく、こるりと意地の悪そうな笑いを漏もらす。


    　そんなこるりの姿を、博士は怪け訝げんな顔で見ていたが──すぐに何かに気付き、はっ、と目を見開いた。


    「こざかしい真ま似ねを──！」


    　苛いら立だつ墓はか場ば博士。僕はなにが起こっているのかわからず、きょろきょろとあたりを見回し、そして、足あし下もとに目をやったとき、ようやく異変に、気付いた。


    　僕の足下に、血が流れていた。


    　その血は、椅い子すに座ったまま絶命している老紳士から流れ出したものだが、奇妙なのが、床に広がるその血が、まるで意志でもあるかのように、魔ま方ほう陣じんのような不思議な文もん様ようと円を描きながら広がっていく。


    「あいつら……なにかするつもりなの。ここから、出よう」


    　夕ゆう日ひちゃんに腕を摑つかまれ、強引に引っぱられた。床に広がる血にばかり気を取られていたが、はっ、と顔を上げると、実戦部隊が動き出していた。


    「構わん。部屋もろとも消し飛ばせ」


    　墓場博士は冷静に言い放つ──その言葉に、あいつらの標的は僕らではないとわかったけれど。


    　実戦部隊が行動に移る直前。


    　床に描かれた魔方陣の中心に、血が流れ込み、文字となった。


    



    『我われ、静しず森もり幽ゆう弦げんの命を対価に、血の術式を展開す──絶ぜつ界かい機関司令、最後の使命なり』


    



    　その文字は、浮かび上がったと同時に、すぐさまかき消えた。そして次の瞬間──ぱぁっ、と部屋がまばゆい光に包み込まれた。


    



    　　　　　◆◆◆


    



    　激しさが増した雨が頰ほおを打ち、服へとしみ込み、全身がずっしりと重くなる。


    　僕はこるりの箒ほうきに乗せられ、空に浮かびながら、呆ぼう然ぜんと絶界機関本部を見下ろしていた。


    　僕らが乗り込んだ部屋は、屋敷を半壊するにまで至っていた。


    　こうなったのは言うまでもなく、実戦部隊のしわざだ。あいつらは、絶界機関司令が死後に発動するよう施ほどこしていた術を阻そ止ししようと、僕らを巻き込み異能力によって屋敷を壊した。


    　幸い、夕日ちゃんがいち早く気付き、さらにこるりが僕と夕日ちゃんを箒に乗せ、全速力で脱出を図ってくれたおかげで、僕らは無事に脱出することができ──今に至る。


    　墓はか場ば博士と実戦部隊の連中の姿は、どこかに消えてしまった。


    　まさか自分たちの破壊活動に巻き込まれた、なんてことはないだろうから、きっと生きてはいるんだろう。


    　そして、絶ぜつ界かい機関司令が起動させた術は──阻そ止しされてはいなかった。


    「……結けつ界かい、消えてないの」


    　こるりが取り出した、もう一本の箒ほうきにまたがっている夕ゆう日ひちゃんが、空を見上げている。


    　確かに、帝てい都と全域を覆おおう結界は、まだ消えてはいない。術者は死んでいるのに、意志だけは残り、未いまだに帝都を守り続けているように、僕には思えた。


    「あの司令は、自らが殺されることも予想し──死んだあとも結界が消えないよう、術を仕込んでいたわけだ。あの部屋で起動したのは、結界を再構築させるための術……命まで使って結界を張るとは、恐ろしき執念というべきか」


    　こるりは、振り袖そでの中から、紙の包みを取りだした。


    　包みを開くと、中にはコンペイトウが山のように詰まっていた。


    「帝都守護の要かなめとして、死して帝都を守った者へ、せめてもの手た向むけだ。ボクのおやつだが、くれてやるよ」


    　こるりは空からぱらぱらとコンペイトウを振りまいている。


    　コンペイトウなんかで供く養ようになるとは思えないけど、あの甘いもの好きのこるりが、他人に好物を譲るなんて、それは本当に相手の死を悼いたんでいる証あかしだろう。


    　僕も、空からで悪いけれど、黙もく禱とうを捧げた。


    　そして、誓う。


    「犠牲になった絶界機関の人たちの意志を受け継ぐなんて、そんなたいそうなことは言えないけど……あなたたちが守りたかった帝都は、僕が守りたいものでもあるんだ」


    　僕ら兄きよう妹だいの、幸せな思い出がたくさん詰まった街だから。夕日ちゃんが大切に思っている街だから──夕日ちゃんの大切なものは、僕が必ず守る。


    「だから、あとは任せてください。僕がウサギ団を打ち倒します──」


    　崩壊させられた絶界機関を見ていると、重苦しく、感傷的な気持ちになるけれど──いつまでも、ここで呆ぼう然ぜんとしている余裕はない。


    　気持ちを切り替え、絶界機関本部をあとにする。向かうのは、こるりの根ね城じろである九つ十づ九ら文ぶん庫こだ。


    「結界が消えなかったのは幸いだが、あれだっていつかは消える。術士はすでに死んでいるからな……だったら、一刻も早く黒い樹海を消し去る方法を実行するしかない」


    　こるりは、操縦する箒を加速させていく。そういえば、僕はまだ黒い樹海を消す具体的な方法をこるりから聞いていない。九つ十づ九ら文ぶん庫こで準備が整っている、と言っていたはずだが。


    「なぁ、あんなのどうやったら消せるんだ……？」


    「着いてからのお楽しみさ。久く郎ろう君きっと驚くと思うぜ──けれど……いや、大丈夫だ。なんとかしてみせる」


    「ん……？」


    　不安でも抱いだいているような素そ振ぶりが気にかかるが──こるりが口をつぐんでしまったから、僕もそれ以上聞くことができず、無言のまま、雨の降りしきる帝てい都との空を進んでいった。


    



    　　　　　◆◆◆


    



    　九つ十づ九ら文ぶん庫こに到着すると、そこにはすでにしーちゃん、思し夜やさん、小こ鳩ばとちゃんの三人が揃そろっていた。


    　しーちゃんたちは、電ロボ人ツト刑事部隊を蹴け散ちらしたあと、帝都中にあふれたゾンビたちを倒して回っていたらしく、ここに到着したのもついさっきのこと。


    　店の最奥にあるテーブルに着いていたしーちゃんの前に座り、僕はすぐさま、これまでのいきさつを報告した。もちろん、絶ぜつ界かい機関でのことも、すべて漏もらさず。


    　しーちゃんは、冷静な表情を崩さず、淡々と僕の報告を聞き終えると、


    「ご苦労──負傷の方は、問題ないか？」


    　僕の顎あごをくい、と持ち上げ、変質してしまった左目をまじまじとのぞき込んできた。顔だけは美青年と称されるしーちゃんだけあって、おもわず見とれてしまうほどの美形──とか、妙な感想を抱いだいてる自分が気持ち悪いから、しーちゃんの手を払いのけ、顔を逸そらした。


    「傷跡なんて見ても気持ちいいものではないですよ……心配いりません」


    「それならいいが。しかし、そのままの状態にしておくわけにもいかんだろう」


    「しーちゃんの言う通りだ──その目、夕ゆう日ひちゃんの呪のろいが宿ってないと、まるっきり死んで見えるぞ。これでも付けとけ」


    　背後からこるりの声が聞こえ、振り向くと、ひゅん、とこるりはこっちに黒い布きれのようなものを投げつけていた。


    　振り向きざまにそれを摑つかみ取り、見てみれば、それは黒一色のなんの飾り気もない眼帯だった。


    　こるりはずらりと時計が並ぶ店内をつかつかと歩き、テーブルの前までやってくると、テーブルの上に、どさり、と両手いっぱいに抱えていた洋服を山積みにした。それは、男物のシャツやズボン、それにフリルいっぱいのドレスじみた可愛かわいらしい洋服だった。


    「雨でずいぶん濡ぬれちゃったからな、適当に選んで着ろ。あと、あっちのも、君が着替えさせなきゃいけないんだろ？」


    　あっち、と言ってこるりが指さした方には、店の中で物珍しそうに仕掛け時計を眺めている、びしょ濡ぬれの洋服をまとった夕ゆう日ひちゃんがいた。僕らは、揃そろって雨に降られ、服や髪から水が滴したたっている。しーちゃんへの報告に気を取られているうちに、体の芯しんから冷えてきて、このままじゃ風か邪ぜでもひきそうだ。


    「眼帯も服も、ありがたく使わせてもらうよ──でもなんでお前の家に男物の服や普段は着ない洋服なんかが？」


    「時計店と言いながらも、注文すればなんでも揃うのがボクの店なのさ。以前、男物の純白のウェディングドレスを注文されたときも、なんなく用意してやったくらいだぜ」


    「そんな便利な店が、こんな辺へん鄙ぴな土地に建っていることに、なんの矛む盾じゆんも感じないのかよ、おまえは」


    「ボクはなによりも静寂を尊たつとぶ人間だからね。都会の喧けん噪そうなんてまっぴらさ──おっと、お喋しやべりに花を咲かせる前に、まずは着替えてこい。それで着替え終わったら、地下に集合だ。しーちゃんたちも、移動してくれ。そこで今後のことを説明する」


    　こるりに言われると、しーちゃんはわかった、と椅い子すから腰を上げ、隣にある座敷から、すっ、と思し夜やさんと小こ鳩ばとちゃんが顔を出した。


    　思夜さんが両手に大きなおにぎりを一つずつ持って、冷静な表情のままもぐもぐ食べているのは──思夜さんの秘術の源みなもとが食べ物にある、ということらしく。戦いで消費した力を摂取しているからだ。思夜さんが働いたあとによく見る光景なので、慣れてはいるけど……山のような食料をもくもくと平らげる思夜さんの姿は何度見ても面白い。


    「怪奇、大食い秘書──なんて思わないでくださいね」


    　僕の心でも読んだのか、思夜さんが絶ぜつ対たい零れい度どの笑みを浮かべて呟つぶやいた。僕はぶんぶん、と頭を振って、夕日ちゃんを連れ、逃げるように着替えに向かう。大食いなこと、気にしてるんだろうなぁ……。


    　それはそれとして。みんなも待ってることだし、さっさと着替えを済ませると、僕と夕日ちゃんは、九つ十づ九ら文ぶん庫この地下へと向かった。


    　長い石造りの階段を下った先に現れる、秘密の地下室。その扉とびらの先は──実験道具なんだか収集品なんだかがごちゃごちゃと詰められた棚や書類が散乱する机が並ぶ、息苦しさすら感じる狭い部屋へと通じていた。


    　先に来ていたしーちゃんたちは、こるりを上かみ座ざに、円を描くように簡素な木の椅子を並べ、膝ひざをつき合わせて座っていた。


    「来たな──じゃあ始めようか」


    　と、顔を上げたこるりが、僕の姿を三秒ほど見つめたあと、ふっ、と小さく笑った。


    「なんだよ、人の顔見て笑うな」


    　椅子に腰掛けつつも文句を言うと、こるりはごめんごめん、と笑いをかみ殺している。


    「君って眼帯、めちゃくちゃ似合わないな……いや、悪かったよ。好きでしてるわけじゃないもんな」


    「似合ってないのはわかってるから、言わないでくれ。あと、みんなもにやにやしないでください」


    　忠告しても、やっぱりみんな、僕の顔を見てにやついている……さっさと真剣な話に移ってくれないかな。と、思っていると、隣に座る夕ゆう日ひちゃんが、くいくい、と袖そでを引っぱって。


    「……おにーちゃん、似合ってるの」


    　と、励ましてくれたのが、一番悲しかった。


    「はぁ……ありがと、夕日ちゃん。で、そんなことよりも。こるり、話を聞かせてくれるんだろ？　黒い樹海を消す方法を」


    「そうだな──では本題に入ろう。黒い森を打ち消す方法だ」


    　こるりは、一息おいて全員の顔をじろりと見渡すと。


    「手っ取り早い方法は、ウサギ団団長、シャーロットの所持している黒い樹海を発動するための魔ま導どう書を、手に入れることだ。魔導書には効果を打ち消す方法が書いてあるはず」


    「それって、敵の本拠地に乗り込んで、奪うってこと？　そんなの、うまくいくはず……」


    「うん、久く郎ろう君の言うとおり、成功するはずない。そもそも、結けつ界かいがある以上、こっちも空中城には行けないからね」


    　じゃあ、どうするんだよ？　──と声を上げる前に、こるりはくい、と親指で自分の背後を指さした。


    　こるりの背後には、一辺が二メートルくらいの大きさの正方形の白い布が、無造作に床の上に広げてあった。それを指さされたところで、僕にはさっぱりわからない。


    「もったいぶるの、やめて……いらいらする」


    　むー、と夕日ちゃんがこるりを威い嚇かくすると、こるりはやれやれ、と呟つぶやいてから、白い布に手をかけて、一気に引き剝はがした。


    　ばさり、と布が剝がされると、現れたのは床ではなく──。


    「なんで……池？」


    　まぎれもなく、池だった。白い布にすっぽり覆おおわれていたから直径は一メートル半、といったところか。この規模だとさすがに水たまりとも呼べない。拳こぶしくらいの大きさの石が何十個も、ぐるりと円を描いて池を縁取っている。池の中には、温泉のような乳にゆう白はく色しよくの水が波一つ立たず満ちていて、深さは一見しただけではわからない。


    　気がつけば、こるり以外の全員が、不思議そうに乳白色の池をのぞき込んでいた。


    「のぞいてもいいが落ちないでくれよ。そこは空間の歪ゆがみだ。まだ完全には起動してないから、落ちたら異空間にでも飛ばされるかもしれないぜ」


    「また意味不明なことを……物ぶつ騒そうな代しろ物ものだってのはわかったけど」


    　一、二歩、僕は池から遠ざかる。この面子メンツで、ドジ踏んで池に突っ込むなんて、僕くらいしかやらなさそうだ。注意しなくては。


    「物ぶつ騒そうなものか。この池は、エーテルを流し込み、目的地を設定すれば、世界中どこにだって一瞬で行くことのできる、魔法仕掛けの池なのさ。どーだ、便利だろ」


    「自慢したいのはわかった。で、これを使ってどこに行くつもりだ？」


    　さらっとしーちゃんに自慢を受け流されたこるりは、いらっとした表情でしーちゃんを睨にらんでから、説明を続けた。


    「これで向かうは、大英帝国、首都倫ロン敦ドン。そこに住む魔女に会いに行くのさ。魔女の名は、クラリス＝エデンズウッド。黒い樹海の魔ま導どう書を書いた張本人だ」


    「なるほどな、魔導書の創造主であるなら、打ち消す方法も知っていて当然、というわけか。しかし、本当に一瞬で行けるのか？　大英帝国は遠い世界の果てだ」


    　あっさりこるりの話を受け止めているしーちゃんだが、僕は驚きを隠せない。見れば、小こ鳩ばとちゃんだって、開いた口を手で隠している。よかった、僕だけじゃなくて。


    　見知らぬ土地、通じない言葉、そんな場所での人捜し──不安しか思い浮かばない。けれど。


    「……行くしかないよな。方法がそれしかないんなら。帝てい都との人々を守るためだ」


    　臆おくしてはいけない。僕は夕ゆう日ひちゃんにかっこいいところを見せて、好きになってもらうという野望があるのだから。


    　すると、緊張ぎみの僕の肩を、こるりはこともなげにぽんぽんと叩たたいた。


    「安心しろ、こう見えてもボクは倫敦に住んでたこともあるんだ。英語ぺらぺらなんだぜ？　それに、クラリスの居場所も、だいたいは摑つかんでるんだ。だから、ちょっとしたお使いみたいなもんさ」


    「そっか。心強いな──あ、もしかして桜さくら下した卿きようも、英語喋しやべれたりします？」


    「一般会話くらいだがな──だが、俺は行くことはできない」


    「え……そう、なんですか？」


    　てっきり、みんな一緒に英国に行こう、って話だと思ってたのに。しーちゃんは、行くはずないだろ、と言わんばかりの鋭い視線を僕に向けてくる。


    「現在進行形で侵略を受けている帝都を全員で離れ、不ふ測そくの事態に陥おちいったら、誰が帝都を守るんだ？　二ふた手てに分かれるのは当たり前だろ」


    「言われてみれば、そうですね──じゃあ、誰が英国に行くんですか？　魔法を使う張本人のこるりは、決定だとして」


    「ボクが行くなら、久く郎ろう君もだ。師弟なんだからな……となると、自然と夕日ちゃんも付いてくるんだろうな」


    　そういえば、夕日ちゃんは海外に行くのどうなんだろう？　いやがったりしないかな？　と顔色をうかがってみれば──夕日ちゃんは僕の手をとり、


    「私はおにーちゃんの傍そばにいる……約束した。もう離れないの」


    　強い眼まな差ざしを僕へと向け、頷うなずいた。僕と夕ゆう日ひちゃんは前よりも強く強く、兄きよう妹だいの絆きずなで繋つながっている。それを実感できる、眼差しと言葉だった。


    「はい──どこに行こうと、僕が傍そばで守ってあげますね」


    　そう返事すると、夕日ちゃんは控えめに、にこりと笑みを見せてくれた。


    　──というわけで、三人は決まって、残りは思し夜やさんと小こ鳩ばとちゃんだけど。


    　すると思夜さんは桜さくら下した卿きようの脇わきに控え、


    「申し訳ありませんが、私は久く郎ろう君たちのお供はできません。こんな状況です。なるべくなら屍し人びと様のお傍を離れたくはありません」


    　と告げた。専属秘書を名乗っているのだし、その答えは聞く前からわかっていた。


    「ということは、思夜さんと一緒に、小鳩ちゃんも……」


    「いや、小鳩には久郎たちと一緒に行ってもらう」


    　言ったのは、しーちゃんだった。


    「重要度も危険度も、共に高い作戦だ。実戦経験豊富な小鳩ならお前らを引っぱってくれるだろう。それに、一人くらい常識人を入れなければ、不安だからな」


    　しーちゃんは、にぃ、といつもの凶悪な笑みを浮かべた……こるりと夕日ちゃんに混じって、僕も常識人扱いされてないのはどういうことだろう。いや、小鳩ちゃんが一緒なのは嬉うれしいけど。


    「あ、あの。よろしくおねがいしますっ」


    　顔を真っ赤にして、ぺこぺこ頭を下げる小鳩ちゃん。僕とはちょっとずつ打ち解けてきたと思ったけど、こるりや夕日ちゃんに対しては、まだまだ人見知りしているみたいだ。


    「よろしく、小鳩ちゃん。頑張ろうね──では、英国行きは僕ら四人で」


    「あぁ、頼んだぞ──帝てい都との未来は、おまえたちに託す」


    　しーちゃんの言葉が、ずしりと重くのしかかる。絶対に、黒い樹海を消す方法を知って、帰ってこなきゃいけないんだ。


    「英国まで行って間に合わなかった、じゃ笑い話にもならない──疲れてるとこ悪いが、すぐに出発だ」


    　こるりはそう言って、池の正面に立つと、懐ふところから取り出した箒ほうきの先を池の中に差し込んだ。乳にゆう白はく色しよくの水面に波紋が広がる。


    　僕と夕日ちゃん、それに小鳩ちゃんは、こるりの後ろに三人揃そろって横に並ぶ。


    　こるりは真剣な表情で、池に差し込んだ箒の柄えを両手で握り、ゆっくりと瞳ひとみを閉じた。


    「──座標軸は入力済み。これよりエーテル注入を開始する」


    　握られた箒の柄に、いつの間にか血が伝っている。血は、こるりの手から流れ出て、箒を伝い水面へとしみ込んでいく。不思議なことに、水面に血の色が混じることはなく──どころか、乳白色の池から緑色の光があふれ始めた。こるりの魔力が池へと吸収されているんだろうか。


    　僕は固かた唾ずを呑のんで見守る。


    「…………」


    　五分──経たっても、こるりは目を閉じて箒ほうきを握ったままだ。なにもしないで見守っているだけだと、五分でも長い時間に感じる。


    　隣の夕ゆう日ひちゃんなんかは、すでに飽きてしまっていて、ふよふよと視線を部屋のあちこちに向けている。


    「大丈夫、なんでしょうか……」


    　こるりの後ろ姿をちらちら見つつ、小こ鳩ばとちゃんが小声で囁ささやいた。


    「こるりなら、心配はないと思うけど──」


    　口ではそう言いつつも、若じやつ干かん心配になってきた。僕がこるりの横顔をのぞき込むと──つぅ、と一筋、こるりの頰ほおに汗が垂たれたのが見えたのと同時に、くらっ、とこるりの体が後ろに引かれるように、傾いた。


    「──！」


    　とっさに、背後に回ってこるりを抱きとめる。すると、こるりは虚うつろな目で僕の顔を見上げた。


    「すまない──ちょっと意識がね。いや、心配はいらないよ。続けよう」


    「そんなこと言ったって！　なんか無理してないか？」


    「この際、無理したってやらなきゃいけないだろ。これはボクにしかできないことだ」


    　体はぐったりとして、僕が支えていなきゃすぐにでも倒れてしまいそうなのに、こるりは箒だけはしっかりと握りしめていた。


    　ぐっ、とこるりは強く箒を握る手に力を込めた。すると、その顔に苦く悶もんの表情が浮かぶ。


    「……そんなに凄すごい魔法なのか？」


    「別に大したことないさ。ただ思ったより僕自身のエーテル貯蓄量が少なくてね……」


    「それって……もしかして」


    　今日の戦いで、本当は温存しておかなきゃいけなかったはずのエーテルを使いすぎてしまったってことか……そういえば、僕の体を治療してくれたときも、魔法を使わせてしまってた──そのことに、はたと気づき。


    「──っ、僕のせいだ。だったら、せめて手助けくらいさせてくれ！」


    　箒を握るこるりの手に、僕の手を重ね合わせた。


    「いつも僕は、こるりの力を借りて呪のろいを使ってるだろ？　だったら、逆もできるんじゃないか？　僕から力を引き出して、おまえのエーテルの足しにしてくれ」


    「いや、でも──戦闘で消費しちゃって、残り少なくなった君の呪じゆ力りよくをエーテルに変えたところで。あまり足しにはならないんだけど……気持ちは嬉うれしいんだが」


    「う……そうなのか？」


    　申し訳なさそうに、こるりは頷うなずく。申し訳ないのは、こっちの方だ。僕ってやつは、肝心なときになんで力になれないんだ。


    　でも、ほんの少しでも力になりたい、と手を重ね合わせたままでいると──その上に、ぽん、と細く白い手が、覆おおい被かぶさった。


    　はっ、と顔を上げると、こるりを挟はさんで僕の正面に、夕ゆう日ひちゃんが立っていた。


    「じゃあ……私の力も、あげるの……どうすればあげられる？」


    　照れくさそうに顔を赤らめ、決してこるりの顔を直視しないけれど、夕日ちゃんは協力してくれるつもりらしい。僕もこるりも、一瞬あっけにとられてしまう。


    「夕日ちゃん、なんで君が？　なにか狙ねらいでもあるのか？」


    　こるりはいぶかしそうな目で夕日ちゃんを見み据すえたが、夕日ちゃんは、ふい、とそっぽを向いて、言いにくそうに口を開いた。


    「私のせいで怪け我がした久く郎ろうを……助けてくれたから。その借りを……さっさと返したいだけ……あ、あと。いきなり喧けん嘩か売って……ごめんなさい……」


    　夕日ちゃんは顔だけじゃなく、手の先まで真っ赤にして、ほんの一瞬だけ、こるりの顔を正面から見つめた。


    　こるりは、真夏に降る雪でも見たかのような、ありえねぇって顔をしたけれど──いつもみたいにからかったりは、しなかった。


    「ふふっ、そういうことなら納得したよ。じゃあ、血をよこしてくれ。この一ひと時ときだけ、夕日ちゃんから力を分けてもらうには、君の体液をボクの中に取り込まないといけない」


    「わかった……これで、いい？」


    　躊ちゆう躇ちよなく、夕日ちゃんは僕らの手と重ね合わせていない方の手の、親指の腹を八や重え歯で嚙かみちぎった。なにもそんな血の出し方しなくても……思い切りよすぎるよな。


    　ぺっ、と親指の皮ひ膚ふの一部を床へと吐き捨て、夕日ちゃんは問もん答どう無む用ようでこるりの口へと親指を突っ込んだ。


    「むぐっ……！」


    「……好きなだけ、飲むといいわ」


    「そうさせてもらうよ……」


    　不服そうな表情で、こるりは夕日ちゃんの親指をしゃぶっている。とんでもない光景だけど──効果は充分にあったようで。


    　緑色に輝いていた池の光が何倍にも増して膨ふくれあがった。


    　きゅぽん、と夕日ちゃんの親指を吐き出した。


    「よしっ、起動開始──いつでも行ける。池に飛び込めば、そこはもう倫ロン敦ドンだ」


    「じゃあ、せっかくならみんな一いつ斉せいに。小こ鳩ばとちゃんも、ほら」


    　振り向いて小鳩ちゃんを呼ぶと、小鳩ちゃんは慌あわてて、僕らの横に並んだ。


    「あうぅ、こ、これに飛び込むですか？」


    　得え体たいの知れない池を前に、小こ鳩ばとちゃんは不安いっぱいな表情を浮かべている。僕は小鳩ちゃんを励ますように、


    「行こう、倫ロン敦ドンへ──！」


    　と言って、池へと足を踏み出した。


    　同時に、夕ゆう日ひちゃん、こるり、小鳩ちゃんも足を踏み出す。


    　ざぶん──と波を立て、僕ら四人が池へと飛び込むその間際──。


    「命令だ、全員無事に戻ってこい」


    　背中を押すように、しーちゃんの声が聞こえた。


    　その途端。


    　緑色に光っていた池が、渦うず潮しおのように荒れ狂い僕らの体を呑のみ込んだ。


    「──!?」


    　これが、空間を移動するってことなのか？　いや、でもなんかいやな気配がする！


    「なにっ──！」


    　水の中なのに、こるりが上げた声は、不思議と伝わってきた。いや、よく考えれば、息もできる。水じゃ……ない？


    　けれど、そんなことに気付いたときには、僕らは緑色に光る池の底へと、一人一人ばらばらになってもみくちゃにされながら、引きずり込まれようとしていた。


    　上も下もわからない、嵐あらしの海のような激流の渦うずにもまれる僕ら──体の自由は利きかない。でもなすがまま──にはできない。


    「夕ゆう日ひちゃん……僕の手に、摑つかまって！」


    　僕は夕日ちゃんへと手を伸ばす。一メートルも離れていないところを夕日ちゃんは流されているのに、激流のせいでぜんぜん距離が縮まらない。


    　夕日ちゃんも僕に向かって手を伸ばすけれど、ぎりぎりのところで摑めない。


    「おにーちゃん……」


    「夕日ちゃん──絶対摑んでみせるから！」


    　僕のことをおにーちゃんと呼んでくれた、可愛かわいい妹の手を、とってあげない兄はいない──僕はずっと一緒にいるって約束したんだ。


    「届けぇぇぇ──！」


    　激流の渦が、偶然にも僕の背を押し──夕日ちゃんへと近づける。一瞬の機会を、僕は逃がさなかった。


    　夕日ちゃんの指と僕の指が、固く固く、絡からみ合い──僕は力の限り、夕日ちゃんを引き寄せると、ぐっ、と胸の中に抱きとめた。


    「──おにーちゃん……摑んでくれた、抱きしめて……くれた」


    「当たり前です。離したりしませんっ、約束したでしょ？」


    「うん……おにーちゃんが一緒なら……きっと、どんなことになっても大丈夫、な気がするの……」


    　それって、僕のことをちょっとは頼りにしてくれてるってことかな。


    　僕は夕日ちゃんに男として頼りにされるって目標に、近づけている！


    「──なんだってできる気がしてきました！」


    　夕日ちゃんのためになら。


    　想おもいは強く──夕日ちゃんをさらに抱きしめる。


    　そして僕らは、底の見えない緑色の輝きの中へ──呑のみ込まれていった。
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    あとがき


    



    　こんにちは、大おお谷たに久ひさです。


    　そういえば二巻ではあとがきなかったのに、三巻では復活しているという不定期掲けい載さいのあとがきです。不思議です。


    　それはともかく『いばらの呪まじない師』三巻、どうでしたでしょうか？　三巻ともなればスケールアップだ、ということで街をゾンビであふれさせてみました。作者の都合で帝都は毎度さんざんな目に遭あわされていて、ご愁しゆう傷しようさまです。住みたくない街ナンバーワンですね。


    　さて、帝都は残念な感じに荒れ果てていますが、久く郎ろうと夕日ゆうひというこのシリーズの中心を担う二人の登場人物は、この巻をもって、めでたく兄きよう妹だいの絆きずなを深めることができました。兄妹以外の絆（恋人だったり主従だったり）が深まらなくてよかったです。あんまりアブノーマルな方向へ進まれても困りますしね……。


    　変態お兄ちゃんこと久郎と複雑怪奇な性格の夕日が、なにはともあれ、お互いの気持ちを確かめ合い、改めて兄妹の関係性を築けたことで、このシリーズも一区切りつけられた、と実感してます。ハッピーエンドで締しめる兄妹の物語、という感じです。


    　では、最後になりましたが謝辞を。


    　このシリーズを一緒に作って下さった編集部をはじめとするたくさんのみなさま、イラストレーターの望もち月づき朔さく先生、ほんとうにありがとうございました。


    　そしてもちろんこの本を手にとって下さり、ここまで読んで下さったあなたに、最大限の感謝を送りたいと思います。マキシマムありがとう！


    　ではまた、お目にかかる機会があれば。

  


  
    大谷　久


    Hisa Ootani


    



    札幌在住、ダッフルコート女子愛好家。言われて傷つく言葉は「性格が久郎に似てるね」です。だれがあんな変態なんかと……。
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